















































底辺剣士は神獣むすめと暮らす




家族で挑む迷宮攻略








番棚葵





[image: ]









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章




「くっ……」

　その冒険者の青年──アード＝グラッサムは、うめき声を上げながら、魔法の灯あかりが灯ともるダンジョンの中をよろよろと歩いていた。

　石畳を引きずるようにして進む足にも、石造りの壁に体重を預ける腕にも、あちこちに血がにじんでいる。身につけた皮かわ鎧よろいもところどころが裂け、破けていた。

　傷と疲労に、彼の表情は苦痛を隠しきれなかったが、それは同時にどこか慣れたような達観も示していた。

「今日はいつも以上についてないな、くそ」

　つぶやきながら、通ってきた薄暗い通路をふと振り返る。

　ここに来るまでに、ダンジョンの入り口に立ってから一時間と経たっていない。

　その間に色々なことが起きた。

　まずダンジョンに潜った直後、前の様子を見るため『相棒』から少し離れたとたん、いきなりテレポーターの罠わなに捕まり、見知らぬ場所へと飛ばされ、自分よりはるかにレベルの高い魔物の群れに「ようこそ」と舌なめずりされた。

　慌てて逃げ出したら、今度は「転がってくる大岩」「壁から無数に飛び出してくる矢」「下に剣山を仕込んだ落とし穴」「吹き出してくる硫酸」「飛び出す毒針」ｅｔｃ．──罠わなという罠のオンパレードに出くわした。

　だが、幸か不幸か、彼はこういった不運に慣れていたので、目の前の凶事に驚くことはあっても、特にパニックになったり、やけを起こしたりすることはなかった。

　ため息を友に、何とか危機を脱し、今歩いているこの道にたどり着いたのである。

「まったく……早くリウナの奴やつと合流しないとな」

　つぶやきながら、壁にもたれて呼吸を整えた。

　口にしたのは、一緒にダンジョンに潜った相棒の名前だ。今ははぐれているため、気休めに唱えるしか効果がないが。

　短い黒髪の下から吹き出る汗を手の甲でぬぐい、少し鋭くはあるが形の良い目をさらに細めて、向かっている先を見る。

　壁の中央に、薄暗い闇やみが長方形に口を開けているのが見えた。何かの部屋だろう。

「この先に、帰り道があるといいんだが……まさか行き止まりじゃないだろうな」

　小さな不安を口ににじませてつぶやいた、その時である。

　彼は、初めてその存在に気付いた。

「ん……？」

　部屋の中、通路の光が微かすかに届くそこで何かが光った。

　何かが光源を反射したのだと悟るや否や、アードの冒険者としての好奇心がうずいた。

　体を起こし、腰に下げた二本一組の剣──双剣を抜くと、慎重に部屋へと近づく。

　ぱっ、と部屋の中に光が満たされた。自動で灯あかりが点つく仕掛けらしい。

　これだけでも相当に高い技術力を誇っているのだが、アードは気にもならなかった。

　目の前にもっと気になるものがあったからである。

「何だ、これ」

　呆ぼう然ぜんとつぶやいたアードが見つけたのは、三つの奇妙な物体だった。

　形状でいえば、酒などを入れる樽たるに近いだろう。

　ただし上半分が曇ったガラスでできていて、下半分は四角い装置に埋没している。

　装置からは帯状の物体が触手のように伸び、壁に突き刺さっていた。

　その壁に備わっているのは、沢山のレバーやスイッチで、これらの組み合わせにアードはおぼろげながら知識があった。

「確か、生物を入れてずっと眠らせたままにしておける装置だ……中の生物は一種の冬眠状態になって、何百年も何千年も生きていられるって聞いたぞ」

　とすれば、この中には何か古代の生物でも入っているのだろうか。

　再び好奇心がうずいて、アードは樽状の装置──記憶によれば、確かこの手の装置は『カプセル』と呼称される──をまじまじと見つめた。

「中に何が入ってるのか、確かめたいところだが……」

　そうつぶやいて、なるべく触れないよう注意し近づいた、その時。

　ピーッ！

「……え？」

　突然甲高い音が鳴り響いたかと思うと、カプセルが蒸気を吐き出した。

　三つのカプセルすべてが。

　目を瞬しばたたくアードは、この時初めて気がついた。

　自分の足下に、丸い形をした凸型のスイッチが、無造作に置いてあることに。

　その上にはプレートが貼はってあって、古代語が刻まれていたのだ。

　ある程度古代語が読めるアードは、それを見て目を丸くした。

『注意！　これを押すとすべてのカプセルが開きます。軽々しく押さないこと！』

「……そんな大事な装置を、わざわざ床の中央に配置するなああっ！」

　しかし彼の叫びもむなしく、目の前でガラス状の物体が上に押し上げられていく。

「ちぃっ！」

　アードは再び剣を抜くと、万が一に備えて戦闘の体勢を取った。

　中に入ってるのが、友好的な生物とは限らない。凶悪な魔物である可能性もあるのだ。

　カプセルはやがて蒸気をすべて吐き終え、その中にある影を一つずつ露あらわにした。

　数百年の眠りを経た、凶悪な魔物────ではない。

　見ればそれは、三人の少女だった。

「……ん？」

　アードが拍子抜けした声を出したのは、彼女たちが大きくあどけない瞳ひとみに、白く細い手足の持ち主だったからだ。若い、いや、幼いといっても過言ではないだろう。

　少なくとも魔物には見えない。

　少女たちは、やがてゆっくりとまぶたを開くと、体を起こしてアードを見つめた。

「や、やぁ」

　思わずアードは片手を挙げて挨あい拶さつを試みる。

　すると三人はしばらくの無言の後、にっこりと笑い、口を開いて一斉に叫んだ。




「「「はじめまして、『お父さん』！」」」

「……へ？」




　アードは少しの間、その言葉の意味を考えるべく目をぱちくりとさせていたが、やがて理解に達すると「ええええええええ!?」と大声を上げるのだった。








第一章　〈神獣〉の娘たち




　その世界にその大陸──ファルス大陸が出現したのは、五○年ほど前のことである。

　それまで大海原のみが広がっていた空間に、突如として広大な陸地が出現したのだ。

　これだけでも、当時にすればまさに驚天動地のニュースだったのだが、大陸を調査しに来た人々は、さらなる衝撃に直面することとなる。

　ファルス大陸からは、沢山のダンジョンが発掘されたのだ。

　この世界における迷宮ダンジヨンとは、大体が古代文明の研究所を指す。

　すなわち、はるか大昔に栄華を誇った高度な魔法文明、『古代魔法文明』の遺跡であり、それが大陸と共に沈んでいたことは、人々の好奇心と、そして何より物欲を刺激した。

　遺跡には現代のものとは比べものにならないほど、高水準の魔法の道具や装置などが保管されており、高値で売買される。これらを求めてダンジョンに潜る者──『冒険者』が出てくるのは自明の理だった。

　しかし、ダンジョンには危険がつきもので、中には無数のトラップ、それに魔物が手ぐすね引いて待っている。

　冒険者たちはダンジョンに潜っては、罠わなや魔物たちに勝利し輝かしい成功をつかむか、敗北して屈辱にまみれた挫ざ折せつを味わうことになった。

　やがて大陸中のダンジョンの入り口の前には、『冒険者』が拠点とするための街が作られるようになり、それらは『ダンジョン街』と呼ばれて発展していった。




　──それから数十年以上が経たった現在でも、ダンジョンはなおも発見され続け、調査に来る冒険者の数は減るどころか増え続けた。

　そして、この大陸で生を受けた者ですら一いつ攫かく千せん金きんを夢見て冒険者を志し、ダンジョン街に住むようになったのである。

　アード＝グラッサムもそんな一人であり、彼もまだ見ぬ宝と名誉を探して、『エルツェン』というダンジョン街でダンジョンの探索を続けていた。

　だが、彼は普通の冒険者とは少し違うところがあり、そのために自分が大して成功を収めることもないと覚悟していたのだ────その日、その三人の少女と出会うまでは。





　　　　○






「お、お父さん……？」

　困惑した表情で、アードは目の前の娘たちを見つめた。

　カプセルから降りてきた彼女らは、アードに近寄ると、一斉に首肯した。

「そうだよ、パパ！」

「これからあなたは、私たちの父上です」

「その……よろしくお願いします、お父さん」

「……………………」

　あまりにも唐突な展開に、しばらく言葉が出ない。

　そもそもこの少女たちは何者なのだろうか。

　古代魔法文明の生物であることは確かだろうが、よくよく見ればその外見は、ただの人間とも違うようだった。

　例えば──。

「……？　どうしたの、パパ。あたしの顔に何かついてる？」

　そう言って赤髪の娘が、息が届きそうな距離から、無防備に顔をのぞき込んでいた。

　とても可愛かわいらしい顔立ちではあるが、彼女は外見でいえばおよそ一四歳の人間だ。

　ただし、背中に淡い光を帯びた、赤い鳥の翼を持つ人間がいれば、だが。

「父上、女性の顔をまじまじと見つめるのは失礼に値すると思いますが」

　そう淡々と告げてきたのは、一一歳くらいの少女だ。

　ボサボサの銀髪に理知的な瞳ひとみを持つ彼女は、何と額から鋭い一本の角を生やしている。












「あ、あの、何か怒らせちゃいましたか……？」

　おどおどと尋ねてきたのは、黒い髪をした最年少、九歳くらいの少女である。

　こちらは妙に白い肌と、黄金色の瞳ひとみを持つこと以外は、まだ人間の範はん疇ちゆうに入る。が、他の二人のことを考えるに、油断はできない。

　そんな娘たちが、カプセルから目覚めるなり、いきなり自分のことを父親扱いしてくれば、誰だって混乱するだろう。

（そもそも俺おれを父親扱いって……そんな心当たりまったくないぞ）

　アードは一七の青年にしては、多少初う心ぶなところがあり、積極的に異性と交遊しようとはしない。つきあいがないわけではないが、友人どころか知人止まりがほとんどだ。

　だからこそ、誰からだろうと『お父さん』なんて呼ばれる筋合いはないと、胸を張って断言できる──それが自慢になるかどうかは正直微妙だが。

「なあ、誰かと勘違いしていないかな。俺はアードって言って、しがない冒険者なんだ。子供を持った経験はないんだよ」

　そう切り出してみたが、しかし三人の少女たちは「？」と首を傾かしげただけだった。

　と、突然、赤毛の少女が嬉うれしそうにアードに抱きついてくる。

「パパって、アードっていうんだ！　じゃぁこれからアードって呼ぶから、あたしのことはフェニって呼んでね！」

「おわっ？」

　何もわかっていなそうなその言葉に、しかしツッコミを入れる気にはなれない。

　ぶつかってきた少女の体は柔らかく、そして温かで、それを抱き留めると何となくほんのりとした幸せに包まれてしまうからだ。

　と、そのシャツをくいくい引っ張る者がいた。黒髪の少女である。

「あの……『ナー』です」

「え？」

「私の名前……そう呼んでください、お父さん」

　そう言ってナーと名乗った少女は、はにかむように微笑ほほえんだ。

　その微笑につられるように笑みを浮かべると、背後からやや冷めたような声が響く。

「二人とも、ベタベタしていて恥ずかしくないのですか……あ、私のことは『ユニ』と呼んでいただいて結構です、父上」

　そこでは最後の一人である角の少女──ユニが、すました表情を作っていた。

　アードの背中に抱きついた状態で。

「……いや、ユニだっけ？　君も、結構ベタベタしてるよね？」

「こ、これはベタベタしているわけではありません！　その、親子のふれあいを体現してみたまでです！」

「そーそー、『スキルアップ』って奴やつ！」

「……それを言うなら『スキンシップ』だよ、フェニお姉ちゃん」

　ナーと名乗った少女が、赤髪の娘──フェニにツッコミを入れる。

　その間にも三人の娘にひしっと密着されて、アードは身動きが取れない。

　だが、伝わってくる重さと不自由さ、そしてぬくもりは、彼を悪い気分にはさせなかった。知らず知らずのうちに、口くち許もとに微笑が浮かぶ。

（何か、甘えてくる子供って可愛かわいいな）

　そんなことを、ぼんやりと考えた時である。




「グオオオオッ！」




　突如、背後から背筋の凍るような雄お叫たけびが聞こえ、アードは思わず振り返った。

　部屋から顔を出して見れば、通路の向こう側から走ってくる魔物の姿が見える。

　全長五メートルはある体たい軀くに、棍こん棒ぼうを構えた凶相の巨鬼──『グレーターオーガ』だ。

「くっ、何でいきなり魔物が！」

　アードはうめいたが、大体の察しはついていた。

　先ほど自分がまいてきた魔物のうちの一匹が、執念深く彼を追ってここまできたのだ！

　と、その足音に気付いたのか、フェニが並ぶようにしてひょっこり顔を出す。

「どうしたの、アード。何があったのさ？」

「下がってろ、大声を出すな！」

　それを無む理り矢や理り引っ込めると、アードは状況を整理した。

　向こうはいずれ、こちらの存在に気付くはずだ。戦闘は避けられないだろう。

　なら戦うしかないのだが──実のところ、アードの実力はそんなに高くはなかった。

（しかも、ただの新米冒険者ってわけでもない。落ちこぼれのレベル12だからな）

　ふと、自虐的な思いが胸をついた。

　彼は二年間もダンジョンに挑み続けているのだが、ある事情からまったく成果を上げられずにいる。レベルが低いのも、自分が冒険者として大成できないと諦あきらめているのも、そのためだ。

　だから自らを「落ちこぼれ」と自じ嘲ちようしたのだが──今はそんな場合でもないと思い直し、目の前の敵に意識を集中させる。

　対するグレーターオーガはそれなりに力の強い魔物だ。その怪力はレベル40を超える中級の冒険者でも、簡単にミンチに変えてしまう。

　こんな奴が出てくる階層まで飛ばされていたのか──アードは改めてその事実を認識し、うんざりすると同時に焦燥に駆られた。

（まずいぞ、俺おれじゃこいつを倒せない！　相手は動きが鈍いから、俺一人だけなら確実に逃げられるだろうが……でも）

　このままでは、少女たちが犠牲になってしまう。まだ年とし端はのいかない娘たちが。

　そんなことは、あってはならない。弱いものを守るのは、力持つものの義務というのが、アードの持論である。自分を慕う子供たちを見捨てるなど、できるはずがなかった。

　何があっても、彼女たちは助けないと。

　アードは素早く決意を固めると、振り返って三人の少女を見つめた。

「いいか、俺があいつを引きつける。その間に部屋から出て、何とかして逃げろ！」

　叫ぶや否や、双剣を抜いて入り口から飛び出し、グレーターオーガに襲いかかった。

　魔物もすぐに反応し、彼の姿を認めるや否や棍こん棒ぼうでなぎ払ってくる。

　ビュンッ、と突風を伴う一撃を、しかしアードは見切っていたかのように避よけ、巨鬼の背後に回り込んだ。

　速い。見る者が見れば、レベル12の冒険者の動きとは到底信じられないだろう。それほどの挙動だった。

　間髪入れず、彼は双剣のうち片方を繰り出した。

「せいっ！」

　刃やいばは音も立てず、隙すきだらけの脇腹を薙なぎ、そして──

「……グオッ？」

　グレーターオーガはぽりぽりと頭を搔かいて首を傾かしげてみせた。

　その動きを見るに、ダメージはまったく通っていないらしい。

　そして緩慢に振り返ると、棍棒の一振りでアードの体を吹き飛ばす。

「ぐあぁっ！」

　悲鳴をあげて、壁にたたきつけられるアード。

　何とか直撃はさけたがあまりの衝撃に呼吸すらできなくなる。

「……くっ、やっぱり俺の力じゃこいつは倒せないか……」

　アードはうめくと、巨鬼の一撃に足下をふらつかせながら、それでも立ち続けた。

（だけど、ここで力尽きるわけにはいかない……あの子たちを逃がすためにも）

　剣を構え、しっかりとグレーターオーガをにらみつける。

　この間、後ろの少女たちはなぜか動く気配がない。足がすくんでいるのだろうか。なら、この目の前の敵は必ず倒さなければならないと、アードは自分を必死に鼓舞した。

　しかし、先ほどの一撃は予想以上に効いていたのだろう。すぐに足下が崩れ、視界がぼんやりと霞かすみ始めた。

「くっ……まずい、誰か、あの子たちだけでも助けてくれ……」

　体をふらつかせながら、アードがつぶやいた、その時である。

　まばゆい光が、部屋の中から放たれた。

「……え？」

　見れば三人の娘の全身が強く発光し、その中で影が少しずつ形を変えている。

「父上を……」

「お父さんを……」

「いじめる奴やつは……」

「「「許さない！」」」

　そんな声が響いた、その時。

　突如、光が消えたかと思うと、そこに少女たちの姿はなかった。

　代わりに、見慣れない異形が姿を現している。

　額に角を生やした気高き白馬──ユニコーン。

　上半身は女性で下半身が大蛇の怪物──ナーガ。

　そして、炎を全身にまとった巨大な鳥──フェニックス。

　アードが、いや、恐らく世界中の冒険者の大半が、伝承の中でしか見たことのないであろう、聖なる気オーラをまとった神秘の獣──神獣がそこに立っていた。

「うそ……」

　あまりの驚きに、アードが呆ぼう然ぜんとつぶやいた、その時。

　三匹の伝説の獣は、グレーターオーガに向かって突進を開始していた。




　黄金に輝く髪を揺らしながら、その少女はダンジョンを軽やかに進んでいた。

　大きくつぶらな瞳ひとみに、瑞みず々みずしい唇を持つ、美しい娘である。

　歩く度に震える大きな胸ごと、体を白い装甲のついたボディスーツで保護し、片手には無骨な長槍バルデイツシユを握っている。

　彼女は首を左右に動かしながら歩きつつ、思案するように顎あごに指を当てた。

「むー。アードったら、どこにいっちゃったのかなぁ。早く見つけないと、だよ」

　声が響く。剣けん吞のんな雰囲気のダンジョンには似つかわしくない、のんびりとした声だ。

　それからも彼女は「うーん」と吞のん気きにうなり声を上げていたが、ふと顔を前に上げると、無造作に体を横にずらし、長槍を振った。

「ギャウンッ！」

　一瞬、影が交錯したかと思うと、悲痛な獣の叫び声が響く。

　次の瞬間、全長五メートルの狼おおかみ型の魔物が一匹、床の血だまりの上に横たわっていた。

　しかし少女は特にその遺体に感慨を抱くでもなく、あくまでのんびりと歩きながら、ふと右手にある通路に目を向けた。

「うん、こっちの気がする！」

　明るい声を上げるや否や、一気にダッシュをかけた。

　果たしてその通路の奥には、彼女の探し求めていたアード＝グラッサムが立っていた。

　何かの部屋の入り口の前で、何やらぼんやりと佇たたずんでいる。

「アード！」

　少女が声をかけると、彼はやっと気付いたように顔を上げた。

「リウナ！　無事だったか、よかった！」

「それはこっちの台詞せりふだよ。アードったら急に消えるんだもん！」

「テレポーターの罠わなに引っかかったからな……お前、俺おれがいる場所がよくわかったな」

「うん。アードが引っかかったテレポーターは動かなくなったから、他の場所でテレポーターを見つけて作動させたの。そうしたら、この場所についたよ」

「……相変わらず運が良い奴やつだ。とんでもない場所に飛ばされる可能性だってあったのに」

　アードは半ば呆あきれ、感心したように、彼女の顔を見つめた。

　リウナは照れたように微笑を浮かべると、ふと真面目まじめな顔に戻って、自然に彼の腕に自分のそれを絡ませる。

　柔らかい膨らみが、アードのひじに密着した。

「もう、迂う闊かつに離れたらダメだからね。これからはちゃんと注意してね」

「……わかったよ」












　彼はどこか照れたようにそっぽを向き、少女は満足げにうなずいた。

　彼女の名前はリウナ＝ソウルシェア。アードと一緒にこのダンジョンに潜った相棒で、幼おさな馴な染じみでもある。

　つまりはアードと同じく冒険者なのだが──彼とは決定的に違う点があった。

「真面目まじめに聞いてよ、アード。ダンジョンではぐれると生還率が下がるんだから」

「はいはい、さすが高レベルの『勇者』様は言うことが違うな。冒険者なら誰でも知ってることをわざわざ言ってくれるとは」

　どこかすねたように、軽口を叩たたいてみせるアード。照れ隠しもあるのかもしれない。

　リウナはそんな彼の顔をじっと見つめていたが、

「そんな……アードに誉ほめられると何だか照れるよ」

「……いや、別に誉めたわけじゃないんだけどな。お前がそう思うならいいけど」

　頰ほおを両手で挟んで身をくねらせる。アードは複雑そうな表情をした。

　このちょっと天然っぽい娘は、おっとりとした外見と言動に似合わず、人類の中でも抜きんでた実力を持つ冒険者なのだ。

　そのレベルは何と。アードの一〇倍以上だ。普通の冒険者なら到達に10年はかかるレベル超えの『勇者』であり、その技量や能力は万人が認めている。

　先ほどのグレーターオーガも、彼女なら瞬殺が可能だろう。

　と、そのリウナが何かに気付いて、床に目を向け、うめき声をあげた。

「うわ、何これ。魔物がバラバラになって、しかも焼け焦げてる……アードがやったの？」

「俺おれにそんな実力があると思うか？　違う奴やつがやったんだよ」

　そう言ってアードも床の上に視線を落とす。グレーターオーガの遺い骸がいに。

　リウナが、きょとん、と首を傾かしげる。

「違う奴って？　誰？」

「フェニックスとユニコーンとナーガだ」

「……？」

「まぁ、後で説明するさ。それよりちょっと手伝ってくれ。俺一人じゃ荷が重いと思っていたところなんだ」

　そう言って彼は、部屋の中を見せる。

　そこには三人の少女が、毛布に包まれた状態で寝静まっていた。

　途端、リウナの眉まゆが少し怪け訝げんそうに寄った。

「この子たち誰……あれっ、服がびりびりに破けてる!?」

　まさか、と絶望的な表情で、隣の青年を見やる。

　アードは激怒した。

「違うっ、これはこいつらが変身した際に破れたの！　それで今はエネルギーを使い果たして、眠りについているんだ」

「変身？　エネルギー？　眠り？」

「とにかく、一匹おぶってくれ。残りは俺おれが運んでいくから」

「う、うん」

　リウナはうなずくとその指示に従い、二人はダンジョンからの脱出を始めた。




「ふぅん、これはこれは……なかなか面白い収穫があったようね」

　薄暗い部屋で、その女性は水晶をのぞき込みながら、つぶやいた。

　透き通った球体の中には、若い冒険者の男女が三人の小さな娘を担いで歩いているのが見える。

「たまたま『エルツェン』の街に視察に来て、冒険者の様子を観察してみれば、まさかこんな僥ぎよう倖こうに巡り会うとは思わなかったわ」

　満足そうにうなずくと、ふと傍らにいるボブカットの女性を振り返った。

「この二人に関する資料をくれないかしら。特に男の方、興味があるわ」

「アード君ですか？　彼はごく普通──より劣る冒険者ですよ。それより〈強運の戦乙女フオーチユネイト・ヴアルキリー〉たるリウナちゃんの方が」

「いいえ、私の直感が確かなら、肝となるのはこの青年よ」

　彼女はそうつぶやくと、水晶球を指先で軽く弾はじく。

「一筋縄ではいかないわね、たぶん」





　　　　○






　入ったのは朝方だったが、ダンジョンを出るといつの間にか夜になっていた。

　アードとリウナは街に入ると、入り口のすぐ近くにある宿屋に押しかけた。

　ここは『冒険者ギルド』──冒険者のための互助組織で、冒険者の登録やダンジョン以外の仕事の斡あつ旋せん、宝物の売買などを扱ってくれる──直営の店で、規模はかなり大きく、一階の玄関口は酒場になっている。

　ここにアードが冒険者になってからずっと利用している部屋があるのだが、その部屋に戻る前に彼は酒場の主人に声をかけた。

「レア、戻ったぜ」

「ただいま戻りました、レアさん」

「あら、アードくん。お帰りなさい。リウナちゃんも」

　そう言って、酒瓶が並ぶカウンター越しににこにこと笑ったのは、二十代の割にやや幼い顔つきをした女性で、ジャケットにブラウス、スカートを身にまとっていた。

　彼女は名前をレアと言って、冒険者ギルドの支部長を務めていた。同時に、この酒場の女主人も兼任している。頭頂部に生えた猫耳が示す通り、種族は人間ではなく獣人族だ。

「どうだった、ダンジョンの成果は？」

「……残念ながら、売れるものは何も手に入らなかったな」

　尋ねるレアに、残念そうに肩をすくめてみせるアード。

　実はダンジョンは──少なくともこの大陸では──国の所有物なので、中の宝を勝手に個人で所持したり、許可なく売買を行うのは違法行為となる。

　冒険者はあくまで国の管理下のもと、遺跡に眠る遺物を発掘し、その発掘した物品に対する報酬を国からもらう形で、ダンジョン探索をしているのだ。

　だから、発見したマジックアイテムなどは、この冒険者ギルドを介してしかるべき国営の機関に報告後、所持を申請、もしくは売却する手はずになっていた。

　つまり、冒険者ギルドに「宝は手に入らなかった」と噓うそをつくのは法に抵触するのだが──アードは多少、その報告を誤ご魔ま化かしていた。

　背中におぶってるフェニやユニ、リウナが背負っているナーのことを、どう説明したらいいか迷ったのである。

（まぁ、こいつらは人間だしな。マジックアイテムじゃない）

　そんなことを考え、彼女たちのことを尋ねられる前に先手を打つことにした。

「もう疲れたから一休みしてくる！　それじゃ！」

　レアに一方的に告げて、そそくさと酒場から奥の棟に通じる廊下へと向かったのである。

「あ、アードくん。ちょっと……」

　レアが何か言いかけたが、アードは構わず、「待って」と後を追いかけてくるリウナともども自分の部屋に向かう。

　中に入ると、とりあえず眠っている娘たちをベッドに降ろすことにした。

「ふー、さてと……これでとりあえず、肩の荷が下りたかな」

「そのまんまだね、アード」

　リウナが苦笑すると、改まった表情で尋ねてくる。

「それで、結局この子たちは何なの？　どうして眠ってるの？」

「実はだな……」

　アードはこの娘たちを起こしてから、グレーターオーガに襲われたこと、そして神獣に変身した彼女たちに助けられたことを説明した。

「じゃぁ、この子たちがその神獣？に変身して助けてくれたんだ」

「……いや、そこに疑問符をつけるなよ。レベルの勇者なんだから、神獣の存在くらい知っておいてくれよ。頼むから」

　目の前の勇者さまは、あまり頭の出来がよろしくなかったりする。

　アードはため息を吐つくと、説明を続けた。

「神獣は伝承に出てくる獣で、滅めつ多たに姿を見せないその神秘性から、宗教によっては神の使いともされている。こいつらはその神獣に変身し、グレーターオーガを倒してくれたんだ。おかげで窮地は脱したし、そこまでは良かったんだが」

　その後、元の姿に戻った彼女たちは、突然ふらふらとし始めたのだ。

「何があったんだ」とアードがうろたえていると、そのうちフェニがこう言い出した。

『久しぶりにエネルギー使っちゃったよ……眠いから……寝る……』

　そして三人はぽてっと寝てしまい、アードは途方に暮れていたというわけだ。

「まぁ、結果的には命の恩人だしな。放ほうっておくわけにもいかないし、どうしようかと考えてたらお前が来てくれたわけだ」

「なるほど～」

　リウナはわかってるのかわかってないのか不安になるうなずきを返してから、ふと寝ているフェニの頰ほおをつついた。

　無邪気な寝顔が天使のように可愛かわいい。残る二人も同様だ。

　その愛らしさに相好を崩しながら、アードに尋ねる。

「それで、これからこの子たちはどうするの？　アードのこと、お父さんって呼んだわけでしょう？」

「そうだなぁ……まぁ、他に身寄りもなさそうだし、しばらく面倒見てやろうかなとは思ってる。父親ってのは何かの誤解だろうけど、俺おれに懐いてるのは確かだし」

「じゃあ、あたしたちはアードと一緒に暮らしていいんだね！」

「そういうことになるな……って、えぇっ？」

　アードが驚いたのは、返ってきた声がリウナのものではなかったからだ。

　振り返ると、ベッドの上にフェニが正座して、万歳をしている。

　彼女だけでなく、ユニもナーも起き上がっていて、嬉うれしそうな表情をしていた。

「では、正式に娘として認知してくれるのですね、父上」

「に、認知って……微妙に抵抗ある言葉だな、それ」

「あの、その……ふつつか者ですが、よろしくお願いします、お父さん」

「……いや、その、丁寧に頭下げられてもなぁ……」

　三者三様の、しかも予想外の喜びように、翻弄されっぱなしだ。

　特にフェニは感情表現がまっすぐなのか、アードに抱きつくと、頰をすりすりと胸板にこすりつけてくる。スキンシップ過多だ。誰かに誤解を受けそうで怖い。

　案の定、リウナが不安そうに彼の顔をのぞき込んできた。

「あの、本当にアードが実のお父さんとかじゃないよね？」

「そんなわけあるか。俺はお前と同じで一七歳だぞ。まだ子供を持つ歳としじゃない……しかも、こんなある程度育った子供を」

　アードが肩をすくめていると、ふと彼に抱きついているフェニが、にやにやと笑いながら楽しそうにつぶやいた。

「ふふーん、いいね。アードって温かいよ。とても気持ちいい」

「お、おう……そうなのか？」

「そだよ。まるで火山の溶岩みたい」

　さすが変身後の姿は炎の鳥──フェニックスだけあって、喩たとえがダイナミックだ。

　まぁ、誉ほめているのだろうと判断して、アードはその頭を撫なでてやる。

「そうか、ありがとうな」

「どういたしまして。あたし、アードが気に入っちゃった！　大好き！」

　ダイレクトな言葉が飛び出したので、一瞬アードは焦った。

　親子としてって意味だよな、と思い直す。

　それはフェニ以外も同様のようで、気がつけばナーも床に立ち、「フェニお姉ちゃんずるい、私も」と抱っこをねだってくる。

　さらに、無言で自分の足にもたれて座り込むユニを見ながら、アードは彼女たちのスキンシップにどう応こたえるべきか迷った。

（まぁ、悪い気はしないが……柔らかいし、温かいし）

　と、その袖そでをつんつんと引っ張る者がいた。

　リウナだ。まぶたが微妙に半分閉じて、アードを横目で見ていた。

「アード、顔がへらへらしてるよ……」

「いや、そんな絶対零度の視線を送られても……子供に懐かれて、悪い気はしないだろ」

「ふーん、本当にそれだけかなー？」

　ぷくー、と頰ほおを膨らませるリウナ。微妙に機嫌が悪い気がする。

　アードは「何が気に入らないんだろう」と困惑しながらも、べったりしてくるフェニたちに顔を向けた。とりあえず、事情は説明した方がいいと思ったのである。

「えーっと、フェニ、ユニ、ナーだったか。大切なことだからよく聞いてほしい……お前たちは古代の人間で、本当の親はとっくに亡くなってると思うんだ」

「「「？？？」」」

「わかりにくいか……えっと、つまりだな、俺おれはお前たちの父親なんかじゃないんだよ。だけど、親代わりが見つかるまでは面倒を見てやるから、その辺は安心して……」

　その時である。




「──いえ、この子たちの父親は間違いなくあなたよ、アード＝グラッサムくん」




　突如響いた声に、アードたちは驚いて戸口の方を見た。

　そこには黒いローブを着込んだ、紫色の髪の女性が立っていた。

　年齢は二十代だろうか、人形のように整った顔と、大きくとがった耳が特徴で、これらは彼女が魔法に長たけた種族──エルフであることを表している。

「あんた、何者だ？　いつの間にこの部屋に!?」

　アードの当然ながらの問いに、エルフの女性は妖よう艶えんな笑みを浮かべつつ答えた。

「ノックをしなかった非礼は詫わびるわ、【瞬間移動テレポート】の呪じゆ文もんが便利すぎるものでね。私はラナン＝アルサノイズ。『魔導研究室』の副室長といえばわかるかしら？」

「何だって!?」

「アード、『魔導研究室』って何？　何か聞いたことはあるんだけど」

「……だからお前、レベルの勇者なら色々と知っておけよ」

　隣で脳天気な声を出すリウナに、アードは呆あきれながら説明した。

「ダンジョンは基本的に国の所有物だ。発掘した宝を売却する、もしくは所持の申請をする場合、国営のしかるべき機関を通さなければならない……その機関の中でも魔術関連のアイテムや資料を担当する組織が、『魔導研究室』なんだ」

　そして、ちらりとラナンの方を見て眉まゆをひそめる。

「ただ、その辺の取引はすべて冒険者ギルドが代行してくれる。俺おれたちは、見つけた宝を冒険者ギルドに報告し、売却か所持を申請するだけでいいわけだ。直接『魔導研究室』と関かかわりを持つようなことはない……ある状況を除いては」

「察したようね。さすが二年も冒険者を続けているだけあるじゃない」

　ラナンはうなずくと、ゆっくりと彼の後ろを指さした。

「『魔導研究室』は国営の機関である以上、ある程度の権力を所持しているわ。強力、もしくは希少な魔法文明関連の資料やアイテムは、個人が所持するに相応ふさわしくないと判断した場合『強制的に買い取る』ことができるの……アード＝グラッサム、あなたが見つけ出したその『アイテム』、個人の所持には相応しくない。買い取らせてもらうわよ」

　指の先では神獣に変身する三人の少女たちが、今までのはしゃぎようもどこへやら、ただひたすら不安そうな表情で、アードを見上げているのであった。




「ちょ、ちょっと待てよ」

　重苦しい空気の中、最初に口を開いたのはアードだった。声に戸惑いがこもっている。

「こいつらは古代文明の人間──かどうか知らないが、とにかく生きてるんだ。それが、何でアイテム扱いされるんだよ。おかしいだろ」

「それなら答えは簡単。その子たちが作られた存在だからよ」

　返ってきた答えはさらりとしたものだが、アードとリウナに充分な衝撃を与えた。

「「作られた？」」

「そう。古代魔法文明の資料によると、〈神獣〉と呼ばれる人間のサポートを目的とした人工生命体の創造が研究されていたの。研究結果はそれ以上の資料がないからわからなかったけど、まさか実物にお目にかかれるとは思わなかった」

「それが、フェニたちだっていうのか」

「ええ。資料に記されていた外見的特徴が、完全に一致しているわ。それに、そうやって、あなたを親として認識しているのも、証拠の一つね」

「どういうことだ……？」

「〈神獣〉は自分を覚かく醒せいさせた人間を親として認識し、慕い続けるという、『刷り込みインプリンテイング』という機能を持っているらしいのよ」

「……！　そうか、だからこいつらは、自分たちを起こした俺おれを父親扱いしたのか」

　彼女たちの懐きっぷりがどうにも不自然だと思っていたので、疑問が氷解したアードは思わず両手を打ち合わせた。ラナンもうなずく。

「そういうこと。あなたを慕う機能も、そう仕組まれたもの……だから、あなたが彼女たちの面倒を見る義理はないわ。そして私たちには、彼女たちを必要とする理由があるの」

　彼女の言わんとしていることはアードにもわかった。

『魔導研究室』の主な活動目的は、魔法技術の向上にあるのだ。

　現代の魔法技術は、古代の魔法技術に遠く及ばない。だから、古代の遺品を常に研究している──冒険者からダンジョンの拾得物を買い取ってるのはそのためだ。

　そして、〈神獣〉のような人工生命体は、アードの記憶する限りでもかなりのレア物だ。

　というか、他に例を聞いたことがない。これとない研究材料になるだろう。

「もちろん、タダとは言わないわ。金額はそうね──五○○万Ｇグレードでどう？」

「ごひゃくまん、ですか！」

　リウナの声が裏返った。

　五○○万Ｇといえば、一般市民が五年は遊んで暮らせる額で、リウナのような勇者級の冒険者でも稼ぐのに半年かかる。低レベルのアードにすれば、垂すい涎ぜんの交渉条件のはずだ。

　だが──ふとアードは、〈神獣〉たちの顔を見た。自分たちが強制的に「売られる」と理解したのだろう。全員が不安そうな顔をしていた。

　フェニが、ぎゅっとアードの腕を抱きしめてくる。不安そうに。

「アード……やだ、離れたくない！」

「……！」

　フェニの、〈神獣〉たちの曇り顔を見た瞬間、アードの胸の中で何かがざわめく。

　この曇りを払いたいという思いが。

　気がつけば彼はラナンを見つめると、きっぱりとした口く調ちようで告げていた。

「悪いが、商談は断る」

「へぇ、どうしてかしら？」

「たとえ魔法生物だろうと、たとえ機能に従っているからだろうと、こいつらが小さな子供で俺おれを頼っているのは事実だからだ。他人に渡すわけにはいかない」

　その義ぎ俠きよう心しんに満ちた言葉に、〈神獣〉たちやリウナの表情は明るくなり、フェニはアードに再び抱きついた。ただし、声には希望の色がついている。

「本当？　あたしたち、アードと一緒にいていいの？」

「ああ、約束する。お前たちは俺が守るよ、絶対にな」

　表情を輝かせるフェニと、固くうなずくアードを見て、『魔導研究室』の副室長は瞳ひとみの奥に剣けん吞のんな光を湛たたえた。

「立派な心がけね……でも、これは商談じゃないわ、『魔導研究室』の命令よ。こちらには国家権力がある、あなたには断る権利はないと思うけど？」

「それは……確かにそうだな。でも何事にも例外はあるだろ？」

　アードは少し考えてから、言葉を続けた。

「その強制買い取りには、一つだけ抜け道があるはずだ──確か『魔導研究室』は、信頼に値する人間に対してはどのような強力な魔法の品だろうと、無期限で『貸与』──つまり貸し出すことができる。そうだな？」

「……確かに。その規則に則のつとって、強力な古代魔法文明の遺産を『魔導研究室』から無期限で借りている──まぁ、要するにもらっている冒険者も、いなくはない。少数だけどね」

「なら、俺だってこいつらを『貸与』させてもらうことはできるんじゃないか」

　その指摘を聞いて、ラナンが面白そうに目を細める。

「なかなか図ずう々ずうしいことを言うわね。言ったはずよ、信頼する相手でないと貸与はできないと。あなたはそれに値すると、自分を評価するのかしら」

「……それは」

「アード＝グラッサムくん、あなたのことは調べさせてもらったわ。レベル12の低レベル冒険者──まぁ、これ自体はそんなに珍しくないわ」

「…………」

「問題は、あなたのダンジョン探索歴が二年を超えているということよ。普通の冒険者なら二年もダンジョンに潜っていれば、レベルの20や30は上がってるわ。それなのに、あなたは未いまだにレベル12……なぜか？」

　ここで言葉を区切ると、真面目まじめな表情で切り出した。

「あなた、〔悪運ハードラツク〕というブレスを持っているんですってね」

「……！」

　アードは絶句した。痛いところを突かれたのである。

『ブレス』は人類が生まれ持って所有している、個人固有の潜在能力のことだ。

　簡単にいえば、その人間の個性そのものであり、例えば歌が上う手まいとか、例えば暗記能力が高いとか、神に与えられた天てん賦ぷの才を示す。だから、『祝福ブレス』だ。

　ではアードが持つ『ブレス』、［悪運ハードラツク］とはどんなものかと言うと。

「このブレスの持ち主は特殊な環境において、ちょくちょく不幸な目に遭う。不条理なほどの不運にね。違うかしら？」

「……そうだ」

　アードはうなずいた。

　たとえば、彼がダンジョンで宝の部屋を見つけた時、いきなり床が抜けて大けがを負おう。

　もしくは、長居してレベルを稼ごうとした時──この世界ではダンジョンに長くいるほどレベルが上がりやすい──その階には滅めつ多たにいないはずの強い魔物がいきなり現れ、命からがら逃げ帰る羽目になる。

　時にはその際に負った怪け我がが元で長期入院することもあり、この不運続きのせいで、彼のダンジョン探索はお世辞にも効率的とは言えないものになっていた。

　これではたとえ二年間かけようと、まともにレベルは上がらないし、冒険者として大成功も収められない。彼が落ちこぼれと自虐したくなるのも無理ないだろう。

「あなた、よっぽど悪い星のもとに生まれたのね。いっそ同情するわ。〈神獣〉なんてレアな遺産を手に入れられたのは、一生にあるかないかの奇跡じゃないの？」

「ほっとけ」

　ラナンに揶や揄ゆされるも反論できず、アードはふくれてから彼女をにらみつけた。

「で、あんたはこんな不運な冒険者を、信頼することはできないって言いたいのか？」

「あなたが私の立場なら、信頼して貴重な魔法の物品を貸与できる？」

　そう返されれば、彼としても言葉に詰まるしかない。正論だからだ。

　ふと後ろから、精一杯張り詰めた声が飛んでくる。

「アードは凄すごいんです、信頼できます！　確かにレベルは低いですけど、色々なことを知っているんですよ！　お肉の上手な焼き方とか、お部屋の片付けのコツとか！」

「……リウナ、ちょっと黙っていてくれないか、頼むから」

　本人からすれば援護射撃のつもりだろうが、何の慰めにもなっていない。アードはリウナの口を塞ふさいで後ろに下がらせる。

　すると、今度はユニがアードの足をつついてきた。

「どうしますか、父上」

「何のことだ？」

「……相手は一人です。死人に口なしと言うじゃありませんか」

「物騒な提案をするな！　こっちは何とか綺き麗れいな話し合いで片付けようとしているんだ、頼むから邪魔しないでくれ」

「でも……このままだとお父さん、論破されちゃいます……」

　ナーの不安そうな声に、アードも反論ができない。正せい鵠こくを射いているのだ。

　そしてフェニはアードにしがみつきながら、威嚇するようにラナンをにらみつけている。

　このままだと三人の〈神獣〉が実力行使に出るのは、火を見るより明らかだ。

（でも、俺おれが不ふ甲が斐いないばかりに、こいつらにそんなことさせたくない）

　アードが何とかしなければ、と焦り始めた時である。

　ラナンが微苦笑を浮かべてみせたのは。

「やれやれ、小さい子供にここまで思い詰めさせてちゃ、完全に私が悪役じゃない」

「え……」

「正直、気乗りしないわね。そこまで泥をひっかぶるのは」

　そう言って彼女はアードを真まっ直すぐに見つめると、人差し指を一つ立てた。

「そこで、アード＝グラッサムくん。一つ提案があるのだけど」

「提案……？」

　アードはうめきながらも、恐らく自分がそれを受け入れるしかないのだろうという、確かな予感を抱いていた。





　　　　○






　まぶたに差し込んでくる陽ひの光に、アードは目を覚ました。

　遠くで鳥の声が鳴いている。

「朝か……」

　薄目を開けて、ベッドの感触を確かめた。

　いつものものと違う、上質なシーツの肌触り。開いた目の先には、見慣れない天井。

「……そうか、ここはもう宿屋じゃないんだっけ」

　ぼんやりと意識が覚かく醒せいするにつれて、昨日の記憶がよみがえってくる。

（確か俺は、ダンジョンで〈神獣〉を見つけて……）

　そこまで思い出した時、彼は体に違和感を感じた。妙に重い。

　昨日の探索で疲れたのかと思いながら、自分の体を見下ろす。目が点になった。

「……何やってるんだ、お前ら」

　胸板の上では、フェニがだらりと腹ばいになって乗っかっていたのだ。

　その上にユニが、さらにその上にナーが腹ばいになっている。

「ふふーん、たれフェニだよ！」

「たれユニです」

「……そ、その、たれナーです」

　意味がよくわからないが、何かの遊びらしい。

　アードは頭をぽりぽり搔かくと、体をゆっくりと起こして彼女たちを追い散らす。

「きゃー」と楽しそうな悲鳴をあげて、ぽてぽてと〈神獣〉たちは床に転がった。

「……吞のん気きだな、お前ら。これから大変だってのに」

　アードは嘆息すると、とりあえず着替えるためにフェニたちに外に出るように告げた。

　寝間着のズボンを下ろしたところで、ふと再びフェニが入ってくる。

「お、おい、いきなり入ってくるなよ……どうした？」

「アード、これってどうやって外すんだっけ!?」

　彼女が示したのは寝間着の胸元にある、ちょうちょ結びのひもだった。

　わずかに緩んだ胸元から、白い肌が覗のぞいている。

　どうやら古代魔法文明にはない文化らしく、勝手がわからないらしい。

「外して」とばかりに胸のふくらみを突きつけられて、アードは一瞬とまどう。

（こ、これ脱がしてもいいのか？　いやでも、ヤらしい意味でやるわけじゃないし）

「はーやーく、着替えられないよー！」

「ああ、わかった」

　フェニに急せかされて、アードは恐る恐る胸元に手を伸ばす。












　この時、アードの頭からは他の人間を呼ぶという選択肢はすっぽ抜けていた。

　代わりに向こうから来た。

「アード、朝ご飯できたよ……！」

　バタンッ、と勢いよく扉を開け、しかしすぐに固まったのはリウナだった。

　同時にアードは思い出す。ここが彼女の『家』であることを。

　そして自分とフェニの構図が、かなり危ういものであることも。

　ズボンを脱ぎかけの男が、女の子の胸元に手を伸ばそうとしている──つまり。

　バタンッ、タッタッタッタ……！

　開かれた時と同じく、威勢良く扉は閉められ、リウナが全力で走り去る音が聞こえた。

「待て、待て、誤解だぁあああっ！」

　アードは慌てて後を追うべく、ズボンをいったん上にズリ上げた。




「もう、びっくりしたよ」

　リウナが嘆息して、普通よりやや大きなテーブルの上に料理を並べ始めた。

　白いパンにスープ、サラダ、干し肉、果肉を絞って作った新鮮なジュース。どれもアードが宿で取っていたものに比べれば、豪華な食事である。

　アードは椅い子すの上でのびをしながら、疲れたように答えた。

「びっくりしたのはこっちだ。お前も部屋に入るならノックくらいしろよ」

「だって、アード相手にノックとか、今更だもん」

「気持ちはわかるが、それにしたってだな……」

「……あ、あの、喧けん嘩かはダメですよ」

　おずおずと仲裁に入ってきたのはナーである。彼女は小さい体で健けな気げにもリウナを手伝い、食器などを並べていた。

　末の妹がこれだけ感心な子なのだから、さぞかし姉二人は──と思えば、フェニは食事を楽しみにわくわくしているだけだし、ユニはテーブルの上に突っ伏している。

「……うー、起き抜けは苦手です」

「あー、ユニってば、高気圧なんだよね」

「違うよ、フェニお姉ちゃん。それを言うなら低気圧だよ」

「……低血圧だ」

　朝からボケボケな会話を聞かされて、アードは疲れがいや増すのを感じた。

　ともあれ今日一日のエネルギーを摂取するためにも、スープをさじですくって運ぶ。

　中に入ってるのはタマネギと干し肉だけだが、絶妙な味わいが口中に広がった。

「うん、うまい……リウナ、相変わらず料理は上手だな」

「えへへ、ありがとう。でも、そんな大したことはしてないんだよ。材料を切って煮込んだだけだから」

　リウナが謙けん遜そんして手を振ると、珍しくナーが強い意志を見せて反論してきた。

「そ、そんなことないです……リウナさんはすごく手際がよくて格かつ好こ良かったです……私にも教えてほしいくらい……」

「うん、いいよ。今度一緒にお料理しようね」

　リウナが優しく言うと、「わぁ」と嬉うれしそうに笑うナーであった。

　と、その光景に何かを思ったのか、フェニがアードの隣にとことこと歩みよると、彼のスープをさじですくった。

「アード、あーんして」

「え？」

「あたしが食べさせてあげるもん。ほら、あーん」

　その顔は、何かえらいことをして父親にほめてもらおうという娘のものだった。

　アードは仕方なく「あーん」と口を開き、フェニが差し出したさじを口に入れる。

「えへへー。どう、おいしい？」

「あ、ああ。そりゃな」

　食べさせてもらって味が変わるわけでもない。元がうまいのだから、評価も変わらないに決まっている。

　だがアードはあえてその意見を胸にしまうと、フェニに「ありがとう」と告げた。フェニは満足そうに笑うと、鼻歌を歌いながら自分の席にとことこと戻って食事を再開した。

（何か、妙に子供っぽいよなこいつ）

　アードはそんなことを考えた。一四歳の外見にしては、フェニの行動は少し幼く感じる。というより、純粋なのだろう。天てん真しん爛らん漫まんで、裏表なく接してくる態度には、好感が持てる。先ほどの着替えの時のように、周囲に誤解を受ける行動は少し考え物だが。

　一方、その隣で眠そうにずるずるとスープをすすっているユニは、無愛想であまり何を考えているかわからなかった。口く調ちようもずっとフェニより大人びているのだが、外見はしっかり子供である。その辺のアンバランスが魅力とも言えるが。

　そういう意味では、一番歳とし相応なのはナーだろう。多少おとなしいきらいもあるが、目は子供っぽく常に輝いていて、時々パンのおいしさにはにかみながら浮かべる笑顔は、見ている者の心を和ませた。

　アードはしばらく微笑ほほえましい気持ちで〈神獣〉たちの食事風景を見守っていたが、ふと何かに気づいたかのように視線を部屋の隅にやると、リウナに向かい顔をしかめてみせた。

「リウナお前、料理が上手なのは相変わらずだけど、部屋の片付けができないのも相変わらずだな」

　その言葉に、リウナの柔らかそうな体が「ぎくっ」と固まる。

　彼女たちが食事を取っているこの台所兼居間は、机をどかせば中で社交ダンスができそうなくらい立派な広さを誇るが、その機能性は充分に発揮されているとは言えなかった。

　何しろそこかしこにごちゃごちゃと物が積んであるのだ。

　明らかにいらないだろうと思われるものや、ゴミにしか見えないものまで含めて。

「これは後で、片付けをする必要があるな。よし、俺おれも手伝おう」

　一方的に宣言するアードに、リウナは慌てて両手を振った。

「い、いいよ。わたしが自分でやるから」

「お前一人が管理した結果がこれなんだから、できるわけないだろ」

　身も蓋ふたもない正論に、リウナも「うぅ……」とうならざるを得なかった。

　そのままスープを一口すすってから、さじをくわえたままつぶやく。

「でも、アードは今日から大変なんでしょう……ダンジョンの方、わたしは手伝えないし」

「……まぁ、何とかなるだろ」

　何気ない表情をするアードだったが、今度は彼自身が痛いところを突かれていた。

　今日から彼は本腰を据えてダンジョンに挑まなければならないのである。

（くそー、あんな約束受けるんじゃなかったかな……）

　アードは心中でうめきながら、ふと昨夜にラナンと交わした会話を思い出していた。




「そこで、アード＝グラッサムくん。一つ提案があるのだけど」

「提案……？」

　その言葉に、アードは眉まゆを寄せた。

　発案者であるラナンはうなずくと、立てた指を指揮棒のように振ってみせる。

「そ。このままじゃあなたに〈神獣〉たちを貸与することはできない。だから、あなたが『魔導研究室』から信頼を得るための提案……試練を一つ、受けてみない？」

「……試練？　どういう試練だ」

「ずばり、宝を発掘してもらうのよ」

　そう言ってラナンは、懐ふところから算盤そろばんを出して弾はじいて見せた。

「この〈神獣〉たちのマジックアイテムとしての値段──すなわち、この子たち自身の価値を算出すると、一五○○万Ｇグレードくらいになるわ。だから……」

「ちょっと待て！　さっき俺からこいつらを五○○万Ｇで買おうとしたじゃないか！　三分の一の値段で引き取ろうとしたのか？」

「当然じゃない、安く買って高く利益を出すのは商売の基本よ」

「いや、そりゃそうだろうけど……それでも三分の一って……」

　大人って汚い。アードはちょっと思ってしまった。

　ラナンは構わず、説明を続ける。

「それで、あなたにはこの価値から買かい値ねをさっ引いた、一○○○万Ｇグレード相当の古代魔法文明の遺品を集めて、これを補ほ塡てんして欲しいの。ここで注意してほしいのは、魔法技術的な価値が優先されるということ。すなわち、ダンジョンの宝以外での支払いは一切認めないわ」

「……何だ、その程度か」

　正直、アードは拍子抜けする思いだった。

　確かに一○○○万Ｇといえば破格の値段だ。リウナ級の勇者が一年かけてやっと手に入れるような、そんな金額である。

　しかし、アードのような低レベル冒険者でもコツコツと稼ぐことはできる。場合によっては、リウナに助力を頼むことも可能だ。一年でも二年でも、時間をかければ──。

　リウナも同じことを考えたのか、ちらりとアードの方を見る。

　だが、ここで見透かしたようにラナンが口を開いた。

「言っておくと、制限期間は設けるわよ。ずばり、三ヶ月」

「「ええ!?」」

「それから他人の手を借りてもいいけど、その場合はちゃんと借りた相手に対して相応の報酬は支払うこと。また、あなた自身が見つけた宝で必ず支払うこと。冒険者の何人かにこちらの息をかけておいて、その辺は常時監視しておくから」

「マジかよ……」

　レベル以上の勇者ですら、一年かかる額を三ヶ月──ずばり四分の一の期間で稼げとは、正気の沙さ汰たじゃない。アードは途方にくれた。

　しかも、他冒険者に必ず相応の報酬を払うことが条件としてついてくるなら、リウナに頼ることはできない。破格の金を支払わなければならないからだ。

　動揺する彼に、しかしラナンはあくまで平然と言葉を続ける。

「これは試練だと言ったでしょう。あなたにはこちらの期待に応こたえてもらいたいの。〔悪運ハードラツク〕のブレスを持ってもなお、それだけの活躍ができると示してほしい……補塡よりもむしろ、私が見たいのはここね」

「そんな、でも厳しすぎます！　いくらなんでも、三ヶ月で一○○○万Ｇなんて！」

　リウナが必死に食い下がったが、それをアードがやんわりと制止した。

「やめておけ、リウナ」

「でも、アード……」

「言い分は向こうの方が筋が通っている……こっちは、レベル12の冒険者を信用して一○○○万Ｇ相当のマジックアイテムを貸してくれと、相当に無む茶ちやな要求をしているんだ。だったら突きつけられる条件もそれ相応になるさ」

　そして、少しの間だけ目を閉じて決意を固めると、ラナンに向かって言った。

「わかった、その条件でいこう。三ヶ月以内に一○○○万Ｇ相当の宝、稼いでみせる」

「ＯＫ。あ、それと、宝はすべて借金の返済に回されるから、生活するには遺跡で見つける宝とは別に、生活費を工面する必要があることも覚えておいてね」

「うっ……」

　助言を受けて、アードは言葉を詰まらせた。正直そこまで考えてなかったのだ。

　ラナンはどこか面白そうに笑みを浮かべると、右手を振ってみせる。

「それじゃ、頑張ってね」

　そして呪じゆ文もんを何やら唱えたかと思うと忽こつ然ぜんと姿を消した。

　アードはしばらく何もない空間を見つめていたが、やがて気が抜けたようにつぶやいた。

「さて、どうしたものかな、これから……」

「そうだね、三ヶ月で一○○○万Ｇグレードなんてとんでもないよね」

「いや、それもあるけど。まずは暮らす家を捜さないと。この部屋は一人用だからなぁ」

　そう言ってアードは、きょとんとしているフェニたちを見つめる。

　大人数用の宿泊部屋を取ってもいいが、それはかなりの高額になるのだ。

「あ、だったら」

　ふと、リウナが両手を打ち合わせた。

「わたしの家に泊まるといいよ」

「お前の家？　前に不動産屋に買わされたって言う、あれか？」

　リウナは勇者だけあってそれなりに財産を持っている。

　それに目をつけた不動産屋に口八丁で買わされたのが、郊外にある屋敷だ。貴族がもともと住んでいたところらしく、部屋数が余るほど存在する。

「フェニちゃんたちも安心できると思うよ。だから、おいでよ」

「……そうだな。とりあえず他に選択肢もなさそうだし、当面は厄介になるか」

　そして五人はリウナの家に向かい、アードはその一室で朝を迎えたのである。




「三ヶ月で一○○○万Ｇか……改めて口にすると途方に暮れるな」

　アードはため息を吐つくと、本の束をきつく紐ひもで縛った。

　中味を確認したが、二束三文にもならない古代の記録書ばかりだ。少なくともリウナには必要なさそうなので、適当に売りさばくか捨てるつもりである。

　こうやってアードがリウナの家の大掃除を持ち出したのは実は下心があって、彼はしばらくリウナの家に泊まることを決めていたのだが、先立つものがなく、家賃を当面は待ってもらうつもりでいた。

　そのために、積極的にこの家の仕事は手伝おうと考えたのである。

　リウナに申し出ると、「家賃なんていいよ」とのことだったが、アード自身は筋が通らないことは嫌いなので、そこは是が非でも払うつもりでいた。

　そういうわけで、アードは手際よく、いらないものはまとめ、埃ほこりが積もっている場所は箒ほうきや雑ぞう巾きんで的確に処置していく。

　無論、リウナも苦戦しながら掃除に参加していた。ただ、時々がらくたの前で「うーん」とうなっているのを見ると、何を捨てていいのか決められない性格らしく、物品の整理に期待してはいけないようだが。

「この猫さんの銅像はやっぱりいるよね！」

「いらないって」

　そう言って庭に作った『いらないもの置き場』に持っていくと、「ああん」と泣きそうな声を出す。これではいつ片付けが終わるのかわかったものではない。

　そして〈神獣〉の娘たちは。

「ナー、いくよ、パス！」

「フェニお姉ちゃん、お雑巾投げないで……ユニお姉ちゃん助けてぇ」

「ほう、この素材はなかなか……」

「真面目まじめにやれよ、お前ら」

　雑巾をボールに見立てて放ほうり投げるフェニ、それを見てあわあわと慌てるナー、がらくたの山を眺めじっと動かないユニを一望し、アードはため息を吐ついた。

　屋敷の大掃除をすると言った時に、「アードの手伝いをする！」とフェニが真っ先に言って、他の二人も追従したのには感心したのだが、ごらんの有様である。

　何となくわかったのだが、彼女たちはアードの手助けをしようとする意志は真まっ直すぐに存在するらしい。〈神獣〉が人間のサポートのために作り出された生物だからだろう。

　ただ、その意志はあっても能力や性格が足を引っ張るようで、特にフェニなどは同じ作業を繰り返すと飽きる性た質ちなのか、一番年長にもかかわらず、気がついたら本筋を脱線していることが多い。

（そもそも〈神獣〉に年齢とかあるのかな……）

　アードが箒を動かしながら、そんなことを考えた時である。

　どんがらがっしゃん！

「あーあ」

　派手な音が響き渡り、アードは片手で額を覆いながらため息を吐いた。

　果たして数秒後、〈神獣〉たちが埃まみれになってやってくる。

「……アード、あのね。その……棚にある本とかひっくり返ってね……」

「申し訳ありません、父上」

「……くちゅん」

　おずおずと告げる娘たちに、アードは二度目のため息を胸中で吐いてから、風呂場の方を指さした。

「後はやっておくから、体洗ってこい」

「「「はーい」」」

　バタバタと去って行く少女たちの後ろ姿を見つつ、内心ぼやいた。

（古代文明の人間は、サポート用の魔法生物に何であんな子供を作ったんだろう）

　大人である方が、色々と広範囲で役に立つと思うのだが。

　そんなことを考えていると、リウナが近づいてくる。

「お父さん、苦労してるね」

「……お前まで俺おれをからかうのか？　あいつらには振り回されっぱなしなんだぞ」

「いいじゃない、それだけ慕われてるってことなんだから……ちょっとうらやましいよ。あの子たち、何だかわたしには素っ気ないんだよね」

　言われてみれば、〈神獣〉たちがあまりリウナと会話していないことにアードは気付いた。例外はナーくらいだが、やはりどこか他人行儀なところが残る。

　やはりリウナの言う通り、心底慕ってるのはアードだけなのだろう。『刷り込みインプリンテイング』の効果があるとはいえ、それは彼にとって初めての経験であった。

「別に、あんな子供に慕われたところでな……」

「あー、アード嬉うれしそう」

「バカ言えよ、嬉しくなんか」

　にこにこ笑うリウナにそう言って、照れくさそうにそっぽを向いた、その時である。

「ふー、さっぱりしたぁ！」

　声のした方を向いて、アードは「ぶふっ」と盛大に噴きだした。

　そこには風呂上がりのフェニが立っていたのである。生まれたままの姿の。

「お風呂、とても良かったよ。アードも一緒に入れば良かったのに……あれ、どうしたの？」

「ば、ば、バカっ！　さっさと何か着てこい！　素っ裸でうろうろするなっ！」

　フェニは言動は幼いが、外見年齢はさほどアードと変わらない──一四歳程度だ。体はそれなりに発育しており、慎つつましげながらも出るところはちゃんと出ている。

　それが全部剝むき出だしで歩いていれば、アードだってうろたえるしかない。

　ふと、それを見たリウナが、低い声でぽつりとつぶやいた。

「あーあ、アード嬉しそう」

「声に万感の思いを込めるなっ！　バカなこと言ってないで、こいつの着替えになりそうなものでも持ってきてくれ！　早く！」

「はいはい、わたしのお古でいいかな。フェニちゃん、こっちにおいで」

「はーい」

　そしてフェニは翼をパタパタさせながら、リウナに連れられてその場を後にした。

　残されたアードは色々な意味で頭に血が上り、それを鎮めるべく深呼吸をしていた。

　が、突然風呂場から聞こえてくる声に、ぐったりと頭を下げることになる。

「父上ーっ！　髪が洗えません、手伝ってください！」

「お父さん……あの、一緒に入りましょう……！」

「……へいへい」

　まぁ、こいつらならフェニよりはマシか。完全なお子様だし。

　そんなことを考えながら、アードは風呂場へと向かうのだった。




　掃除（と入浴）があらかた終わったところで、アードは〈神獣〉たちを呼び寄せた。

　これから自分がしようとしてることを、説明しようと思ったのだ。

　居間に呼ばれた神獣たちは、それぞれリウナの古着を引きずるようにして──〈神獣〉たちの服も買わないといけないな、とアードは思った──怪け訝げんそうに集まってくる。

「どうしたのですか、父上。話とはいったい？」

「眉み間けんにしわが寄ってるよ？　具合でも悪いの？」

「いや、そういうわけじゃない、何から説明しようか考えてるんだ。昨日のラナンとの会話じゃ、お前らにはよくわからなかったと思うからな……」

　一息おいてから、アードは意を決したように彼女たちに告げた。

「簡単に言うと、俺おれは一ヶ月くらいダンジョンに篭こもろうと思ってる」

「「「え？」」」

「お前らと暮らすためには、宝を多く集める必要があるんだ……吞のん気きに探索しているわけにはいかないだろうからな」

　これはアードがラナンに試練を受けた時から、漠然とだが考えていたことだった。

　普通の冒険者のペースでは、一○○○万Ｇグレードもの宝は得られないはずである。ならば、多少無理を押してでも、ダンジョンに長く篭もって探すしかない。

　彼は、決意に表情を厳しくしたままフェニたちを見回した。

「しばらくお前たちの面倒は見られなくなる。だから、留守中は家で大人しく……」

　次の瞬間だった。

〈神獣〉たちが蒼あおい顔をして、ひしっ、とアードにしがみついたのは。

「アード、ダメ！　そんなに長い間いなくなっちゃうの、やだよ！」

「……お父さんがいないの、寂さみしいです」

「父上、ダンジョンは危険な場所だと聞き及んでいます。考え直してくれませんか」

「いや、そんなこと言われてもな……」

　アードが困ったようにリウナを見ると、リウナは意外にも首を横に振った。

「わたしも反対かな」

「何でだよ」

「ダンジョンは危険な場所だよ。だからこそ、冒険者も無理はせず、こまめに戻って休むべきだ……以前、そうわたしに教えてくれたのは、アードじゃない」

　そしてあくまで優しい表情を崩さず、リウナはアードの顔を覗のぞき込こむ。

「アード、焦ってるね」

「いや、それは……」

「気持ちはわかるけど、それでアードが危険な目に遭ったら、何よりもこの子たちが困るんだよ。アードを必要としているのは、誰よりも、この子たちなんだから……」

　その声には、何かを押し隠すような色が含まれているのだが、アードは気付かない。

　ただ、リウナの言うことが正論だということは、彼にもわかっていた。

「せめてわたしが一緒なら何とかできたかもしれない。でも、ラナンさんの話だとわたしも滅めつ多たには手伝えないし、そうなるとアードが自分を守る方法を考えないと」

「ちぇっ、上から目線で言ってくれるな」

　レベルの幼おさな馴な染じみに、アードは少しだけふてくされた。

　が、次の瞬間には肩をすくめて、微苦笑を浮かべてみせる。

「まぁ、確かに生活費も稼がないといけないし……ダンジョンじゃぁ安定した収入ってわけにもいかないから、どこかでバイトは確保しないといけないしな。一ヶ月も篭こもるのは無理か……ダンジョンに潜るのは、長くても一日にしておこう」

　その言葉に、〈神獣〉たちの表情が輝いた。

「じゃぁ、アード、あたしたちと一緒にいてくれるの!?」

「いや、ずっとというわけじゃないぞ……バイトはあるし、ダンジョンには潜るし……」

「で、でも……それ以外は、一緒にいてくれるんですよね？」

　すがるような期待が、三対の視線となってアードに絡まった。

　その時、アードはふと思い出した。

　輝きに潜む、孤独、寂せき寥りよう──自分が子供だった頃、これと同じ目をした者がいた。

（ああ、そうか……）

　アードは我知らず、微笑を浮かべて〈神獣〉たちの頭を撫なでた。

　優しい声で、告げる。

「大丈夫だ、お前らに寂さみしい思いはさせないよ。なるべく側そばにいる。その上でダンジョンの宝だってちゃんと目標額取ってみせる……だからお前らは、何も心配するな」

「「「……うん！」」」

「なぁに、いざとなったらラナンに土下座でも何でもして、期日を延ばしてもらうさ」

「ちょっと格かつ好こ悪いよ、アード」

　苦笑するリウナに、「うるせ」と返しながらも、アードは清すが々すがしい自信が体内に溢あふれるのを感じた。

〈神獣〉たちとの生活を大切にしつつも、絶対に目標を達成してみせる、そう信じられるようになったのである。

「それじゃ、アード。一緒に遊ぼう！」

「お、おい、引っ張るな。俺おれにはまだやることがあってだな……」

「フェニお姉ちゃん、ずるい……あたしも一緒に遊びたいです」

　フェニとナーに連れられ、アードは部屋の一室へと連れて行かれる。どうやら、片付けの途中で遊び道具を見つけたらしい。

　そんな三人を見送っていたリウナだが、ふと残る一人に視線を移した。

「ユニちゃんは遊びに行かないの？」

「いえ……それよりリウナどの、少し頼みがあるのですが」

「え？」

「片付けの時に出てきたがらくたを少々、分けて欲しいのです」

「う、うん……どうせ捨てるものだから、いいけど」

　妙な申し出をするユニに、リウナは目をぱちくりとさせるのだった。





　　　　○






　夜空に白い月が浮かび、星が鏤ちりばめられる午後七時──を少し過ぎた頃。

「やっと中に入れたか、遅くなってしまったな……」

　アードはつぶやきながら、ダンジョンの通路を慎重に歩いていた。

　結局あの後、夕方近くまで〈神獣〉たちと遊ばされ、リウナが作った夕食を食べることになった。

　その後すぐに、ユニとナーがぐずり始めたのである。

「父上、限界のようです……」

「ねむねむです……お父さん」

　どうも〈神獣〉は決まった時間にきっちりと睡眠を取らないといけない習性らしく、それが午後七時とのことだった。

　つまり、アードが自由になるのは晴れてこの後ということで、ダンジョンに向かうのは必然的に夜七時以降となってしまう。

　夜遅くにダンジョンに探索に行くことは、別に珍しいことではないが、アード自身の睡眠時間を考えると、そんなに遅くまで潜れないのも確かだった。

「まぁいいか、今日はいけるところまでいくとしよう……それよりも」

　彼はふとうめくと、腕にはめた金属製の籠手ガントレツトを見た。

　毒々しい紫色で構成されていて、何の冗談か拳こぶしの方には三角形の目がデザインでついている。とても匠たくみのものとは思えない、強しいて言うなら子供の玩具おもちやだ。

　その通り、これの制作者は子供だった。

「ユニの奴やつは、何を考えてこんなの持たせたんだか」

　フェニとナーと遊んでいる間、リウナからもらったがらくたを部屋でいじくり回し、トンテンカンテンと鎚つちの音を響かせていた彼女が、夕食前にこれをアードに渡した。

　ダンジョンは危険だから、とのことである。

　とても恥ずかしいデザインの上、適当な材料で作られたものだが、ユニが自分のことを思って作ってくれた以上、何となく外すのは気が引けるアードだった。

「それと、ナーも」

　ふとポケットから紙片を取り出して眺める。

『ピンチの時は、背中の傷に注意！　ラッキーアイテムは剣！』

　ナーが寝る少し前に、渡してくれたメモである。

「ピンと来たんです、ダンジョンに関して役に立つはずです」

　本人は珍しく熱弁していたが、何か占いでもしたのだろうか。

　ともあれ、ユニもナーも至極真面目まじめにアードに告げてきたので、思わず両方とも持ってきてしまった彼なのだった。

　二人の娘が応援してくれているみたいで照れくさい反面、何だかままごと気分もまじってきて、少し緊張感が削そがれそうで困るアードである。

　──だからだろうか。思わず、彼女を連れてきたのは。

「なぁ、やっぱり帰る気はないか？　ダンジョンは危険だぞ」

「大丈夫、大丈夫。平気だって」

　そう言って隣で笑ったのは、動きやすそうなワンピース──リウナが見繕って買ってくれた──に身を包んだフェニだった。

　翼は本人の任意で物質を透過できるのか、背中から相変わらず突き出ていた。

　その翼で踊るように飛び上がり、通路を進んでいく。振り返ってアードを見た。

「あたしは結構強いんだよ。問題ないって！」

「そうは言ってもだな……」

「大体、ピンチだったアードを助けたの、あたしたちじゃん」

「うっ」

　そう言われれば、アードは何も言い返せない。

　何でもフェニだけ、他の〈神獣〉と違って就寝時間が遅いらしい。

　彼女曰いわく「戦闘が得意分野のため、他の〈神獣〉より活動限界時間が長い」とのことで、どうやら人間をサポートする〈神獣〉は、それぞれ性能にあわせた役割が存在するらしい。

「あたしを連れてった方がいいよ、戦闘に強いよ、お得だよ！　連れて行ってくれなくても、勝手についていくからね！」

　本人の必死の売り込み＋脅迫もあり、アードはとうとう折れてこれを承諾した。

　だが、いざダンジョンを進んでいくうちに、何となく不安になってきたのである。

（本当に連れてきて良かったのかな……いざという時、自分の身はともかくフェニまで守れる自信はないぞ）

　たとえ古代魔法文明が作った魔法生物だろうと、アードにとってはフェニはあくまで小さな女の子──庇ひ護ごする対象なのだった。

　だから、彼女を連れてきたことに少々の後悔を覚える。

　いざとなったら、自分の命に代えてでも──しかし、その決意は無駄に終わった。

　フェニの言う通りだったからだ。




「燃えちゃえっ！」

「「「グオオオオオッ!?」」」




　彼女の叫び声とともに、その口から紅ぐ蓮れんの炎ほのおが渦巻いて迸ほとばしる。

　それは目の前に立ちふさがった、鋭い牙きばとはげ上がった頭を持つ筋肉質の妖よう魔ま──オーク三体を一瞬にして灰かい燼じんと化した。












　ちなみに、アードがまともに戦えば、良くて善戦、普通だと敗北する相手である。

　文字通り塵ちりとなった魔物を見下ろし、アードは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

「すげぇ……」

「ふふーん、見た見た？　あたし強いでしょ！」

「ああ、大したものだ。俺おれなんかよりよっぽど強いじゃないか」

　褒めて褒めてと胸を張るフェニの頭を、丁寧に撫なでてやる。

〈神獣〉の娘はうっとりと目をつぶり、「えへへー」と照れ笑いを浮かべてから、褒められたのがよほど嬉うれしかったのだろう、ぽふっ、とアードに抱きついた。

「アード大好き！」

「あ、ああ、ありがとう」

　そんな愛らしい少女の姿を見ながら、アードは胸の中に温かいものを感じていた。

　ダンジョンを進んでわずか五秒で、もっと下層に生息しているべきオークどもに出会った時には、また〔悪運ハードラツク〕が発動したと己を呪のろっていたのだが、それをすべてフェニの炎が消し飛ばしてくれたようだ。

（それにしても炎を吐けるなんてな……さすがフェニックスに変身するだけある）

　これは、本当に自分にとって分不相応な宝を見つけたのかもしれない。アードはそんなことを思いながら、もう一度フェニの頭を撫でてやった。

　フェニはなおも恥ずかしそうに身をよじったが、すぐに鼻高々と歩き出す。

「さぁ、この調子でどんどん進んでいくよ！」

「あ、待てよ！　あまり調子に乗ると危ないぞ！」

　だが、この後も彼女の快進撃は続き、

「燃えろーっ！」

「爆はぜちゃえっ！」

「消し飛べぇっ！」

「「「「「グオオオオオッ!?」」」」」

　出会った魔物すべてが、その炎によって焼き滅ぼされていったのである。

　すべてアード一人では倒せないレベルの猛も者さばかりだ。

　最初はフェニの活躍を喜んでいたアードも、次第に何となく落ち込んできた。

「……俺、さっきから何の役にも立ってないなあ」

「アード、どうして膝ひざを抱えて座り込んでるのさ？」

　そんな微笑ほほえましい光景も垣かい間ま見みせながらも、二時間後。

　二人は明らかに今までとは雰囲気の違う空間にたどりついていた。




　そこは、アードがフェニたちを見つけた部屋に近いもので、カプセルの代わりに壁に本棚が並び、見るからに価値のありそうな書物が複数置いてある。

　しかし書物より、この場所そのものにアードは感慨を抱いていた。

「すげー、地下七階まで来ちまったよ……この二年間、罠わなによるテレポート以外じゃ、自力で地下三階以下のフロアにたどり着いたことはなかったのに……」

　人間が挑めるダンジョンの深さは、大体地下五○階が限界と聞く。それ以降も階層はあるのだが、危険が大きすぎて勇者級の冒険者でも滅めつ多たに出入りできないのだ。

　なお、記録によれば過去に冒険者が挑んだ中で、もっとも下層なのは地下五三階である。しかも戻ってきたその冒険者は瀕ひん死しの状態で、やがて帰らぬ人となったという。

　それらの下層と比べれば、地下七階など地下三階と大して変わらないが、それでも彼にとっては大きな進歩だ。

　ともあれ、めぼしいものを手に入れようと中に入った──その時である。

「グアアアアッ！」

「うおっ!?」

　横手から殴りかかってきた金属の棒を、アードは確かに感じ取って、とっさにフェニを抱え横に飛びずさった。

　そこには全長五メートルの筋肉隆々の巨大な鬼が、殺気をまき散らしながら立っている。

　外見はグレーターオーガに近いが、それよりも遥はるかに体たい軀くが大きく、瞳ひとみには背筋が凍るような凶光が宿っていた。

「……まさか、『ギガント』かっ！」

　アードの背中に冷や汗が流れた。

　ギガントは滅多に姿を見せることがない、グレーターオーガを含む巨人鬼族の中でも最も危険な存在で、その強さたるやレベル50の中級冒険者でも苦戦する。

（くそっ、なんでこんな奴やつに会うんだ！）

　己の不幸を心底実感しつつも、アードはしかし絶望してはいなかった。

　何しろこちらには、古代魔法文明の中でも、最高峰の遺産が存在するのである。

「フェニ、幸い相手は一匹だ！　お前の炎なら……フェニ？」

　だが。




「くかー」




　返ってくる寝息に、アードはその場で転びそうになった。

　こらえながら、安らかな寝顔で横たわるフェニを見て叫ぶ。

「おい、こら！　起きろ、フェニ！　フェニ……ちょっと待て、他の〈神獣〉より長く起きられるのって、二時間だけなのか!?」

　その絶叫が合図に、ギガントが咆ほう哮こうを上げると襲いかかってきた。

「グオオオオオオオンッ！」

「ちいっ！」

　アードは舌打ちをすると、何とかその動きを見きって、回避した。

　実のところ、アードは回避関係の能力だけは、レベル12のそれを遥はるかにしのぐ。

　自分の〔悪運ハードラツク〕により痛い目に遭った彼が、とにかく命は助かるようにと、敵の動きを見切る技術や、反射速度を上昇させる技術を磨き上げたからだ。フェニたちを見つけた時、低レベルながらもグレーターオーガの攻撃をしのげたのも、このおかげである。

　さらに肉体的な向上だけでなく、ダンジョン内の構造物や魔物の生態についても必死に勉強した。すべては生き延びるために。

　いつかは冒険者として成功したい──そんなことを夢見て得たこれらの術すべだが、しかし魔物との戦いにおいては致命的な欠点が一つだけあった。

　回避能力にすべてを注ぎ込んだせいで、アードは攻撃力が皆無なのである。

　だから強敵に出会った場合、彼は逃げ帰ることはできても倒すことができないのだった。

「くっ！」

　ギガントが振り上げた金棒を二発、三発と回避しつつ、アードは焦っていた。

　正直、フェニがいれば何とかなると高をくくっていたのだが、まさかこんな大事な局面で眠るとは思わなかった。

　起こしても起きそうない上に、そんな暇すらない。

　彼が引きつけなければ、ギガントがフェニに襲いかかると予測できるからである。それは彼にとって、絶対にあってはならないことであった。

「そんなこと、させるものか……俺おれが、俺が何とかしないと……！」

　フェニを守りたい一心で、アードは必死に打開策を探し始めた。

　焦燥はしかし解決を与えず、精神だけをむしばんでいく。

　そして、とうとうアードにそのツケを払う時が来た。

　簡単に言うと、隙すきが生じたのだ。

　ギガントはその隙を逃さず、回避不可能の一撃が飛んでくる！

「グオオオオッ！」

「……！　しまっ──」

　アードはとっさに頭部を両腕でかばい、そして──

　ガキンッ！

　重い金属音が響いたかと思うと、ギガントの一撃は、その腕にはまった一対の籠手ガントレツトで受け止められていた。

「へ？」

　目をぱちくりとさせるアード。ギガントも戸惑っているようだった。

　籠手ガントレツトはまったく損傷を見せず、金棒を弾はじき返した。どういう理屈か知らないが、衝撃が腕にダメージとして伝わることもない。

　悪趣味な、子供の玩具おもちやのような籠手が──ギガントの攻撃を完全に無効化したのだ。

「まさか……」

　驚きに首を振るアードだったが、今の体感と冒険者としての勘が、籠手の効力が本物だと確信させる。

　再びギガントが体勢を立て直して襲いかかってきた時には、その奇跡を試すつもりにはなっていた。

「グオオオオオッ！」

　一回、二回、と巨大な金属の棒が、風のうなりを上げて襲いかかってくる。その動きにまったくのよどみはなく、流れるような連続攻撃だ。

　だが、籠手によってその攻撃はすべて受け流され、そのたびにアードは目を丸くし、凶鬼も状況が信じられないのであろう、「グオオオッ！」とますます苛いら立だった声を上げた。

　元々、ギガントの動きは見切っていたアードである。彼がその攻撃を防ぐ籠手を手に入れたのなら、攻撃が一切通用しなくなるのは自明の理だった。

（いいぞ、これなら何とか凌しのげる……後は）

　何とか、ギガントに致命傷を与えなければ。

　防御はできても、相手に攻撃が効かなければこの窮地を脱することはできない。

　そのためには何か弱点を突かなければならないが──アードは注意深く観察しようとしたが、その前に巨鬼が金棒を大きく振り上げ、渾こん身しんの一撃を叩たたきつけてきた。

　さすがにそれを籠手で受け止める気にはなれず、アードは横っ飛びで回避する。案の定、石畳の床が陥没するのが、視界に映った。ぞっとする。

「ちっ！」

　回転して受け身を取り、彼は立ち上がりざまギガントの背をにらむ。

　その時、気づいた。

　筋肉で膨れた背中に、刀傷が一つ。以前に交戦した、冒険者がつけたものであろう。

　唐突に、脳裏に小さな子供の文字が閃ひらめく。

『ピンチの時は、背中の傷に注意！　ラッキーアイテムは剣！』

　──ひょっとして!?

　そう思う前に、体はすでに動いていた。

　双剣のうち一つを腰から抜くなり、その傷へ深々と突き刺す！

「グオオオオオオオオッ!?」

　傷は元々深いところまで達していたのか、ギガントは悶もん絶ぜつの声を上げると、口から血の泡を吹いて倒れ、しばらくのたうち回っていたが、すぐに動かなくなった。

「……やった？」

　アードの声には喜びよりも、未いまだに信じられないといった色の方が濃かった。




　月は白かった。ダンジョンに入る前と同じく。

　アードは肩から胸前に大きな袋をぶら下げ、背中にはフェニをおぶい、ダンジョンの外への脱出に成功していた。

「二時間、か……」

　まだ、信じられないという気持ちの方が強い。

　たったの二時間で、自分の二年間の記録を大きく塗り替えてしまったのだ。

　地下七階まで到達し、袋の中にある貴重な魔導書を手に入れた。

　それもこれも、並み居る敵を焼き払ってくれた、背中の少女のおかげである。

　──いや、フェニだけではない。ユニやナーの力もあるのだ。

　アードは腕にはまった籠手ガントレツトと、まだ脳裏に焼き付いている幼い文字を思い出す。

「〈神獣〉か……」

　今更ながら湧わいてきた達成感と共に、その言葉を嚙かみしめた。

　彼女たちと力を合わせれば、ラナンの試練をクリアできる気がしてきたのだ。

　そのためにはフェニを毎回ダンジョンに連れて行く必要がある。彼女だけ贔ひい屓きすると他の二人も連れて行けとうるさそうだから、選択肢は一つしかなかった。

「一日二時間、だな」

　七時から九時までの短期ダンジョン探索。とりあえず、それが当面のアードの活動指針になりそうだった。

　どうせ日中はバイトしたり、〈神獣〉の面倒を見なければならない。自分の睡眠時間を考慮に入れても、それが最良策といえるだろう。

「……後は、フェニが急に眠っても対処できるように、ダンジョンを安全に脱出する方法を考えないとなぁ」

　魔法か、それ以外の方法か。

　アードはつぶやき苦笑しながら、背中で眠りこけているフェニを軽くゆすった。

　その体は魔導書を入れた袋と共に、かなりの重みをアードに押しつけているはずだが、それがなぜか彼にはとても心地よかった。













第二章　神獣スキルとピクニック




　フェニを伴ってダンジョンに潜った、その翌朝。

　アードは朝食の場で、パンをかじりながら〈神獣〉たちにこれからの活動指針について語ることにした。

　その前に。昨日のダンジョンで自分の窮地を救い、驚かせた防具と助言について、当事者たちに確認を取る。

「ユニ、あの籠手ガントレツトはどうやって作ったんだ？　恐ろしいほど頑丈だったぞ。それにナーの占いも、精度が高かった。あれじゃ占いというより、予知能力だ」

　その問いに、低血圧でけだるそうなユニと、おずおずとした顔のナーが答えた。

「あー、はい。私は、武具や機械の知識を大量にインプットしていますんで、製法の知識を使えば、様々なアイテムを作ることもできるのです」

「えっと、私は時々、未来のことが何となくわかるんです……多分予知であってると思います……それ以外にも、周囲の様々な危険を察知する能力を持っています……」

　察するに、それが彼女たちの役割らしい。アードは改めて、〈神獣〉が人間のサポート用に作られた存在であることを思い知った。

「じゃあ、やっぱりお前たちの力を借りることになりそうだな」

「……と言いますと？」

　アードは昨日のダンジョンでユニの作った籠手と、ナーの予知、それにフェニの炎に救われたことを告げてから、言葉を続けた。

「やっぱり俺おれ一人じゃ、ダンジョンで一○○○万Ｇグレードも稼ぐのは難しい。でも、お前たちがいればそれができる気がするんだ。頼む、力を貸してくれ」

　その言葉に〈神獣〉たちは、起き抜けの眠気も吹き飛んだか、ぱぁっ、と顔を輝かせた。

「任せてよ、アード！」

「色々なものをお作りしましょう、父上」

「わ、私も、私も頑張って予知します！」

　静かな朝食の空気は一変、子供たちの喜びを表す熱気へと変わり、彼女たちの嬉うれしそうな言葉に、アードも満足げにうなずき、ついでに笑ってみせた。

「良かった……お前らなら身内扱いだし、報酬も払わなくて済むからな」

「ふふ、ちょっとせこくない？」

　隣でリウナが微笑を浮かべる。もちろん冗談のつもりだ。

　と、突然フェニが席を立ってアードの腕に抱きつき、リウナを見た。

「アードはせこくないよ、格かつ好こいいんだから！　あたしアードのこと大好き！」

「あ、え、うん。そ、そうだね」

　リウナが目を瞬しばたたくと、「わかればよろしい」とばかりにうなずき、席に戻る。

　その態度に彼女は呆ぼう然ぜんとしていたが、やがて気遣わしげに眉まゆをよせてアードを見た。

「ねぇ、フェニちゃんはダンジョンに連れて行くことになるんでしょ。いざという時危険はないかな？」

「ああ、そのためにもダンジョンを安全に抜け出る方法を手に入れようと思うんだ」

「脱出の方法って？　『魔法』とか？」

「いや、俺おれはそこまで〈魔力〉が高くないから、脱出用の魔法は使いこなせない。それ以外の方法にしようと思う」

　そう言ってアードは懐ふところから、長方形の金属板──カードを取り出し、言葉を続けた。

「……『スキル』を習得しようと思うんだ」




　この世界の冒険者は、基本的に三つの要素で構成されている。

　そのうち二つはブレスとレベルであり、ブレスは前述した通り持って生まれた潜在能力のことで、冒険者になった時に、ギルドによって初めて覚かく醒せいさせてもらえる。

　レベルはダンジョンなど特殊な環境に長く潜っていると上昇するもので、これが上昇すると〈体力〉〈魔力〉〈敏びん捷しよう〉〈器用〉〈感覚〉の五つの『ステータス』が伸びていく。

　危険性の高い環境に長くいるほど、レベルを上昇させるための要素は増加しやすい。ダンジョンの場合は下層に潜れば潜るほどその傾向は強くなる。

　ダンジョン歴二年のアードのレベルがなかなか上昇しなかったのは、〔悪運ハードラツク〕によって強力な敵や罠わな、事故などに遭い、命からがら逃げ帰ることが多く、ダンジョンに「長居できなかった」からだ。

　そんな不運な彼が今まで生き延びてこれたのは、敵から逃げるための知恵や技術を磨き続けたおかげだが、この技術に含まれるのが冒険者の要素、最後の一つ──『スキル』なのである。

　スキルは冒険の最中に得た『スキルポイント』を消費することで得られる特殊能力で、ブレスに似ているが、こちらは後天的に取得するものだ。

　アードの場合は、敵の攻撃を見切りやすくする《動体視力キネテイツクビジヨン》や、回避のために反射神経を鋭くする《反射上昇ライズリフレツクス》、スピードを上昇させるための《加速ヘイスト》など、敵から逃れるためのスキルを取得し、いつ強敵に襲われてもいいように対処している。

　なお、取得できるスキルの種類は個人によって異なり、魔法系のスキルを多く取れる冒険者、戦闘系のスキルを多く取れる冒険者など、それぞれ傾向が違う。

　アードにとって不幸中の幸いだったのは、彼が回避能力や運動系の能力を上昇させるスキルを多く取れる傾向にあり、それがなければとっくに冒険者を諦あきらめていただろう。




「そして俺おれが取得できるスキルの中に、仲間一人とダンジョンから瞬間移動する《脱出（小）エスケープ・リトル》というものがあったんだ。魔法に近い特殊スキルだが、精神力をえらく消費する。元々俺は一人でダンジョンに潜るつもりだったし、仲間一人というのが微妙だと思ったんでな。今まで取得していなかった」

「だけど、今回は取るつもりなんだね」

「そういうことだ……スキルポイントが足たりていれば、だけど」

　リウナの問いに応こたえ、アードは肩をすくめてみせた。

　ここは、冒険者ギルドの酒場である。数人の冒険者がたむろしており、朝早くにもかかわらずそこそこ盛況しているようだった。

　ちなみに冒険者の顔ぶれも色々とあって、戦士風の鎧よろいに身を固めたもの、身軽な服装を重視する盗賊、魔法使いの杖つえを持つエルフ、屈強な体に獣の頭を持つ獣人族──ｅｔｃ．戦闘スタイルも種族も多種多様である。

　だが、当然ながら、アードのように子連れの冒険者はいないようだった。

「わー、色々な人がいっぱいいる！　楽しい！」

「……ちょっと、怖いかも……」

「私は、部屋に篭こもってアイテムでも作っていたかったのですが……」

　様々な冒険者を見て目を輝かせるフェニ、アードの後ろに隠れるナー、ぶつぶつとこぼしつつもしっかりとアードの手を握るユニなど、〈神獣〉たちは今日もマイペースだ。

　そのうちフェニが「ふーん」と屈強そうな戦士の鎧をぺたぺた触り始めたので、アードは「すみません！」と頭を下げつつ、慌てて彼女を後ろに下げた。

「おい、大人しくしてろよ！　本当は家で留守番させても良かったのに、お前らが来たいっていうから来させたんだぞ！」

「はーい、わかった！　ユニもナーも大人しくしててよ！」

「……いや、俺は主にお前フエニに言ってるんだが……残る二人も、頼むぞ」

「ですから、元々私としては……家にいた方が良かったのですが……」

「……でも、ユニお姉ちゃん、お父さんが行くって聞いたら即決したよね」

　わいわいと話していると、カウンターからレアが大声で呼んでくる。

「アードくん、お待たせ。〈モノリス〉の手続き、いつでも行えるわよ」

「ああ、わかった」

　アードは応じると、リウナや〈神獣〉を引き連れ、レアに続いて酒場の横手にあるドアから中へと入り、突き当たりの階段を下った。

　途端、中は薄暗い通路に早変わりし、それを進んでいくと大きな空間に出る。

　空間は石造りの部屋で、ダンジョンの宝物を貯蔵している場所に似ていた。

　中央には巨大な石板がそびえ、部屋に入った人間を見下ろし迎えている。

「さ、どうぞ」

　レアの言葉にうなずくと、アードは銀色のカードを取り出して、石板にくっつけた。

　次の瞬間、石版が色とりどりに輝きだし、アードが水平に向けたカードから淡い緑色の光が飛び出たかと思うと、空中に様々な文字や数字を書き出していく。

　そこにあったのは、アードのレベルとステータス、ブレス、そしてスキルだった。

　それらをちらっと眺めてから、憮ぶ然ぜんとつぶやく。

「相変わらず低い数字だよな……まぁ、レベル12じゃ仕方ないか」

　示されているステータスは「体力47、魔力20、器用35、敏びん捷しよう39、感覚27」。レベル12として、平均的な数値である。これがリウナレベルになると、すべてのステータスが一〇倍近い数値になったりする。まさに桁けた違ちがいなわけだ。

　何となくため息を吐つくと、アードは宙に向かって手をのばした。

〈モノリス〉は数十年以上前に古代魔法文明から発見されたもので、『魔導研究室』及び各国の魔法文明研究機関が分析し、複製品を作り上げて冒険者ギルドに普及させた。

　レベルの上昇、ブレスの覚かく醒せい、スキルの取得などは、すべてこの石板が行ってくれる。〈モノリス〉が発見されるまで、それらの概念は関知すらされてなかったのだから、これがいかに冒険者にとって革新的であり、必要不可欠なものかは言うまでもないだろう。

　ちなみにカードは〈モノリス〉を起動させるためのキーで、個人のデータはここに記録される。これも古代魔法文明から発見され、魔法文明研究機関がコピーした。

　内容の閲覧だけなら〈モノリス〉なしでも可能で、持ち運んで身分証明や実力のアピールにも使用できる、大変便利な品である。

「えっと、スキルの取得、と……現在のスキルポイントがこれだけあるから……ああ、《脱出（小）エスケープ・リトル》は取得できそうだな」

　アードはつぶやきながら、カードから照射された光の文字の表面を、指でなぞった。文字は動きに合わせて上下し、新たなる文字を書き出していく。

　その光景はあまりにも神秘的で、フェニとナーは思わず息を吞のんでいた。

「はぇー、凄すごい。きらきらした文字が動いてるよ」

「綺き麗れいだよね、ユニお姉ちゃん……」

「……そうですか。この程度の技術なら私の知識の中に収まっていますが」

　ユニは一人かわいげのないことを言うと、じっと文字を食い入るように見ていたが、やがてアードの腕をつついた。

「父上、そちらの文字を上に押し上げてください」

「え、こうか……」

「そう。そうです、そこにあるスキルを見て欲しいんです」

　ユニの思わせぶりな言葉に、一同は眉まゆを寄せて光の文字を見つめた。

　途端に、レアが頓とん狂きような声を出す。

「あら!?」

「どうしたんだ、レア？」

「何、このスキル……私こんなの、見たことないわよ！」

　その言葉に「え!?」とリウナが驚いた声を出した。

　レアは冒険者ギルドの支部長で、冒険者に関する知識も豊富である。彼女が把握できていないスキルなんて、普通この世界には存在しない。

　では、そのレアも見たことのないスキルとは一体何なのか。

「な、何だよ、気持ち悪いな……何て書いてあるんだ？」

　アードは目をこらして、そこにあるスキルの文字を読み始めた。

「《不死鳥の炎フエニツクスフレア》、《特殊機械知識スペシヤルクラフト》、《危険予知リスクプロフエシー》……他にも沢山あるな。でも、これって」

　どこかで聞いたことがある。

　傍らにいる三人の娘を見つめると、フェニが、ぽん、と手を叩たたいた。

「ああ、思い出した！　あたしたちの力の一部を、アードも使えるんだよ！」

「え!?」

「フェニの言う通りです、父上。この時代の文明でそれをどう説明すべきか少々悩んでいましたが、〈モノリス〉があるので助かりました」

「……〈神獣〉は、契約した人間……お父さんに、自分の能力の一部を使用できるように、サポートすることも可能……です」

　平然と言ってのける三人の娘に、アードは目を丸くした。

　驚きで、適切な言葉が出てこない。

「本当、凄すごいんだなお前ら……反則的に」

「でも、スキルなんだから、スキルポイントを消費しないと取得できないわね」

　レアの言葉に、アードは〈神獣〉たちの与えてくれたスキル──『神獣スキル』とでも言おうか──の必要なスキルポイントをチェックする。

　普通のスキルよりも小さめのようだ。

「これくらいなら、取っておいてもいいか」

〈神獣〉の力のありがたみは身に染みている。アードはいくつか取得しておくことにした。

　空中の光の文字から、先ほどの《不死鳥の炎》、《特殊機械知識》《危険予知》を選択して触れ、そしてカードを再び〈モノリス〉に付着させる。

　次の瞬間、〈モノリス〉が低くうなったかと思うと、光が飛んでアードに注ぎ込まれた。

　脳内に情報が大量に入り込み、今得たスキルとその使用方法などが、何となく理解できるようになる。あくまで、何となく、だが。

「……いつもながら、これでスキルが本当に使えるようになったのか不安になるな」

「だからって町中で実験したらダメだよ、アード。周りの迷惑になるからね」

「わかってるっての」

　アードは肩をすくめると、小さくリウナの額を小突いた。

　実は冗談半分でそんなことも考えていたので、それに対する照れ隠しもあった。この幼おさな馴な染じみは時々自分を見透かしてくるから侮れない。

　その辺はリウナも心得ているのか、「ふふ」と小さく笑う。つられるようにアードも苦笑を浮かべた。悪い気分はしない。

　この時、彼は気づいていなかった。小さな目がこちらを凝視していることに。

　それはフェニの声で、どこか不機嫌そうにつぶやくのだった。

「むー、アードってば……」





　　　　○






　昼過ぎ。アードは、町中をぶらぶらと歩いていた。

　商店街は、様々な店が軒を並べ、その内容も、武器と防具、冒険者用の一般的な道具、マジックアイテム、護符、怪しそうな薬──ｅｔｃ．バラエティ豊かだ。

　その中央にある食堂で、彼は先ほど昼食を、〈神獣〉たちと取ってきたのである。

　古代魔法文明の遺産たる彼女たちは、ぱんぱんに膨らんだお腹なかを満足そうにさすりながら、アードにべったりとくっつくようにして歩いていた。

「やー、アップルパイって美お味いしいんだねぇ。気に入っちゃった！」

「サンドイッチというのは、なかなか機能的な食事ですね。あれなら片手でものを食べながら、残る片手で作業ができます」

「……わ、私は、トマトソースのパスタが美お味いしかったです」

　上機嫌に料理の感想を述べながら。

　しかし対照的にアードは複雑そうな顔をして、財布の中を覗のぞき込こんでいた。

「五人前の皿にデザートまで容赦なく注文しやがって……」

〈神獣〉たちは子供のくせに、いや、子供ゆえに、食欲旺おう盛せいだったのだ。

　健康なのはいいことだが、甘えた顔で「これも食べたい」「あれも食べたい」と言われては、こっちの懐ふところがもたないというものだ。ただでさえ生活費が心こころ許もとないのに。

「えへへー！　アード大好き！」

　フェニに誤ご魔ま化かすように腕に抱きつかれては、何も言い返せない。アードは嘆息した。

　ふと、思い出したように言う。

「そんなに色々と気に入った料理があるなら、一度リウナに作ってもらうか。あいつは料理の腕は抜群だからな。きっと店で食べるより数段うまいぞ」

　その言葉に。フェニはふと、片方の眉まゆをぴくりと上げた。

　表情を一変、不機嫌そうな顔になって、アードの方を見る。

「な、何だよ？　いきなりジト目になって」

「別にぃ……ただ、アードっていつもリウナのこと話す時、妙に楽しそうだよね」

「……そうか？　でも友人とのことなんだし、それは当然じゃないのか」

「そうかもしれないけどさあ、でも……むー」

　何か含むところがあるようにうめいた時、ふと隣のナーが声を上げた。

「あ、リウナさん」

「「え？」」

　ちょうど話題の人物だったので、フェニとアードは驚いてそちらを見る。

　そこには年老いた女性──確か薬屋の主人とアードは記憶している──と、リウナが何やら話し込んでいた。

「ついででええんじゃ、持ってきてくれんかのう」

「えっと、それは……」

「名高い勇者様にお願いするのはわがままかもしれんが、このような年寄りにまで気をかけてくれるのはリウナ様しかおらんのじゃ」

「あ、あの、わかりました。わかりましたので、様付けはちょっと……」

　基本、レベルの勇者にもなればちょっとした有名人だ。尊敬されて当然であるが、リウナはあわあわと両手を交互に振って謙けん遜そんした。

　だが、薬屋の老婆はそれにも気付かない様子で、神でも拝むように両手を合わせる。

「ありがたや……それでは、マンドラゴラを五○株ほど、よろしくお願いします」

「まん、どら……ごら？」

　細いあごに指を当て、可愛かわいらしく首をかしげる勇者に、老婆は目を丸くする。

「……勇者様、マンドラゴラを知らないのですか？」

「えっ!?　あ、ああ、なるほど、まんどらごら……まんどらごらですね！　もちろん知っておりますとも！　この勇者リウナにお任せあれ！」

　リウナは明らかに狼ろう狽ばいしながらそう言って、取り繕うように胸をドンと叩たたいた。

　そして老婆は去って行ったが、この時アードはあることを決めていた。

「フォローしてやらないとな……」

「何をです？」

　ユニの問いには答えず、リウナの方に近づく。

　声をかけようとしたが、その前にリウナがこちらに気づき、反応した。

「あ、アード……助けてぇえええっ！」

「……まぁ、そのつもりで来たんだ。一部始終は見ていたよ……案の定、マンドラゴラのことを知らなかったんだな」

　泣きじゃくってるリウナをあやしながら、アードはため息を吐つく。

「だけどな、マンドラゴラくらい知っておけよ。今日び子供でもわかる薬草の材料だぞ」

「自慢ではありませんが、私も知っています」

「……あ、あの、私も……」

「あたしも知ってるよ！　昨日の片付けの時、見かけた本に書いてあったし！」

「あうぅ……フェニちゃんまで……」

　あまりの衝撃に、リウナはその場に崩れ落ちた。

　アードはもう一度嘆息して、肩をすくめると、フェニたちの方を振り返った。

「さっき、お前ら言ってたよな。今日、どこかに遊びに行きたいって」

　うなずく〈神獣〉たち。彼女たちは昼食の席で、そのように主張したのだ。

　バイトを探すつもりのアードはそれを却下。一斉にブーイングを受けていたのだが。

「特別サービスだ、遊びに連れて行ってやるぞ」

「本当!?　やたっ！」

「でも……お父さん、その、バイト探さないといけないんじゃ……」

「遊びに行くついでにバイトもこなす……リウナ、マンドラゴラを採取するの手伝うから、バイト代を払えよ」

　後半はリウナに言ったもので、彼女は目をぱちくりとさせた。

「え、別にいいけど……ちなみに、おいくらくらい？」

「それはな……」

　ごにょごにょ、と耳打ちをした。

　リウナは耳に息がかかったのか、くすぐったそうにして頰ほおを赤く染め上げていたが、やがて言葉を聞き終えると、表情を輝かせて微笑ほほえんだ。

「うん、わかった。そういうことなら任せてよ！」

「じゃ、頼む……それじゃお前ら、遊びに行くぞ。帰って準備だ」

「「はーい」」

「しかし父上、どこに何をしに行くのですか？」

　家から出るのがあまり好きではないユニが、顔をしかめて尋ねる。

　アードはうなずくと、宣言するように答えた。

「『魔性の森』へ、ピクニックだ」




　マンドラゴラは、根の形が何となく人間の姿に見える魔法薬の原材料で、引き抜くと、この根が世にもおぞましい悲鳴を上げることで有名である。

　これをダイレクトに聞くと、体中の生気が吸い取られ、最悪の場合死に至ると言われている。採取の際には注意が必要だ。

　存在は希少で、どこにでも生えているわけではなく、エルツェンの近くではかろうじて『魔性の森』に生息しているのが確認されている程度だ。

　その森の中にある林道を歩きながら、ふとユニが隣を歩くアードに尋ねた。

「しかし父上、そんな希少な植物が、生息地とはいえ簡単に見つかるものなのですか？」

「そうだな、難しいだろう。確か魔性の森でも見つかる確率は三分ぶに満たないはずだ」

「さ、さんぶ？　どれくらいなの、ユニ？」

「三分とは、三パーセント……コインを投げたら五回連続で裏が出るくらいの確率です」

「え……それってかなり難しいんじゃ……」

　ユニの言葉に、フェニとナーは眉まゆをひそめつつ、何となく周囲を見回した。

　なお、『魔性の森』と大層な名前がついてはいるものの、雰囲気自体は普通の明るい森で、野生の魔物が出没するという危険性はあるものの、近くには大きくて綺き麗れいな湖もあり、注意さえ払えば十分行楽に利用可能だった。

　そういうわけで環境としては申し分ないのだが、ピクニック──というかリウナが下げてきた弁当──はマンドラゴラを採取し終わってからと、アードは宣告している。

　そっちの方がお楽しみな〈神獣〉たちとしては、マンドラゴラがなかなか見つからないような事態にだけは陥ってほしくないのだ。

　しかも頼まれた株数は五○株。これでは一日かけても見つかる保証はない。

「……あの、お父さん、私が占ってみましょうか？」

「いやいいよ、未来予知ってそんなに都合よくないだろ。それに、リウナだったらたぶん一時間もかからない」

　やけにアードが自信たっぷりに言うので、三人が「？」と顔を見合わせた時。

　ふとリウナが、道の脇に目をやったかと思うと、歓声を上げた。

「あったよ、これじゃないかな！」

「ん、どれどれ……お、正解だ」

「うそ！」

　あっさりとした第一発見に、フェニが思わずうめき声を上げた。

　何しろまだ森に入って五分も経たっていないのである。

「はぁ……こんな偶然、あるものなのですね。凄すごい幸運です」

「幸運というのは認めるが、偶然ではないんだよな、これが」

　ユニが「え？」と目を瞬しばたたいている間にも、アードは全員に耳栓を配る。

「さてと、ここからが俺おれの仕事だ。掘り出すから、皆はマンドラゴラの悲鳴を聞かないように、これをはめた上で、できるだけ離れて大声でも出してろ」

「うん」

　やがて、アード自身も耳栓をつけ、「わーわー！」「あーあー！」「えうろえおろー！」「ぐれぐれん！」「ぶりゅっふー！」など適当な大声が木霊こだまする中で、植物の根っこが引き抜かれるという、非常にシュールな作業が行われた。

　そして、それが五○回繰り返されるまで、実に一五分とかからなかったのである。




「……あっという間に、終わりましたね……」

　呆ぼう然ぜんとナーがつぶやいて、足下の水をすくってその冷気に気持ちよさそうな顔をした。

　森の奥にある湖は、魔力的な力が備わっていると言われていて、飲むと体力が回復するともっぱらの評判である。

「本当、コインの裏が連続五回、とか言うからもっと時間かかると思ってたのに……お昼食べられるのはいいけどさ」

　釈然としない表情で、フェニが湖面を恐る恐るつついた。火炎をまとう鳥だけあって、こういう巨大な水の集まりはあまり得意としないらしい。

　隣のユニも、眉まゆをよせて傍らのアードの方を見る。

「どういうことです父上。これが偶然でないというのは……しかも幸運ではあると？」

「あー、さっきの言葉か。要するにリウナはめちゃくちゃな幸運の持ち主なんだよ……『ブレス』のせいでな」

　最後の一言は、とても複雑そうな顔で付け加えるアードだった。

　冒険者である以上、リウナもブレスを所持している。そしてそのブレスは〔強運フオーチユン〕と呼ばれているのだ。

　これは要するに幸運を呼び寄せるブレスで、それがどれほどの威力かといえば──。

「適当に攻撃を放てば、敵の急所に命中する。なにげなく体をひねれば罠わなから飛んできた矢を回避する。俺おれを追ってテレポーターで追跡してきたこともあるんだ……要するに途方もない幸運を呼び寄せるんだよ。その発動頻度には、若干のむらがあるけどな」

「へー、何だかアードの持ってるブレスと、まったくの正反対だね」

「……それを言うなって」

　フェニの容赦ない一言にアードはため息を吐ついた。

　実際、彼の〔悪運ハードラツク〕に比べればリウナの〔強運〕は反則と言ってもいいくらい便利なブレスだ。神様は不公平だとアードは常々思う。与える能力にこんなに差があるなんて。

　もしくは事前にブレスの内容がわかっていれば、冒険者ギルドに頼んでわざわざ覚かく醒せいさせてもらうこともなかったのだが、残念ながらそれがわかるのは、覚醒してからなのだ。

（レアは、〔悪運〕には〔悪運〕で良いところがあるって言ってたけど）

　冒険者ギルドの支部長曰いわく、〔悪運〕の所持者は不運続きだが、ごく希まれにそれらを打ち消すほど──それこそ〔強運フオーチユン〕以上の──大きな幸運が舞い込むことがあるらしい。

　アード以外の〔悪運ハードラツク〕所持者に、そういった前例があるそうだ。

　そしてアード自身も、いくつか身に覚えがある。死を覚悟するほど強力な敵から偶然発動した落とし穴で逃げることができたり、全身に瀕ひん死しの重傷を負おうようなトラップの中で普通は手に入らない高価な宝を手に入れたりしたことがあるのだ。

　そして、何より。〈神獣〉たちと巡り会えたのもその「大きな幸運」の一つだろう。

　だからこそ彼は冒険者を続けられているのだし、辞める気にもなれないのだ。

　しかし、その「大きな幸運」がいつ訪れるかはわからない。当てにはできないのだ。だからこそ彼は〔悪運〕対策として、取得スキルを回避に特化しているのだが──閑話休題。

「ともかく、リウナの〔強運〕は本物だ。基本的に良いことしか起きないからな。あいつ、今でこそレベルの勇者だけど、一ヶ月前までは冒険者ですらなかったんだぜ」

「え、それ……どういうことですか、お父さん？」

「そのままさ。ちょっと冒険に出てみたら、〔強運〕の力の恩恵与あずかりまくりで、強敵は運良く急所をとらえて倒す。隠し部屋で強力な魔法武器は手に入れる。さらにレベル自体を上げる超レアな魔法薬は手に入る──こんな感じで、気がつけばレベルの勇者様だ」

　このリウナのサクセスストーリーは冒険者の間で有名になり、彼女は〈強運の戦乙女フオーチユネイト・ヴアルキリー〉の二つ名で呼ばれるようになった。

　そしてリウナを是非とも自分のパーティにと渇望する冒険者であふれかえったが、リウナは誰とも組むつもりはないらしく、ある意味冒険者内での実力の拮きつ抗こうは保たれている。

「しかしもったいないな……あいつもっと積極的にダンジョンに潜れば、宝とかいっぱい手に入るのに……どうしてそうしないんだか」

「だってわたし、あまりお金とかいらないし。冒険にも興味ないもん」

　近くで声がしたのでアードたちが振り返ると、そこにはリウナが立っていた。

　彼女の背後には麻で編んだ敷物が敷かれ、パン、ポテト、チキンなど、料理の数々が並んでいた。

　にっこりと笑って、それらを白く細い手で示す。

「お昼の用意、できたよ」

「「「わぁ！」」」

　お昼時なのもあって腹ぺこなのか、歓声を上げて〈神獣〉たちがそちらに駆けつけた。

　アードが手近な場所にあぐらをかき、その膝ひざの上にちゃっかりフェニが乗る。ユニとナーがややもじもじと隣に座り、少し離れた場所にリウナがふくよかな尻を落ち着かせた。

　そして全員が昼食に手をのばしてから数分後、ふとアードはリウナに尋ねた。

「さっきの話の続きだけど……お前、金とかいらないならなんで冒険者になったんだよ。しかもレベルの勇者に」

「勇者になったのはわたしも予想できなかったんだよ……冒険者は、アードがなったから、わたしもなろうと思ったの」

　どこかすました顔で答えるリウナに、「俺おれが？」と首を傾かしげてみせるアード。

　すぐに手を叩たたいて、納得したように言った。

「ああ、お前昔から何かと俺の後ろにくっついてきてたもんな。別にいいけど、お互いもう子供じゃないんだし俺から離れてもいだだだ！」

　したり顔が途中から苦痛に変わったのは、太ももを軽くつねられたからだ。

　腕をのばした姿勢のリウナは、胸をゆらしながらすねたように頰ほおを膨らませる。

「別に、そんな理由じゃないもん」

「じゃぁ、どういう理由だよ」

「え？　あ、えっと、それは……」

　ふとリウナは、何に思い当たったのか顔を赤らめる。

　その様子を「？」とうかがうアードは、不意に彼女と目が合って、少しどきりとした。

　目を伏せ頰を赤らめた顔が、なぜかとても可愛かわいく見えたのだ。

「あ……」

「えっと……なに？」

「いや、何でもない……」

　二人は思わず言葉につまり、顔が赤いまま互いに目をそらし、そして。

「うぉっほん！」

　急に響いた咳せき払ばらいに、アードとリウナは「わ？」とうめき、慌ててそちらを向いた。

　そこではパンをくわえたフェニが、なぜかジト目でこちらを見ていた。

「な、何だよフェニ」

「……別にぃ」

　そっぽを向くフェニは、明らかに機嫌を悪くしている。

　心当たりがないアードは「？」と疑問符を浮かべたが、とりあえず微妙な空気を払ふつ拭しよくすべく話題の変更を試みた。

「と、ところで、このチキンうまいな。何か独特の味がする」

「う、うん、香草をまぶして焼いたんだよ。なかなか手に入れにくいもので、この前偶然見つけたの」

「ということは、滅めつ多たに食べられるものじゃないんだな。少し残念だ」

「大丈夫、また香草を見つけたら作ってあげるから。楽しみにしてて」

「そりゃいいな。でも、どうせ作るなら俺の好物の……」

　順調に、楽しそうな会話を続けていたその時。

「うおっほん、うおっほん！」

「な、何だよ、フェニ……」

　再びわざとらしい声が聞こえて、アードは多少うんざりした。

　だが、フェニは彼女には珍しく絶対零度の視線をアードに浴びせると、

「……ちょっと散歩に行ってくる！」

　憤然と言って、一方的にスタスタと森の方へと入って行く。

　あまりの態度の硬化に呆ぼう然ぜんとしたアードは、残りの二人に顔を向けて尋ねる。

「どうしたんだ、フェニの奴やつ？」

「「さぁ……」」

　彼女たちも首を傾かしげ、長姉にあたる〈神獣〉の消えた森を見つめた。




「もぉ、アードってばぁ！」

　フェニはドシドシと足音を踏み鳴らしながら、森の中を前進していた。

「何でリウナと、あんなに仲良くしてるかなあ」

　彼女がぷんぷんと怒っている理由はそこにあった。

　アードとリウナが楽しげにしているたびに、面白くない気分に駆られる。

「アードはあたしたちのお父さんなのに……リウナにも優しいなんて、おかしいよ」

　つぶやくフェニは、いたいけな独占欲を、自覚のないままに発揮していた。

　まだ出会って数日も経たっていないが、フェニはアードのことをかなり気に入っていた。

　最初に彼を父親と慕ったのは──〈刷り込みインプリンテイング〉の機能によるものもあるが──目覚めてすぐに芽生えた感情、すなわち「不安」のためである。

　あまり覚えていないが、彼女が眠る前はダンジョン──すなわちあの施設はもっと賑にぎやかだったはずだ。彼女が知っている人間も、何人かいたはずである。

　それが、目覚めたとたんに、その気配はまったく消きえ失うせていた。同時に彼女はうっすらとした記憶の中で、自分が何百年という長い時間を眠っていたと思い出したのだ。

　これでは心細くなるのも無理はない。フェニは、反射的に目の前の唯一の人間、アードにすがりたいと思った。明るく元気でも、彼女は実は寂さみしがり屋やなのである。

　だから、すがる相手は誰でも良かったはずだ。彼女の寂しさを埋めてくれるなら。

　それが今は──ふと顔を上げる。木立の切れ目から差し込む光に、目を細めた。

　その脳裏のスクリーンには、様々なアードの姿が映っていた。

　掃除中に遊びほうける自分たちを注意する姿。遊んでとせがむ自分たちに渋々つきあう姿。そして、強制買い取りを宣言するラナンから自分たちをかばい、迷うことなく試練に挑むと宣言する姿。

　それらは厳しく、優しく、そして頼もしいものであり、フェニはいつの間にかアード個人に惹ひかれ、やがてこう考えるようになった。

（アードがお父さんになってくれてよかった。あたしのお父さんはアードしかいない）

　その思いは今や揺るぎない信念となり、彼女の胸にそびえ立っている。

　だからこそ、フェニはリウナとアードが仲良くしているのが気にくわないのだ。

（リウナはアードの子供じゃないのに……アードのこと取っちゃいそうだよ）

　まだ精神年齢が未熟な彼女は、親子以外の情愛の形を知らないのだった。

　それは親愛であったり、隣人愛であったり、そして──。

「はぁ」

　フェニは何となくため息を吐つくと、少し冷えてきた頭を後ろに向けて、アードたちがいる湖の方を見た。

「アード、心配してるかな……」

　いきなり腹を立てた自分を。森の中に一人で入った自分を。

　心配しているに決まっている、アードなんだから。

「帰ろ」

　ぼんやりとつぶやいた時、生い茂る草の中で何かが光ることにフェニは気付かなかった。

　それが、数十以上に数を増やしていることにも。





　　　　○






「フェニの奴やつ、大丈夫かな」

　アードはずっと抱いていた不安を口に出し、森の中へと続く道を見つめた。

　整備されているとはいえ、自然の魔物が生息する場所だ。危険な目に遭う可能性はある。

　彼の膝ひざの上で、フェニの代わりに座り込んだナーが、上目遣いに見てくる。

「フェニお姉ちゃんは、私たちの中でも一番強いですけど……ちょっと心配です」

「確かに、フェニは少し抜けているところがありますからね」

　いつの間に持ち込んできたのか、機械のようなものをいじっているユニが同意した。

「わたしが見てこようか？」

「いや、俺おれが行ってくるよ」

　動こうとするリウナを制して、ナーを丁寧に降ろし、アードが立ち上がったその時。

　彼の脳裏に、何かが稲妻のように閃ひらめいた。

　それは強しいて言うなら一種の予感で、危険の色を孕はらんでいた。

「……！　まずい、皆ここから離れろ！」

　叫びながら、アードは確信していた。

　ナーゆかりの危険を察知する『神獣スキル』──《危険予知リスクプロフエシー》が働いたのだと。

　問題はどんな危険が及んでいるかだが……これは考えなくてすんだ。

　すぐに森の中から飛び出してきたからである。

「うぇえええええ！」

「フェニ!?」

　こけつまろびつ、走り出てきた少女を見て、アードは慌てて駆け寄った。

　フェニは服をズタボロにされ、肌を剝むき出だしにしていた。

　幸い怪け我がはないようだが、泣きながらアードにしがみついてくる。

「アード、助けて！」

「どうした、何があった!?」

「狼おおかみがこっちにくるの！　大勢！」

　フェニの言葉を証明するように、黒い体たい軀くを持つ狼が数十匹、森を次々と出てきてこちらに向かってくる。

　うち数匹がフェニの服の切れ端をくわえているのを見て、アードはうめいた。

「『ソードウルフ』だ！」

「何それ？」

「爪つめが剣のように長く鋭く発達した狼だよ。凶暴で、獲物を見れば集団で襲ってくる」

　背後のリウナの問いに答えながら、とりあえずフェニをかばうようにして立つ。

　後でわかったことだが、フェニはこの狼たちに遭遇して襲われた後、炎を吐いて牽けん制せいし、爪で衣服を引き裂かれながらも、何とか逃げ出すことに成功したらしい。

　多数の凶獣相手では、さしものフェニも恐怖を覚え、戦うことも敵かなわなかったのだろう。

「うっ、ぐすっ」と泣きじゃくる彼女を、アードは頭を撫なでてあやした。

「よしよし、怖かったな。もう大丈夫だ」

「うん……」

　やっとフェニは落ち着いた。後の問題はこちらに迫ってくる凶暴な狼から、フェニや他の〈神獣〉をどう守り抜くかである。

　しかし、それを悩む必要はなかった。

　後ろから一つの影が風を巻いて疾駆し、ソードウルフたちに向かっていったからだ。

「リウナ！」

「ここは任せて！　アードは皆についていてあげて！」

　案じるアードの声に応こたえ、彼女は片手を上げると、声高らかに叫ぶ。

「おいで、『バルちゃん』！」

　次の瞬間、手に光の粒子があふれ出て、それは長槍バルデイツシユの姿を形成した。

　呼べば現れる魔法の長槍の姿を。それを両手で持つと、リウナは渾こん身しんの力を込めて先頭を走る狼に振り下ろした。

　ザシュッ、と重い音が響いた後、その一匹は白目を剝き、横倒しに倒れ動かなくなった。

　その目にもとまらぬ一撃に、ソードウルフたちは呆ぼう然ぜんとし、思わず動きを止める。

　だが、すぐに闘志を呼び覚ますと、仲間の仇かたきを討つべく襲撃者へと向かっていった。

　自分たちの運命も知らずに。

「ええええいっ！」

　リウナは雄お叫たけびを上げると、舞うように足を運び、流麗な動きで狼おおかみたちを迎えた。

　四方八方から襲いかかってくる爪つめを、牙きばを、まさに紙一重でかわし、長槍バルデイツシユ──『バルちゃん』の刃やいばを、すれ違いざまに腹に食い込ませる。

　結果、狼たちは次々に悲鳴を上げると、地面に倒れ伏していった。

　その数は、五、六、七から一〇を超え、アードたちの見ている前で、瞬またたく間に増えていく。

　凶獣を蹂じゆう躙りんしつくす、刃の風と化した少女を眺め、アードは啞あ然ぜんとした。

「すげぇ……本当に強くなったな、リウナ」

　しみじみとつぶやき、自分の上着をフェニにかけてやる。

　今日はピクニックだからと、鎧よろいは抜きでカジュアルな格かつ好こうで来たのが良かったのか悪かったのか。フェニの体を隠せても、戦闘には参加できそうになかった。

（一応剣は持ってきてるんだけどな）

　そんなことを心中でつぶやきながら、アードは〈神獣〉たちの方を見た。

　幸い、狼たちはリウナの相手に必死であり、こちらに攻めてくる気配はない。フェニもユニもナーも、驚きながらも感心してリウナの戦いを見学している。

　アードもそれにならったが、やがて彼は一つのことに気づいた。

（まずいな、リウナの奴やつ押されつつあるぞ）

　さしものレベルの勇者でも、アードと同じく普段着で、しかも大群の狼が相手では少々手こずるのか、動きに疲労が見えつつある。

　それでなくともソードウルフは実力だけでいえばグレーターオーガに匹敵する。それが数十体と襲いかかってくるのだから、たまったものではないだろう。

　何とか力になりたいが──アードが歯がみした時、それは起きた。

「ガウウウッ！」

「ふぇっ？」

　狼が一体、意外な動きを見せた。

　爪でリウナの体を薙なごうとして、目測を誤ったのか、服を切り裂いたのである。

　これには意表をつかれ、リウナはあっさりと薙がれた部分──胸の露出を許した。

　二つの大きなふくらみが露あらわになり、そして──。

「いやぁあああああっ!?」

「リウナっ！」

　自分の体を抱きかかえてうずくまるリウナに、アードは声を上げた。

　少しくぐもった声を。彼は刺激的な情景を見て、思わず鼻血を噴き出していたのだ。

「……アードぉ、こんな時に何考えてるのさぁ」

「こ、これは不可抗力だろ！」

　冷たい声を出すフェニに言い返すが、今はそれどころではないと思い戦局を見すえる。

　リウナはすっかりペースを崩され、今や防戦一方だ。片腕で胸を必死に隠しながら、もう片方の腕で長槍バルデイツシユを操り、狼おおかみを牽けん制せいしている。

　だが、このままではやがて──アードが参戦を決め、剣を抜こうとしたその時。

「父上、どうぞ」

　ふと、横合いからユニが何かを手渡してきた。

「ん？　何だ、この金属でできたボールみたいのは」

「『閃光弾フラツシユグレネード』です。投げれば閃せん光こうを放ちます。こんなこともあろうかと、作っておきました」

「さっきからいじってた機械はこれか……」

　その用意周到さに半分呆あきれ、半分感心しながら、アードは閃光弾を見つめた。

　瞬時に使用方法がわかる。《特殊機械知識スペシヤルクラフト》のスキルが働いたらしい。

「リウナ、三秒数えたら目を閉じろ！」

　言うなり、スイッチを押してソードウルフの群れへと放ほうった。












　そして三秒後。閃光弾フラツシユグレネードからまばゆい光が放たれ、狼おおかみたちは痛ましい悲鳴を上げる。

「今だ！」

　アードは叫ぶなり、双剣を抜いて走り出した。

　狼の中にはすでに、光のダメージから回復したものもおり、新たなる参戦者めがけて牙きばを振るってくる。

　アードはそれらをすべてよけた。回避だけは得意なのだ。

（そして……今なら、攻撃も！）

　二本の剣を交差させると、目を閉じ、精神を集中させる。

　その間にソードウルフたちのうち何匹かはこちらを襲おうとしたが、リウナが長槍バルデイツシユを大きく払い、動きを封じた。

「アード、今だよ！」

　彼女の声に鼓舞され、アードは剣を擦り合わせるように払う。

　すると剣は火花を散らし、火花は大きな火炎へと膨れ上がり、刀身を包み込んだ。




「喰くらえ……《不死鳥の炎フエニツクスフレア》！」




　アードは叫ぶと、炎そのものと化した剣を大きく横になぎ払う。

　二本の炎は自在に動き、ソードウルフの群れを舐なめた。

　そして、次の瞬間。炎に触れた獣たちは声も上げずに灰かい燼じんと化したのであった。




　戦いは終わり、静かな湖畔には元狼だった灰だけが残った。

「……すげぇ」

　思わずうめいたのは、アード自身であった。

　まさか《不死鳥の炎》がここまで強力とは思わなかったのである。

　その代償は自分の武器にも及び、双剣は飴あめのように溶けて使い物にならなくなっていた。

「うわ……こりゃ、迂う闊かつにこのスキルは使用できないな」

　つぶやいていると、ふと後ろからリウナが抱きついてきた。

「アード凄すごい！　格かつ好こ良かったよ！　物語に出てくる勇者みたいだったもの！」

「お、おい、くっつくな！　それに勇者はお前だろ！」

　アードは焦りながら、それでも背中に少しだけ幸せを覚えていた。

　何しろリウナは相変わらず胸を剝むき出だしで、アードも鎧よろいは着ていないのである。

　ダイレクトに、感じる。

「……アード？」「……父上？」「……お父さん？」

　フェニどころか、ユニとナーまで半眼で見てきたので、アードは慌てて顔をこすった。よっぽど女性に不評な、だらしない顔でもしたのだろうか。

　咳せき払ばらいすると、リウナの方を見ないようにしながら、自分の服を破いて切れ端を渡した。

　リウナはそれで胸を縛ると、にっこりと笑う。

「さてと、それじゃお昼の続きにしようか。まだ料理残ってるしね」

「あ、ああ」

　アードはまだ顔を赤くしたまま、そっぽを向くと、うなずく。

　そんな二人を見て、フェニはやはり複雑そうな顔をするのだった。





　　　　○






　ピクニックを楽しんだ（？）、その日の夜。

　アードはダンジョンの中で上機嫌でいた。

「～♪」

　つい鼻歌が出てしまうくらいである。

　何しろ、今日は探索の調子が良い。ナーのダンジョンに対する予知も、ユニが作ってくれた暗くら闇やみを照らすためのライトも、とても役に立ってくれている。

　そして、何より神獣スキルだ。《危険予知リスクプロフエシー》は高レベルの魔物の不意打ちを防いだし、《特殊機械知識スペシヤルクラフト》は作動しかけた罠わなを一瞬にして理解、解除が可能となった。

　ついでにフェニの並外れた戦闘能力も健在である。

　これらのおかげでダンジョンの突破時間が、何といつもの数分の一に短縮された。

　これで、体がへとへとになるくらい凶悪な魔物やトラップが連打で襲いかかってこなければ、彼ももう少し楽なのだが、〔悪運ハードラツク〕の不運効果もどうやら絶好調のようである。

　ともあれ、彼が機嫌よく通路を進んでいると、ふと隣のフェニがつぶやいた。

「楽しそうだね、アード」

「ああ、まぁな。今日は気分がいいんだ」

「……そんなに、お昼にリウナの胸が見れたのが良かったの？」

「良くありませんよ!?」

　いきなり何を言い出すんだこいつは！

　慌てて否定するアードだったが、昼間の光景を思い出して声が上擦ってしまった。

　ひょっとしたらそれもあるかもしれないと、今一自信が持てなくなる。

　その間にも、フェニはどこか不安そうな表情でアードの顔を覗のぞき込こんでくる。

「リウナの家にあった本にね、男の人は好きな女の人の胸を見ると、とても幸せな気持ちになれるって書いてあったの」

「……誰だ、そんなしょうもない本書いたのは……ていうか、リウナもそんな本さっさと捨てろよ……」

「アードはリウナが好きだから、胸が見れてとても気分がいいんだよね？」

「いや、それは……」

　好きな女性相手でなくても、そうなることはある。

　そう混ぜっ返そうとして、アードはフェニの顔が真剣なことに気付いた。

　これは下手な言葉は返せない。ちゃんと向き合う必要がありそうだ。

　ややしゃがみ込んでフェニに目線を合わせると、心持ち優しく尋ねてみる。

「どうしてフェニは、そんなことが気になるんだ？」

「だって……アードがリウナのこと一番好きだと、あたしたちはアードの一番じゃなくなるもん。あたしたちは、アードのことが一番好きなのに」

「そうか」

　アードの心に、ふと、くすぐったく温かい感覚が流れてきた。

　それを嚙かみしめながら、フェニの頭を撫なでてやる。

「いいか、フェニたちが俺おれのことを好きなように、俺もフェニたちのことが好きだ。でも、それはリウナ相手の感情とは違う。家族──という意味で好きなんだ」

「家族？」

「そうだ。だって俺はお前たちの父親なんだろう？　だったら俺たちは家族じゃないか。家族が好き合うのは当然のことだ」

　たぶんな。この言葉は胸の中で付け加える。

　正直なところ、アードは家族が何であるか、断言できるほどの自信がなかった。

　だが、フェニはそれで納得してくれたらしく、やっと笑みを浮かべる。

「家族……うん、家族だね！」

「だから変な心配はするなよ。リウナはリウナ、フェニたちはフェニたちだ」

　その言葉に、「うん」と〈神獣〉の娘がうなずく。

　これで何とか場は収まったか。

　そう思っていると、ふと、再びフェニが顔をしかめた。

「でもさ、それだと結局リウナが好きなことに変わりはないよね」

「え」

「アード、リウナのことをどう好きなのさ」

「あ、いや、それはその……」

　冷静に考えてみれば、とんでもない会話をしているとアードは感じた。

　自分がリウナをどう好きかなんて、自分でもよくわからない。

　腐れ縁の幼おさな馴な染じみ。そう片付けたい気もするが、それを押しとどめようとする自分が確かに心の隅に存在する。

　レベルの勇者のくせに、何かと世話が焼け、そのくせ他人に優しく、笑顔が可愛かわいい──その印象から、ある結論が導かれそうで、アードは慌てた。

「べ、別にいいだろ。それより急いでダンジョンを探索するぞ、時間はないからな」

「あー、誤ご魔ま化かしたぁ！」

「誤魔化してなんかないっ」

　フェニの鋭い指摘にアードはむきになってみせるものの、自分でもそれは否めなかった。

　それでも時間がないのは確かなので、大おお股またで通路を進んでいく。顔を赤くしながら。

　そんな彼にひょこひょことついていきながら、フェニは複雑そうな顔をした。

　以後、二人は何となく微妙な空気のまま、無言でダンジョンを進み、隠された部屋を見つけ、宝石や割と高価な魔法薬を発見するまで、それは持続するのだった。




　翌日の昼、〈神獣〉たちを軽いサプライズが襲った。

「さぁ、いっぱい食べてね」

　そう言ってエプロン姿のリウナが微笑ほほえんだ先、ダイニングのテーブルには湯気を立てた美お味いしそうな料理がたくさん並んでいる。

　それだけならいつものことだが、そのメニューがいつもと違った。

　アップルパイ、サンドイッチ、パスタ──彼女たちの好物がたくさん揃そろっているのだ。

「こ……これ、どうしたんですか……？」

　いつも引っ込み事案なナーも、クリームソースのかかったパスタから目が離れず、興奮した声を出す。

「こちらは魚のオイル漬けのサンドイッチ、こちらはローストビーフのサンドイッチ……このような具材があるとは、驚きです」

　冷静に分析をしていると見せかけて、ユニの声も充分に上擦っている。目がきらきらと輝いていて、珍しく年相応な表情を発揮していた。

「お、美味しそう……」

　フェニがアップルパイを見つめ、素直に唾つばを飲み込んだ。

　三者三様のリアクションに、リウナは満足げにうなずいてアードの方を見ると、

「昨日、マンドラゴラの採取を手伝ってもらったでしょう。そのバイト代の一つがお家賃の軽減、残る一つが皆の好きなものを作ってくれってことだったんだよ。ね、アード」

「まぁ、そういうことだ。沢山作ってもらったし、リウナの腕はお前らも知ってるだろ。遠慮なく、食べていいぞ──おぉっ？」

　最後の声が頓とん狂きようなものになったのは、三人の娘が一斉に抱きついてきたからだ。

「「「お父さん、大好き！」」」

　そう叫んでの突撃に、不意を突かれたこともあってアードは倒れ込み、娘たちの柔らかい体を受け止めながら「ははは」と苦笑を忍ばせる。

　かくて昼食が始まり、〈神獣〉一同は料理を無心に貪むさぼり始めた。

「お、美お味いしいです……お店で食べたのより何百倍も……！」

「むぅ、この組み合わせの妙たるや、パンが肉汁の旨うま味みを吸い、引き立てて……あぁ、ちょっとナー！　それは私のです、取らないで！」

「ゆ、ユニお姉ちゃんも、そのパスタは残しておいて……！」

「二人とも、喧けん嘩かしないで。おかわりもあるから」

　その言葉に、次女と三女は「やったー」と万歳して、喜びを表した。

　それを見たアードは、くすくす笑いながら、隣からリウナの肩をつつく。

「あいつらの、ここまで生き生きした表情は初めて見たよ。やっぱり何だかんだ言っても子供だな、好物には弱いんだ」

「そうだね。でもアードも人のこと言えなくなると思うけど」

「ん？　どういう意味だ？」

　訝いぶかしがるアードに、幼おさな馴な染じみは意味深な笑みを浮かべてみせた。

「さっき買い物いった時に、いいエビが手に入ったんだよ。今晩はエビフライにしようね」

「おおおおおっ！」

　アードの珍しい雄お叫たけびに、〈神獣〉たちはきょとんと彼の方を見た。

　構わずアードはリウナの手を握りしめる。

「エビフライ！　俺おれの好物じゃないか！　覚えてくれていたんだな！」

「当然、当然。幼馴染だもんね」

　リウナは笑いながらも、アードの子供っぽさを微笑ほほえましく思った。

　でも口にはしない。それを指摘すると、両手を包む温ぬくもりが離れてしまうから。リウナはもう少しこのままでいたかった。

　だが──それを許さぬ者が、やはりこの場に同席していたのだ。

「むぅ」

　フェニのつぶやきに、ふとリウナはそちらを向く。

　アップルパイをじっと見つめていた。

「あれ……どうしたの、フェニちゃん。美味しくなかった？」

「ううん、美味しかった……すごく美味しかったよ、リウナのアップルパイ。だからエビフライもきっと美味しいんだよね」

「えっ、うん。自信はあるよ」

　照れ笑いを浮かべるリウナに、フェニは生き真面目まじめにうなずいて見せると、ふと席を立って近づいた。

　そしておもむろにアードの手を剝はがし、後ろに下がらせる。

「「？」」

　目を瞬しばたたく二人の間に割り込むようにして立つと、突如両腕を真横に広げた。

　そして、眉まゆをＶの字にし、リウナに向かって叫ぶ。




「決めた！　今からリウナは、あたしたちのライバル！」

「へ？」

「やっぱり、アードのこと一番好きなのあたしたちなんだし。アードの一番もフェニたちなんだから！　ぜーったいに、負けないからね！」

「ちょ、ちょっと、フェニちゃん？」




　啞あ然ぜんとするリウナの前で、フェニは通せんぼのポーズのまま、アードに近づけまいとにらみつける。

　それを見たアードは、顔面を片手で覆った。

「あいつ、何も納得していなかったか……！」

　ダンジョンであれほど説明したのに。どっと疲労が彼の体を襲う。

「え、あの……どうするの、お父さん？」

「知らん……とりあえず、昼飯を食うぞ」

　アードはおろおろするナーに宣言し、すでに我関せずとサンドイッチを頰ほお張ばっているユニにならう。

「あの、フェニちゃん。その、ね。わたしは競い合うつもりとかは、そのなくて……」

「ライバルー！」

「あうううぅ」

　何とかフェニを懐柔しようとするリウナが、すっぱりと切り捨てられ、落ち込んでいるのが見えたが、もはや放ほうっておくしかないと思った。

　結局。この日からフェニのリウナを見る目つきは微妙に変わり、一方的なライバル宣言はしばらくやむ気配はなかった。













第三章　幻の『神獣装備』




　とある日の昼。

〈神獣〉たちはお手伝いである皿洗いの手を休め、台所でひそひそ話をしていた。

　周囲に誰もいないことを確かめてから、フェニが宣言する。

「そういうわけで、あたしたちは『一話完結』するべきだと思います！」

「……それを言うなら『一致団結』だよ、フェニお姉ちゃん」

「それで、何のために団結するのです？　早く手伝いを済ませてアイテム制作に戻りたいのですが」

　尋ねる妹分二人に、よくぞ聞いてくれましたとばかりにうなずく。

「もちろん、リウナに勝つための団結！」

「「あー」」

　ナーは苦笑いを交えつつ、ユニはかったるそうに、語尾をのばした。

　フェニがアードのことでリウナと張り合おうとしているのは、ここ数日の行動で理解している。

　とは言っても本人も何をすれば良いのかよくわからないらしく、とりあえずアードと二人きりになるのを妨害したり、会話を邪魔したり、アードに抱きついてみせたりと、主張を繰り返すのみになっているが。

　気の毒なのはリウナで、フェニ──というか〈神獣〉たちに敵意は抱いておらず、むしろ気に入ってるので、フェニに邪険に扱われるのが相当堪えているようだった。

「あ、あの、フェニお姉ちゃん……リウナさんは、敵じゃないと思うんだけど。やっぱり勝たないとダメ……？」

「当然！　あたしたちが一番アードのことを好きなんだから！　ナーはアードのこと取られても平気なの？」

「それは……その、イヤだけど……」

　おずおずとつぶやくナーは、フェニと同じくアードのことを気に入っていた。

　彼の優しさに触れているうちに、〈神獣〉としての本能とは別に、彼を父親として認めるようになってきたのである。この辺の心情の移り方もフェニと同じだ。

　だから、彼女の気持ちもわからないでもない。わからないでもないが──ナーにとっては、リウナの優しさも心地よいもので、そこまで敵視する気にはなれなかった。

　しかし、フェニは譲らない。

「とにかく、アードはあたしたちのお父さんなんだから！　一番好きなあたしたちとしては、リウナに負けないようにしないと！」

　拳こぶしを握って力説してくる不死鳥の少女に、しかし水よりも冷たい言葉が投げつけられた。

「別に、私はそこまで入れ込んでませんが」

「え、ユニ……？」

「私が父上のことを慕うのは、そうするように組み込まれたからです。人間をサポートする〈神獣〉としての義務であって、私的な感情ではありません」

「そんな……」

　ドライに言い切るユニに、フェニのみならずナーも困惑した表情を浮かべる。

　やがてユニは洗い物を終わらせると、肩をすくめてつぶやいた。

「さて、用事はこれでおしまいですか？　では、私はアイテム制作の続きがあるので」

　その時である。

　扉が開いて、アードが顔を覗のぞかせたのは。

「お、手伝いは終わったか。今から冒険者ギルドに出かけるんだけど、一緒に来るか？」

「し、仕方ありませんね。私にはアイテムを作るという使命があるのですが、どうしてもというなら一緒に行きましょう」

　いそいそとうなずき、しっかりとアードの服のすそを摑つかむユニを見て、ナーとフェニは顔を見合わせるのだった。

「本当に……私情を挟んでないのかな……ユニお姉ちゃん」

「さぁ……？」





　　　　○






　この頃、アードはちょっとした有名人になりつつあった。

　冒険者ギルドでの話である。

　神獣スキルという強力なスキルを使いこなし、さらにユニ手製の強力なアイテム、ナーのダンジョンに対する予知、フェニの戦闘能力を得た彼は、今や地下一七階にまで潜れるようになっていた。

　地下一七階といえば人間が潜れるダンジョンの限界＝地下五○階の三分の一である。

　下に潜るほど危険度が増す特性を考えれば、レベル12では通常は到達できない場所なのだが、しかしアードの場合はレベルだけが問題視されているのではなかった。

　その踏破スピードが常識外なのである。

　彼は神獣スキルやフェニの力、ユニのアイテムで、罠わなも魔物も一瞬で突破、もしくは回避する。さらにはナーの予言も手伝って、ダンジョンの内実はほぼ正確に把握することが可能だ。だから、全速力で走れば地下一七階まで二時間で到着することができる。

　だが、〈神獣〉のことを知らない部外者からすれば、普通の冒険者の探索効率を軽く凌りよう駕がしたその速度には、驚きを禁じ得ないのだ。

　果たして彼は、ただの低レベルな冒険者なのか。このスピードでこの階層まで降りてこれる存在は、低レベルと認識していいのか。

　そんなアードに得もしれぬ恐れと、好奇の目線が集まり、同じくレベルが低い、もしくは中級程度の冒険者の中には、やっかみから心ない噂うわさを流す者まで出ていた。

「実は二時間というのは本人の申告で、実際には一〇時間以上かかっている」

「幼おさな馴な染じみという立場を利用し、勇者リウナに助けてもらっている」

「死んだ高レベル冒険者の装備をはぎ取り、その力だけで進んでいる」

　──ｅｔｃ．根も葉もない流言の風が、冒険者ギルドに吹ふき溜だまったのである。

　そして、そのことにアードは薄々勘づいていたが、放ほうっておくことにした。

　人の噂など気にしない性た質ちだし、何より彼は〈神獣〉の世話と、『魔導研究室』に納める宝の獲得で忙しく、世間の動向にこだわっている暇はなかったのである。




『しかし、やっぱり腹が立つものは腹が立つな。よし、〈神獣〉ども、噂を立てている奴やつらを探してたたきのめしてこい。俺おれが許す！』

「了解ー！」

「待て待て待て待て！」

　冒険者ギルドの酒場にて。

　手を挙げて走りだそうとするフェニの襟首を捕まえ、アードは最初の発言者をにらんだ。

「人の声色で適当なこと言うな。俺はそんなこと望んでいない！」

「あら、割と人間ができてるのね。つまらないわ」

　そう言って肩をすくめたのは、誰あろう『魔導研究室』の副室長ラナンだった。

　このエルフは、アードに試練を課してからずっとこの街にいるらしい。

　本人は、「〈神獣〉やあなたを見張らないといけないもの。大変だわ」と、もっともらしい理由を述べてはいる。

　ただ、『エルツェン』のガイドブックを片手に、この街名物のクランベリージュースをすすっている様は、どうひいき目に見ても観光を満喫しているようにしか見えず、ひょっとして『魔導研究室』は暇なのでは、とアードは訝いぶかしんだ。

　ともあれ彼女は様子をうかがうという名目で、アードと〈神獣〉たちをお茶に誘い、彼らもそれに乗った。そして、例のアードの噂について、話題がシフトしたのである。

「人の噂も七十五日っていうだろ。放っておけばいいさ」

　そう言って、コーヒーを一口すするアードを、ラナンは意味ありげに見た。

「あなたはそうかもしれないわね。でも〈神獣〉はどうかしら」

「え？」

「あたしは許せないよ！　アードの悪口を言う奴やつは、こらしめてやるんだから！」

「私も……こういうの、よくないと思います……」

　フェニが声高々に、ナーがおずおずと、遺憾の意を示す。

　娘たちが自分のために怒ってくれるとわかり、アードは少し感動した。

　残る一人はユニだが──こちらはアードをちらりと見てから、肩をすくめてみせた。

「私はアイテムさえ作成できれば、後はどうでも」

「……お前は無関心過ぎてマイペースだな、別にいいけど」

「あら、ドライな子もいるのね」

　ラナンは目を瞬しばたたいてから、くすりと笑う。

「で、父親であるアードくんとしては、どう教育するのかしら」

「混ぜっ返されなくてもちゃんとするよ……いいか、フェニ、ナー。言わせたい奴には言わせておけばいい。それに一々報復しようとか考えるのは、そいつら以上に低レベルな行為なんだ」

「でも……」

「俺おれはお前たちと一緒にいるため、宝を見つけられればそれでいい。それ以外のことは気にしたくないんだ。お前たちの気持ちは嬉うれしいが、俺のためにも我慢してくれ」

「はーい……わかったよ」

　フェニは渋々承諾し、ナーも無言でうなずいた。

　ユニは──いつの間にかテーブルの上に機械を並べ、何やら組み立てている。我関せずといった具合だ。

　そんな『親娘おやこ』たちの情景を見ながら、ラナンは口くち許もとに微笑を忍ばせていたが、やがてアードの腕に目をやってつぶやいた。

「ところで、アードくん。あなた、珍しい籠手ガントレツトをしているのね」

「え？　ああ、これ？　ユニが作ってくれたんだ」

　アードは答えながら、以前ユニが作ってくれた籠手を見せた。顔がついていて子供の落書きのようなそれは、時々店内の冒険者の注目と失笑を集めている。

　ラナンも少し笑いをこらえながら、しげしげと籠手を見つめてつぶやいた。

「ふぅん、〈神獣〉が作った籠手ね……確かに古代魔法文明の鍛造技術が使われているわ。この技術で作られた武具の威力は、現代の技術で作られたそれを遥はるかにしのぐはずよ」

「へぇ」

　アードが感心し、改めて己の籠手をまじまじと見つめた。確かに強いとは感じていたが、そこまで大した品とは思ってなかったのである。

　ジュースに口をつけてから、ラナンが言葉を続ける。

「もしも武器防具すべてをその技術を使ったもので一新すれば、あなたは自分より40レベル近く実力差がある敵が襲いかかってきても、余裕で渡り合えるでしょうね」

「そんなに!?　本当か、ユニ？」

　驚き尋ねてみると、ユニはうなずいてから、難しそうに腕を組んだ。

「実のところ、父上に武器と防具をお作りしようと考えてはいました。しかし、二つの理由で詰まっているのです」

「というと？」

「材料が希少なものが多いのです。籠手ガントレツトは偶然、リウナ殿が素材を持っていたので何とかなりましたが、鎧よろいや剣となるとそうはいきません……ちなみに、この数日研究して、必要と思われる素材はこの通りです」

　そう言って、ユニは何やら書き付けたメモを見せてくれた。

　それに目を通し、アードはうめき声を上げる。

「これは確かに……滅めつ多たに手に入る素材じゃないな。希少すぎて、一般的な店には流通していそうにない」

「じゃぁ、諦あきらめるの？」

「……いや、それは惜しい。ダンジョンに潜って魔物を倒せば、素材も少しは手に入ると思う……しかし、それでも手に入りにくいものが多いな……うーん」

　フェニの言葉にうなっていると、ふとラナンが隣から提案してきた。

「なら、残りは私が提供してあげましょうか」

「え、本当か？　でもどうやって？」

「そのメモを見る限り、研究のため『魔導研究室』に置いてある素材がほとんどなのよ。さすがにすべては無理でも、一部なら与えられるわ」

　そう断言する彼女は、研究室に保存してあるものをすべて把握しているのだろうか。

　アードがそう尋ねると、彼女はこう答えた。

「私は元々冒険者だったから。〔完全記憶パーフエクトメモリ〕のブレスを覚かく醒せいさせてもらってるのよ」

　要するに見たものすべてを記憶するのが、彼女のブレスであるらしかった。とても便利そうで、アードとすればうらやましい限りである。

　ともあれ、提供とはいえタダというわけにはいかない。ラナンが「これくらいかしら」と弾はじいてみせたそろばんを見て、アードは少しひるんだものの、やがてはうなずく。

「いいだろう。多少無理してでも揃そろえて、作る価値はありそうだ。ユニ、頼めるか」

「ええ、材料が集まるのであれば」

「よし、そうと決まれば帰って金策を練るか。ラナン、ありがとう」

「どういたしまして。リウナちゃんにもよろしくね」

　そう言って、ラナンはアードを見送り、手をにぎにぎしながら挙げる。

　アードはそのまま勢いよく冒険者ギルドを飛び出そうとしたが、ふと足を止め、傍らのユニに尋ねた。

「ところで、武具制作に踏み込めなかった、もう一つの理由って何だ？」

「デザインの問題です……籠手ガントレツトのように可愛かわいいものを作りたいのですが、鎧よろいや剣のどこに目をつければいいのか悩むもので」

「……つけなくていい。ていうか、可愛いつもりだったのか、これ」

　アードは啞あ然ぜんとしながら、子供の玩具おもちやのような籠手を見下ろすのだった。





　　　　○






　それからの数日間、アードの生活は多忙を極めた。

　一日二時間のダンジョン探索に加え、今まで以上にアルバイトを増やし、酒場の掃除、鍛か冶じ屋やでの荷物運び、道具屋での店番など、実に多数の仕事をこなしていったのである。

　もちろん、これらの目的はユニが作っている武具──『神獣装備』を手に入れるためだ。

　素材をラナンから買い取るために、アードは必死に働いていた。

　感心なのはフェニたち〈神獣〉で、アードが自分たちにかまけてくれないからすねると思いきや、文句も言わず、それどころか仕事の手伝いを申し出てくれたのである。

　すなわち。

「ナーちゃん、『突撃イノシシと野菜の炒いため物もの』、大至急な」

「……は、はい！」

「フェニちゃん、焼入れするから炎頼むわ」

「はーい」

「ユニちゃん、この商品の値段が適正か見ておくれよ」

「わかりました」

　ナーはリウナに教わった料理の腕で酒場に貢献し、フェニは炎を吐いて鍛冶屋の鍛造を手伝い、ユニは機械に対する知識で道具屋をフォローしていたのである。

　その必死に働く姿は、主人や客を問わず「可愛らしい」と評判であり、アードの給料にも色がついた。

　アードとしては〈神獣〉に対して感謝の念が絶えず、また『娘』たちの成長が喜ばしいこともあり、彼女たちに何度も礼を言うのだった。

「ありがとう、おかげで助かる」

「えへへ～」

　相好を崩すフェニが、実はリウナと張り合うために妹たちを巻き込んで手伝いを首謀したのだが、そのことをアードは知らない。

　目を輝かせて「フェニちゃんたち偉いね」と感心するリウナも同様だった。

「ふふーん、何も知らないで吞のん気きなんだから。これでアードも、リウナよりあたしの方を大切にするよね！」

「……そうかな」

　満面の笑みを浮かべるフェニに、ナーは首をかしげ、ユニはノーコメントを貫く。

　かように、思惑は各々あるのだが、結果としては金策は順調に進んでいき、『神獣装備』が揃そろうのも時間の問題と思われた。

　だが──最後に一つ難関が待ち受けていたのである。




「参ったな……」

　鍛か冶じ屋やの作業場にて。アードは運ぶように頼まれていた鉱石を下ろすと、近くの薪まきの山に腰掛けながら空を見上げ──鍛造用具は家屋の外にある──短くつぶやいた。

　隣のフェニが、かくんと首をかしげる。

「どうしたの、アード？」

　その問いにどう答えるか迷っていたが、アードは結局ストレートに話した。

「さっき、ラナンから武具を作る素材と一緒に手紙が来たんだ。どうも、どうしても手に入らない素材があるらしい。『魔導研究室』にも置いてないそうだ」

「え、そうなんですか……」

　ナーが不安そうに目を瞬しばたたく。素材が集まらなくては、武器も防具も完成しないとわかっているからだ。

　ユニが眉まゆをよせて、アードに尋ねた。

「それで、何なのです。その、どうしても手に入らないものとは」

「『ガブロの角』だよ。しかも三匹ぶんだ」

「……ユニ、どういう奴やつなの、その『がぶがぶ』って」

「『ガブロ』です……確か黄金の角が生えた鹿しか型の魔獣だったはずです。その角は金属より丈夫でしなやかなために、加工品として適しているはずですが」

　ユニの言葉に、アードもうなずく。

「ラナンもそう手紙で言っていた。そして、その利便性ゆえに数百年前、つまり古代魔法文明期に、ガブロは乱獲が進み、それ以来人間の前に滅めつ多たに姿を現さなくなったそうだ」

「……ぜ、絶滅しちゃったんですか？」

「いや、一応現代にて遭遇したという記録もある。ただ、それは本当に希少なケースで、一生に一匹会えれば幸運とされているんだ」

「一生に一匹……」

　ナーが絶句し、一同も静まりかえった。

　このままではやはり、素材が集まらない＝武器と防具の作成は難しいと悟ったのだろう。

「ラナンもどこかにないか探してはくれているが……たとえ見つかったとしても、ものがものだけにかなりの高額になる。どうしたものかな」

　アードが遠い目をしてつぶやいた。

　ダンジョンで魔物からはぎ取ったもの、そしてラナンから送られてきたものをあわせれば、ガブロの角以外の素材は、すでにそろっている。

　だからこそ、あきらめがつかない。フェニたちが頑張ってくれた手前もある。どうしても『神獣装備』は手に入れておきたかった。

「やはりガブロを探すしかないか……とは言っても、［悪運ハードラツク］持ちの俺おれが見つけることなんてできるのかなぁ」

　ふと、思いつく。リウナなら［幸運］の力ですぐに見つけられるかもしれない。

　しかし、現在彼女は冒険者としての仕事があって、隊商の護衛で一週間ほど旅に出ている。すぐにはあてにできないのだ。

　だが、それ以外に案が浮かばないのも確かだった。

「しょうがない、リウナが帰ってくるまで待つか」

　その言葉に、即座にフェニが反応した。

「反対！　絶対に反対！」

「どうしてだ？」

「え……えっと、フェニたちだって一生懸命働いたんだから！　すぐに『神獣装備』が見たい！　それに、本当に『がぶがぶ』に会えないかは、探してみないとわからないし！」

「ですから『ガブロ』ですってば……」

　あきれたようにユニがツッコミを入れる。

　実際にはフェニの台詞せりふは建前で、リウナにいいところを見させたくないというのが本音だと、彼女もナーも看破していた。

　だが、アードはそこまで考えが及ばず、その言葉を真に受けてしまう。

「そうか、そうだな……一応探すだけ探してみるか」

　ぽん、と膝ひざを叩たたいて立ち上がる。フェニの表情が輝いた。

　そのとき、頭に手ぬぐいを巻いた一人のいかつい顔の男が、家屋の方から出てきた。

「おい、アード。話は聞かせてもらったぞ」

「あ、おやっさん」

　鍛か冶じ屋やの主人は自分のことをそう呼べとうるさい。マスターとか名前とかで呼ばれるのはくすぐったいそうだ。

　そんな無骨な彼は、強こわ面もてで、ニヤリ、と笑ってみせると、アードに告げた。

「ガブロを探してるっていうんなら、俺に心当たりがあるぜ」

「え、本当に？」

「ああ、同じ鍛か冶じ仲間として交流があるドワーフの集落があってな。その近くで見つかったって話を聞いた。だが、ドワーフ族にはガブロの角の鍛造方法が伝わってないし、そもそも生物の体で細工をすることに興味もないから、放ほうっておいたそうだ」

　その話が本当なら、そこにはガブロが生息している可能性が非常に高い。

　アードは思わず身を乗り出して、頼んでいた。

「その場所、教えてくれないか？」

「ああいいぜ。お前さんはもとより、フェニちゃんには相当役に立ってもらったからな。ボーナスとして弾んでおいてやるよ」

　鍛冶屋は気さくにウィンクしてみせると、家の中から紙と羽ペンを取ってきて、地図を描いてくれた。

　それによれば目的の場所は意外と近くだ。ただし、泊まりがけは免れないが。

「行って戻って、ガブロを探す時間も考えると……三、四日はかかるな」

「お泊まりするの!?　じゃあ、旅行だよね！」

「あ、ああ……まぁな」

　アードが口ごもったのは、フェニの勢いに圧おされたからではない。

　その言葉に、感じるものがあったからだ。

「……家族旅行か」

　それは彼の人生においても初めての経験だったので、アードは口くち許もとがほころぶのを感じた。




『エルツェン』の東部は岩山に覆われている。

　鍛冶屋の地図によると、ガブロを発見したドワーフ──ずんぐりとした妖よう精せいの一族──の一族は、その岩山に集落を作って住んでいるらしい。

　この集落は知る人ぞ知る秘境であり、徒歩で約一日の旅程にある。アードは〈神獣〉たちがこのペースについてこられるか心配したが、彼女たちはきちんと睡眠さえ取ればエネルギーはちゃんと保もつらしく、体力も人間の子供のそれよりはるかに優れていた。

　従って、道中に何の苦労もないはずなのだが。

「アード、疲れたー。おんぶー」

　山へと向かう道のりにて、フェニが両手を広げて甘えてきた。

　すでに大荷物──〈神獣〉たちのぶんも彼が運んでいるのだ──を背せ負おっているアードは、呆あきれたように拒否する。

「ダメだ、背中が空いていない。それに、まだエネルギーは保つんだろ？　ユニやナーも、我慢して歩いているんだ、年長のお前が頑張らなくてどうする」

　フェニは「むぅ」とむくれると、それでも納得はしたのか、渋々歩き続けた。

　どうもリウナをライバル扱いするようになってから、彼女の甘える頻度が増えたような。

　アードはやれやれと肩をすくめると、ユニとナーも視界に含めつつ付け加えた。

「でも本当に疲れたら言えよ、休憩は取っていくから。無理はしないようにな」

「「はーい」」

〈神獣〉たちの返事が返ってきた。二人ぶん。ユニだけが無言だった。

　彼女が先ほどから、何やら考え込んでいることにアードは気付いていた。

「どうしたユニ、何か心配ごとか？」

「いえ、そういうわけではありませんが……」

　ユニは生き真面目まじめな表情で、足下を見つめながら答える。

「……鎧よろいと剣の色は、ピンクと黄緑どちらがよろしいかと」

「……真面目な顔で何考えてるんだ。というか、どっちも派手すぎるだろ。普通の色でいいよ、普通の色で」

　ついでにデザインもな。そう苦笑しながら告げるアードは、やっぱり籠手ガントレツトの外見を少し気にしていたのだった。

　だが、ユニはそれに顔をしかめると、アードの前に回り込み、バックで歩きながら彼の顔を見つめる。

「父上、アイテムには芸術性も必要だと私は考えています。やはり顔を模したり、派手な色をしたりと、独創的なデザインは不可欠ではないでしょうか」

「いや、俺おれは別にそんなの必要ないし……それより、リウナの長槍バルデイツシユみたいに呼べば飛んでくるような、そういう機能はつけられないか？　そっちの方が嬉うれしいんだが」

　これは常々アードが考えていたことだった。彼はリウナの長槍の機能を、内心うらやましく感じていたのだ。

　しかし、ユニはそっぽを向くと、

「そんなに便利にはできません。そして作るのが私である以上は、私の指示に従ってほしいのです」

「いや、でも……」

「父上、アイテム制作は私の仕事です。最後にアイテムの全容を決めるのは私なのです。立場上あなたを父として慕わなければならないとしても、これだけは私は譲れません」

　そう言って、くるりとアードに背を向け、以後振り返らずに歩き続けた。

「立場上、か……」

　アードは何となく気付いていた。ユニが、自分と距離を取っていることを。

　それは彼女の言う通り、ただ〈神獣〉としての立場上、父親として自分と接しているからだろうか。そう考えると少し寂さみしくもある。

　だが──。

（まぁ、どちらにしろ変わらないか……あいつが俺おれのことを親と思ってなくても）

　アードは内心つぶやいて、そしてしっかりと足に力を入れて歩き出した。

　そして数時間後、一同はドワーフの集落へとたどりつく。

　そこは切り立った崖がけに穿うがたれた洞どう窟くつの中にあるもので、確かに普通の人間なら見逃してしまう場所──秘境の名にふさわしかった。

　洞窟の中は意外と明るく、緑も生い茂っており、小屋が一○軒は建てられるほど広いため、外にいるのと雰囲気は変わらない。

　その小屋の中の一つ、ひときわ大きい掘ほっ立たて小屋に、集落の長おさはいた。

　長い顎あご髭ひげをなで、アードの身長の半分ほどの背しかなく、そのくせ二倍の筋力はあるようなごつい体つきのその異種族は、ややぁと口を開いた。

「ふむ、なるほど。ガブロを探しておるか。久しいな、そういう人間に会うのは」

「この近くに、ガブロを見かけた場所があると聞いたんですけど」

「あるにはあるが、昔の話だ。わしも生まれてこの方見たことはない……さて、お前さんたちは見られるといいがな」

　気むずかしそうな口く調ちようとは裏腹に、長は親切にも場所を丁寧に教えてくれた。

　アードが鍛か冶じ屋やに奨すすめられ、手土産に持ってきた酒瓶が効果を上げたのだろう。ドワーフは宴会と酒が好きなのである。

「さて、客人が来たからにはもてなさなければな。皆の者、宴会を開くぞ！」

　案の定そう言うと、彼は宴うたげの準備をし、アードたちはこの集落に一泊することになった。




　空いてる小屋を利用させてもらい、アードたちはそこで寝床の準備をした。

「ぷはー、お腹なかいっぱい」

　言葉通り、お腹をぱんぱんに膨らませたフェニが、木の床にひっくり返る。

　先ほどまで宴で、しこたま飲み食いしていたのだ。ドワーフの食事量は、人間の倍以上に相当した上に、料理も美う味まかったので、フェニたちもつい調子に乗ってしまった。

「だから加減しておけって言ったのに」

　アードは呆あきれたように言いながらも、バックパックから毛布を四人分取り出して、配っていく。旅の疲れが出ていたのか、〈神獣〉たちはそれにくるまり、すぐ眠りについた。

「くかー」「すやすや」「…………」

「ほら、フェニ。足がはみ出てるぞ」

　苦笑しながら、毛布を直してやるアード。他の娘たちのも、点検してやる。

　その後、少ししてから彼は一度小屋の外に出た。明日のガブロ捕獲について、一人で作戦を熟考したいと思ったのだ。

　と、そこに、アードたちと同じように宴会から抜け出てきたのか、一〇歳くらいのドワーフの子供二人が駆け寄ってくる。

「なーなー、兄ちゃん」

「ん、何だ？」

「その籠手ガントレツト見せてよ、面白そうだしさー」

　ドワーフは生まれついての職人だ。だから、珍しい道具には興味を引かれるという。

　納得したアードはうなずいて、籠手を外して見せてやった。子供たちは目を輝かせながら、それを手に持ってしげしげと眺める。

「へー、凄すごい。素材が強度を増すように加工が工夫されてるよ」

「しかも、攻撃を受ける際に受け流しやすくするよう、カットする角度も調整してあるぜ」

「これ、やっぱりそんなに凄いのか？」

「もちろん。こんな見事な作品、他で見たことないよ。うちの職人でも無理じゃないかな」

　ちやほやとされて、アードは何となく誇らしくなった。

　ユニが誉ほめられたみたいで、嬉うれしかったのである。

　と、そのうちドワーフの子供の一人が、首を傾かしげて口角を上げた。

「でも……目はないよな。格かつ好こ悪いもん」

「目だけじゃないよ、何か全体的にへんてこりんなデザインだもんな。ださいよ」

「兄ちゃん、趣味悪いんじゃないの？」

　そして二人して、きゃははと笑う。

　アードはしばらく黙りこくったが、やがて子供二人に近づくと、ぼそり、と告げた。

「そうだな、俺おれもそう思うよ」

「「え？」」

　子供たちが硬直したのは、アードの声が妙に固く、怒っているかと思ったからだ。

　だがアードはしゃがみ込んで目線を合わせると、優しく彼らの肩に手を置き、諭すように言葉を続けた。

「その籠手は確かに、ふざけたデザインだ。そんなものをつける奴やつは悪趣味だろう……でもな、これは俺の『娘』が作ってくれた、世界に一つしかないものなんだ」

「娘？」

「そうだ。そいつは、俺のこと立場上父親としか見てないと言うけど……俺にとっては大切な娘なんだ。そのことに変わりはない」

「…………」

「そして、その娘が作ってくれたものは、どんなものだろうと宝物なんだよ。だから俺はそれをつけることを、誇りに思う」

　アードの言葉は、そのドワーフの子供たちには、年齢的に難しい内容だっただろう。

　しかし彼らは何かを感じ取ったのか、神妙な顔つきでアードに籠手を返した。

「……ごめん、笑ったりして」

「いや、いいんだ」

　アードは笑うと、籠手ガントレツトを受け取って腕にはめた。

　そんなアードを二人の子供は見つめていたが、やがてこちらも笑うと親指を立てた。

「兄ちゃん、明日ガブロとかいう魔物を狩りに行くんだろ。長老から聞いたよ」

「ガブロが何かよくわからないけど、頑張れよな！　俺おれたち、応援してるからさ！」

　二人の子供に「ありがとう」と手を振って、アードは小屋の方へと向かった。

　この時、戸口の側そばの気配が、慌てて引っ込んだことに彼は気付かない。

　その気配の主が小屋の隅で、眠っている他の姉妹に気付かれないようにこっそりと、こうつぶやいたことも。

「父上……」

　声は戸惑うように小さく震え、冷たい夜気へと溶けていった。





　　　　○






　翌日、アードたちはドワーフの長おさに教えてもらった、ガブロの目撃場所に罠わなを仕掛けていた。

　ガブロはすばしっこく、そこそこ力の強い魔物なのだと、事前に調べてきた文献にはある。

　そこで原始的ながら、板を踏むと足の周囲を歯がかみつく『トラバサミ』の罠を仕掛け、動きを止めてから一気に襲いかかることにしたのだ。

　幸いガブロが出現する場所は、乾いた土地で砂も積もっている。中にトラバサミを仕掛ければ、視界から隠すこともできた。

　そして肝心のトラバサミの用意だが、こちらにはアイテム作成のスペシャリストがいるのである。

「ユニがいてくれて本当に助かった。俺一人でも作れないことはないが、効率が二倍になるからな」

　アードはそう言いながら、手際よく金属部品やのこぎりの刃を組み合わせ、トラバサミを作成していった。もちろん、《特殊機械知識スペシヤルクラフト》の神獣スキルが一役買っているのは、言うまでもない。

　ユニも同じように罠を作成していったが、その顔はどこかぼんやりとしていて、心ここにあらずといった感じだった。

「どうしたの、ユニ？」

「え、え？　フェニ、何です？」

「アードに誉ほめられたんだよ？　いつもなら『当然です』とか偉そうで、しかも嬉うれしそうに言うくせにさ」

「わ、私は別に……」

　フェニは意外なところをよく見ている。そんなことを考えつつ、ユニはため息を吐ついた。

　嬉うれしいのは否定しない。それが主を親として慕う〈神獣〉の性さがだからだ。

　だが──それ以上に複雑な気分をユニは抱いていた。

（何か調子が変です）

　昨日、アードとドワーフの子供たちの会話を盗み聞きしてから。例えようもない感情が、ユニの胸にわだかまっていた。

　それは下手すれば手を止めるようなけだるさを引き起こすのだが、幸いにしてそこまで彼女の気力は萎なえておらず、着々と作業は進んでいく。

「お父さん……準備、できました」

　と、ガブロの餌えさとなる干し草を運び終わったナーが告げる。もちろん罠わなに誘導するためのものだ。

　後はトラバサミを仕掛け、ガブロ三匹が現れるのを待つだけだが──。

（そこまでうまくいくはずないか）

　アードは苦笑した。何しろ普通の人間なら一生に一回遭遇すればいい方なのだ。〔悪運ハードラツク〕持ちの自分など、一匹も出会えないに決まってる。

　まぁ、今回は家族旅行もかねた下見ということで、またリウナに手伝ってもらえば──そんなことを考えていたアードは、甘くみていた。

　自分の〔悪運〕に眠る不運の威力と、そのひねくれ加減を。

　それは、罠を仕掛けて岩陰に隠れてから、一時間後に訪れた。

　ドドドドドドッ！

「え？」

　巨大な地響きが鳴り、アードと〈神獣〉たちは目をぱちくりとさせた。

　岩陰から顔を覗のぞかせると、辺りを見回す。

「あ、お父さん……あれ」

　最初に見つけたのは勘の鋭いナーだった。

　そこには遠くから走ってくる、一匹の鹿しかの姿がある。角は黄金色だ。

「やった！　ガブロだ、ガブロが現れた……ぞ」

　興奮するアードの声は、しかし次第に尻つぼみに陥った。

　ガブロはこちらに近づいてるはずなのに、いつまで経たってもその大きさを増さない。

　いや、違った。大きさを増してきた。ただし、予想以上の大きさを。

　目算だが、頭頂まで高さが五メートルはある。

「おい、ユニ。ガブロってあんなに大きかったっけ……」

「調べた資料によると、頭頂までの高さは大きくて二メートルですね」

「じゃぁ、あれは……『突然変異種ヴアリアント』!?」

　突然変異種。生物の中でも環境の違いによって、突如として現れる種のことをそう呼ぶ。

　巨大化や、炎を吐けるようになるなど、様々な個体変化を引き起こしているそれらは、大変珍しい存在で、見られるだけでも希少価値が高いが、魔物の突然変異種は同時に凶暴化が進んでいることが多い。他の生物を見るだけで、問答無用で襲ってくるのだ。

　目の前のガブロも、そのご多分にもれなかった！

「逃げろぉおお！」

　アードが叫んだ瞬間、ガブロは彼らが隠れている岩に突進したところだった。

　巨大な破砕音と共に、重さ一トンはある岩の塊が、粉々に砕け散る。

「げげぇっ！」

　アードは震えながら、〈神獣〉たちをかばいつつ巨大ガブロと対たい峙じした。

　ある意味彼は幸運だったかもしれない。全長が普通のものの二倍以上なら、体積は八倍以上。つまり、目的の角はこの一匹で三匹ぶんとってお釣りがくるのである。

　ただし、この凶暴な鹿しかを倒せたら、だが。

　当然ながら、資料にはここまでのパワーがあるとは表記されてなかった。

（こんなことになるなら、こいつらだけでも集落に置いてくれば良かった！）

　実際、そんなことは誰にも予想できないわけだが、アードは激しく後悔した。

　そうだ、と頭の片隅で考える。

　前のグレーターオーガの時のように、全員が神獣の姿になれば──。

　だが、それより巨大ガブロが動く方が先だった。

「クウウウウウン」

　意外と可愛かわいい声を上げながら、干し草の方に突進していく。どうやら他生物の排除より食事を優先させたようだ。この辺の嗜し好こうは、突然変異種だろうと変わらないらしい。

　踏みつけたトラバサミが作動──せずに、踏みつぶされたのを見てアードはげんなりとする。何という怪力だ。

「よし、今だな」

「戦うの？　いつでも変身できるよ……たぶん、その後すぐ寝ちゃうけど」

　アードの考えを読み取ったように、娘三人が彼を見上げてくる。

　だがアードは首を横に振ると、

「変身できて強いからって、お前らを危険な目に遭わせられるか。このまま逃げるぞ。いくら何でも相手が悪すぎる！」

「えー、つまんないー」

「せっかくの角が、もったいないですね」

　慎重な言葉に、〈神獣〉たちは不満を表した。誰のためだと思ってるんだと、アードは内心遺憾に思う。

　ともあれ、巨大ガブロが餌えさに夢中になってる今がチャンスだ。彼は〈神獣〉たちを伴い、こっそり離れようとした。

　その時である。

「あっ」

　悲鳴を上げてユニが転んだ。足を石に取られたらしい。

「ユニ、大丈夫か！」

「私は大丈夫です……けど」

　ユニの顔面が蒼そう白はくになる。

　彼女の悲鳴がきっかけになったのか、巨大ガブロが彼女の方にゆっくり振り向いてきたではないか。

　その目に、攻撃の意志をこめて。

「グオオオオオッ！」

　凶暴な咆ほう哮こうが響き渡り、ガブロがユニに突撃する。

「ひっ……」

「危ないっ！」

　アードは叫ぶと、ユニを突き飛ばした。

　ガブロの角が、そんなアードの体を軽々とはね飛ばす。

「父上！」「アード！」「お父さん！」

　地面に叩たたきつけられた父親に、娘たちが慌てて駆けつける。

　巨大ガブロはその少女たちにも照準を定めたが、先にフェニが反応した。

「させない！　ユニ、ナー、アードを頼むよ！」

　そして振り返ると、「いけえぇっ！」と雄お叫たけびとともに、その体から白光を解き放つ。

　次の瞬間、炎の鳥＝フェニックスに変じた彼女は、口から炎を吐きガブロに突撃した。




　アードは何とか体を動かして、その場に上半身を起こした。

　体中の骨がバラバラになったような感触を受ける。特に角が刺さった右腕からの出血がひどい。顔をしかめていると、ユニとナーが駆け寄ってきた。

「お父さん！」

「父上、大丈夫ですか！」

「……大丈夫だ」

　泣きそうな顔の二人に、無む理り矢や理り笑ってみせてから、アードは口の中で何事かつぶやき、片手を傷口に当てる。

　次の瞬間、温かく柔らかな光が広がって、照らした傷を癒いやしていった。

「お父さん、それは……」

「前に冒険者ギルドに行った時に、《回復魔法》のスキルも取得しておいたんだ。お前らが怪け我がした時用に……まさか、俺おれ自身に使うことになるとは思わなかったけど」

　そして痛みが治まったのか、アードは立ち上がる。

　足下が少しふらついて、ユニに支えられた。

「おっと、すまん」

「謝るのは……私の方です……私のせいで、こんな怪我を」

　ユニは泣きそうな声をしていたが、アードはその頭を優しく撫なでてやった。

「何言ってるんだ、子を守るのは親として当然のことだろ……たぶんな」

「父上……」

　その優しさに打たれたユニは、アードが推定で喋しやべったことに気付いていない。

　ただ、胸の中に広がる温かい感覚を、心地よく受け取っていた。

（ああ、だから、フェニもナーも……）

　彼女が納得しかかった、その時である。

「……まずいな、フェニの奴やつ苦戦してるぞ！」

「え？」

　フェニックスの動きが鈍いことに、アードは気付いていた。

　まるで、何かが気がかりかのように、全力を出せないでいる。そのため、肝心なところで攻撃を外し、巨大ガブロの角に傷つけられ、ダメージを蓄積しているのだ。

　ユニもそのことに気づき、アードの背中を叩たたいた。

「大丈夫です、父上。父上が応援に行ってあげてください。それで解決しますから」

「……え？」

　その言葉に目を瞬しばたたいていたが、ユニが力強くうなずくのを見ると、アードは走り出す。

「フェニ！」

「アード！」

　フェニックスから明るいフェニの声がした。

「無事だったんだ、心配したんだよ！」

　その言葉と同時に、突然動きのキレが良くなり始める。

　自分を案じるあまり、フェニは戦闘でも調子が出なかったのだと、アードは悟った。

　ユニの言うことは正しかったのだ。

「悪いな、気を持たせてしまって。一気に片付けるぞ！」

　双剣を抜くと、アードはそれを擦り合わせてからフェニに言った。

「タイミングを合わせろ！　一、二の、三で、同時攻撃だ！」

「了解！」

　そして、「一、二の、三！」と声は重なった。

「《不死鳥の炎フエニツクスフレア》！」

「燃え尽きちゃえっ！」

　二つの炎が嘴くちばしと剣からのびて重なり、ガブロの胴に左右から絡みついていく。

　逃げ場を失うクロスファイアに、ガブロは超高温の魔手に囚とらわれると、その体から焦げ付く匂においを立て始めた。

「グアアアアッ！」

　やがて全身は赤い炎に包まれ、ガブロは断末魔の声を上げると横倒しに倒れ、その場で灰かい燼じんへと化していく。

　すべてが燃え尽きた後、そこに残っているのは大きな黄金の枝角のみであった。




　ガブロの枝角を手に入れたアードたちは、ドワーフの集落へと戻り、『神獣装備』を制作することにした。

　アードの双剣は《不死鳥の炎》の代償でまたもや溶けてしまったので、早急に作った方が良いと判断したのである。案外早く材料が集まったので、旅行の日程に余裕ができたせいもある。

　なお、残りの素材はすべて「こんなこともあろうかと」ユニが荷物に忍び込ませていた。

「……って、どうりで大荷物になるはずだ。ガブロの角が見つからなかったら無駄になってたんだぞ、おい」

「見つかったからいいじゃないですか」

　半眼で告げるアードに、ユニはしれっと答えた。

　かくしてユニはドワーフの職人が持つ工房の一つを借り、夕方近くまで鎚つちの音を響かせていたが、やがて立派な金属のきらめきを携えてアードたちの前に姿を現した。




「完成しました、父上。これが『神獣の鎧よろい』と、『神獣の双剣』です」

「これって……」




　アードが啞あ然ぜんとした理由は二つある。一つは双剣と呼ばれて出したものが、二本の小さな短剣にしかすぎなかったからである。

　そしてもう一つは、装備全体に関かかわることだ。

「これ、普通の白銀色じゃないか……しかも、目とかついてない」

「お気に召しませんか？　籠手ガントレツトも無難なデザインに打ち直しておきましたけど」

「いや、俺おれとしては嬉うれしいけど。でも、お前は……」

「……使うのは父上ですから、父上の嗜し好こうに合わせるのが筋というものでしょう。それに、機能性を追求してみるのも、悪くありません」

　ユニはそっぽを向きながらも、どこか楽しそうに言う。

　一体彼女の中で何の心変わりが起きたのか。アードがきょとんとしていると、すたすたと近づいてきて、短剣を持つ手を細い繊手で押さえてきた。

　心持ち、アードの体によりそうようにしながら。ユニは短剣の柄つかにあるスイッチを押すように指示した。

　アードが従うと、ジャキンッ、と音を立てて短剣の側面からさらに刃やいばが飛び出し、あっという間に巨大な三角形を作り出す。要は、刀身が長剣サイズにふくれあがったのだ。

「おおっ、すごい！」

「リウナ殿の長槍バルデイツシユのように、呼べば飛んでくるようにはできませんが……これならいつでも持ち運びが可能でしょう。元の大きさに戻すには、同じ手順を繰り返せばＯＫです」

「ありがとう、ユニ！　これは嬉うれしいギミックだ！」

　そう言ってアードは感激し、ユニに抱きついた。

　ユニは顔を赤くしたが、離れようとはしない。それを見てフェニもナーも「ああ、いいな」とつぶやいたが、それすら耳に入っていないようだった。

　やがてハグから解放されると、ユニはフェニのところに近づき、こう述べる。

「フェニ……前の話なのですが」

「何？」

「一致団結しましょう。父上は……私たちの父上であるべきです」

「うん、頑張ろう！」

　拳こぶしを握ってうなずくフェニと、静かに決意を燃やすユニ。これを見ればリウナは泣くだろう。ナーは苦笑した。

　一方、アードはそんな〈神獣〉たちの様子を不思議そうに遠くから見ていたが、やがてその肩をごつい手に叩たたかれた。

　ドワーフの長おさである。

「お前さんは不思議な男だな。あのガブロに遭えたのは奇跡だが、それが凶暴化していて命を失いかけたというのは、もっと奇跡だ──悪い意味でな。それでも、何とか倒して装備を作ることには成功した。運が良いのか、悪いのか」

「運は悪い方ですよ。ただ、最近はそれだけじゃないと思うけど」

　アードは答えながら、再び楽しそうに笑いあう娘たちの方を見る。

　彼が不幸だけでないと思う理由、それは『神獣装備』を作れたことよりも、そっちにある気がしたからだ。

　便利な存在──だと最初は思っていた。

　だが、今はそれだけではない、そんなことよりもよっぽど大切な想おもいが、彼女たちを必要としているのである。

　すなわち。

「……家族か、いいもんだな」





　　　　○






　数日後。

『エルツェン』の冒険者ギルドの酒場にて、アードはしごく機嫌が良かった。

　何しろ『神獣装備』を身につけてダンジョンに潜ったところ、これが想像以上の威力を発揮した。魔物の攻撃はほぼ受け付けず、トラップの矢も酸も平気の平左な上、双剣は《不死鳥の炎フエニツクスフレア》を使っても溶けなかったのである。

　特に最後の項目が重要で、もう双剣を買い直す必要がなくなったアードは、遠慮なしに神獣スキルを行使、魔物を蹴け散ちらして地下二五階までたどり着くことができた。

「あの野郎、また何かイカサマしてるぜ」

「けっ、よっぽど高レベルの冒険者から良い装備を剝はいだらしいな」

　噂うわさを聞きつけた冒険者たちが、こちらを見てやっかみの言葉を放つが、気にならなかった。むしろ余裕の表情で、柳りゆう眉びを逆立てるフェニたちを「まぁまぁ」と抑えつける。

「お前らに手伝ってもらって手に入れた装備で、ダンジョンを進んでいるんだ。ある意味、インチキと言えなくもない……まぁ、俺おれとしてはまったく気にならないがな」

　そう言って笑ってみせてから、ふと膝ひざの上を見る。

「それにしても、ユニ……お前何があったんだ」

「何がです？」

「いや、そのだな……」

　そこに鎮座してもたれかかってくるユニは、前までのドライさが噓うそのようだった。

　いや、確かに前も少し甘えん坊なところはあったが、どこか遠慮がちというか、一線を画す部分はあった。それが、もうべったりである。

「ずるいよ、ユニ！　アードを独り占めなんて！」

「私は次女ですよ、長女のフェニより甘やかされて当然です。そうでしょう、父上」

「……ユニお姉ちゃん、末っ子の私は……？」

　フェニが興奮し、ナーが泣きそうな声を上げる。アードは苦笑するしかなかった。

　ともあれ、ユニと前より親子としての距離を縮められたのは、良いことだと思う。そう考えて、ふと持ってきた袋の中を見た。












　中には昨日ダンジョンで発掘した魔法のスクロールがいくつかと、『神獣装備』を作った際に余ったガブロの枝角がある。これらは『魔導研究室』に売れば、かなりの価値となるだろう。

「何だかんだで地下二五階まで行けるようになった。宝も順調に発見できるようになったし、俺おれ自身ダンジョンに深く潜れるようになったのが嬉うれしい……ひょっとして、それなりに運が巡ってきてるのかな」

「は、はい、そう思います……一生に一度しか遭えないガブロに、ちゃんと遭えましたし」

「ひょっとしたら、リウナよりも運が良くなってるかもね！」

　アードを称たたえたいナーと、リウナと張り合いたいフェニが、そろってうなずく。

　ユニも膝ひざの上で、アードの頰ほおに手をのばしてふれた。

「きっと、フェニの言う通りですよ。いかなリウナでも、あんな巨大なガブロには遭えないだろうと、私は思います」

「あ、うん、そうか」

　その巨大なところが素直に喜べないところなんだけどな、とか、どうしてユニはリウナを呼び捨てにしてるんだろう、とか思いつつも、アードはうなずいた。

　そして、改めて自分が得た幸運に、実感を持つ。

（そうだ、俺はリウナ以上の運を呼び込んだに違いない。もしかしたら［悪運ハードラツク］の反動かもしれないが……どちらにしろ、今回のことをリウナに話したら、さすがのあいつも驚くだろうな）

　そんなことを考え、にやにやしていると、ふと冒険者ギルドの扉が開かれた。

　現れた姿を見て、アードも〈神獣〉たちもきょとんとする。

「リウナ？」

「あれ、アード。それにフェニちゃんたちも。こんなところでどうしたの？」

　そこに立っていたのは、旅を終えて戻ってきたリウナの姿だったのだ。

　肩に何やら重そうな袋を背せ負おっている。それを見ながら、アードは口を開いた。

「俺おれたちはダンジョンで見つけたものを売りに来たんだが……お前は？」

「わたしは隊商の護衛の仕事が終わったことの報告と、その道すがら手に入れた宝を売りに来たの」

「宝？」

「うん、結構珍しいものらしいから、売れるんじゃないかなと思って」

　そう言いながら、リウナは袋の口を開けて中を見せる。

　──そこには、見覚えのある黄金の枝角がみっしりと詰まっていた。




「え……これは？」

「ガブロって魔物に襲われたのね、五○匹くらい。応戦して倒したけど、角が高価だから持って帰るといいって隊商の人に勧められたの」




　笑顔で語るリウナは、それがどれほどの僥ぎよう倖こうか知らないのだろう。

　一生に一度しか遭えない魔物が、五○匹。しかも凶暴化しているわけでもなく。

　ダメだ。やはりリウナの〔強運フオーチユン〕には敵かなわない！

　アードは何となく〈神獣〉たちと目線を交わすと、うなずいてから、「はぁ」と大きく嘆息するのだった。













第四章　家族の距離感




〈神獣〉たちを発見して約二週間が経たち、アードは彼女たちとの共同生活にも、すっかり慣れつつあった。

　最初は自分のことを父と慕う娘たちに、ひたすら戸惑い、翻弄される一方だったが、今ではそれなりに彼女たちの感情を理解し、向き合うことができる。

　特に、内向的でマイペースなユニが、自分に心を開いてくれた──と思う──のは、最大の収穫であった。彼女の気持ちが、何となく理解できるようになったからである。

　後は元から自分になついてるフェニと、ナーとの関係だが、これも問題ないと思える。

「特にナーは扱いやすいよな。おとなしいし、物わかりがいいし」

　そんなことを考える彼は、この時すっかり忘れていた。

　人生においてつまずく瞬間は、主に油断した時に起きるということを──。




「おい、アード＝グラッサム。冒険者カードのデータ、見せてみろよ」

「何だ、レベル13だぁ？　こんな低レベルでよく地下二五階なんて行けるなぁ」

〈神獣〉たちとの買い物帰り。道具や武器の露天商が並ぶ、商店街の路地にて。

　二人のガラの悪そうな冒険者──ご丁寧にモヒカンとリーゼントだ──に絡まれた時、アードは怒りよりも、正直「またか」という感慨の方が強かった。

　その冒険者たちは、最近飛躍的に冒険をこなしているアードに嫉しつ妬としているものらしく、とうとう噂うわさでは我慢しきれずに直接なじってきたらしい。

　だが、実はアードに絡んできたのは彼らが初めてではない。アードの噂を聞きつけ、その真偽が気になったものたちが、幾度となく彼を訪ねてきたのである。

　そのたびに彼らはアードのレベル13を確かめ、このチンピラ冒険者たちのように驚きの声を上げるのだった。

「……これでも、前よりレベルが１上がってるんだけどな」

　アードは肩をすくめると、無礼な男たちに「がるるるっ」と威嚇をするフェニをなでて、なだめてやる。

　男たちはそんな彼をじろじろとにらみつけながら、なおも難癖をつけてきた。

「お前みたいな万年ルーキーだった奴やつが、いきなりこんなに躍進できるはずがねぇ」

「何かインチキしてるんだろ？　なぁ？」

　脅し声には、懇願に似た悲ひ愴そうな色が含まれている。コンプレックスのあまり、事実の方をねじ曲げたいのだろう。

　その姿はいっそ哀れで、アードは「まいったな」とつぶやき、どう対応したものかと考えあぐねた。そんな時である。




「誰がインチキですか！　お父さんはそんなことしません！」

「え？」

「何も、何もわかってないくせに……適当なことを言わないで、このバカぁ！」




　突如、〈神獣〉の中から金切り声が上がった。

　その声の主がフェニなら、後の対処は簡単だ。一声しかりつけてから、冒険者たちに大声を出したことの非礼を詫わびて、その場から立ち去ればいい。

　だが、問題が一つあり、声の主はフェニではなく──。

「……ナー？」

　声をかけられた少女は、まるで夢から覚めたように慌てて周囲を見回すと、元のおろおろとした挙動に戻って「ごめんなさい」と小さくつぶやいた。

「な、何だよ」

「行こうぜ」

　冒険者二人も小さい子供に大声を上げられたのと、その後の態度の急変に毒気を抜かれたのか、ばつが悪そうに路地を歩き去っていった。

　それを見届けてから、フェニが心配そうに末の妹を見つめた。

「本当にどうしたのさ、ナー。何か顔色が悪いよ？」

「今の叫びは、ストレスが原因ですか。相談になら乗りますが」

　ユニもどこか、おろおろとした表情を隠せない。

　ナーはしかし、首を振ると、ひたすら「ごめんなさい」とつぶやくだけだった。

（まぁ、誰しも機嫌が悪いときってあるよな）

　アードはそう納得することにし、ナーもそれ以降は突然叫ぶこともなく、すべては解決したかのように思えたのである。

　──それが錯覚だと気付くのは、それから数日経たってのことだった。




「アードぉ、助けてぇっ！」

「……またか」

　扉を開けて自分の部屋に飛び込んできたリウナを見て、ナーを膝ひざの上に乗せて本を読ませていたアードは、少しうんざりとした表情になった。

　彼女がこんな声で、こんなふうに自分に助けを求める時、その内容が何なのか大体理解できる。伊だ達てに長い付き合いはしていない。

「また、自分が知らないものを、『知ってる』って豪語して、それを手に入れる依頼を引き受けたんだろう」

「ぞー」

　目の前の泣きじゃくる少女は、気が優しいが優しすぎるのが玉たまに瑕きずだ。

　相手の期待を裏切りたくないばかりに、知らないものまで「知ってる」と宣言して引き受けてしまう。前のマンドラゴラ収穫がそうだった。

　冒険者になる前からこの豪語癖はあり、そのたびにアードに泣きついてくるので、慣れっこといえば慣れっこだが、その反面「いい加減学習しろよ」とは思う。

（ま、これくらいの欠点があった方が可愛かわいげがあるけどな）

　アードはそんなことを考えながら、ぽんぽんとリウナの肩を叩たたいた。

「わかったわかった、手伝ってやる……で、今回は何を引き受けたんだ？」

「裏のおばあちゃんがリウマチが酷ひどいらしくて、薬が欲しいらしいの」

「どんな名前の薬だ？」

「『えりくさー』を、一リットルほど」

「おい」

　アードは半眼でにらみつけてやった。可愛げが少し吹き飛んだ気がする。

『えりくさー』とは『エリクサー』、つまり魔法薬の中でも希少価値の高い薬で、使えばどんな傷や病気もたちどころに治ると言われている。

　冒険者の間でも重宝される貴重な品だが、それがリウマチ治療に使われるとは。

「まぁ、人助けに使われるぶんまだマシだが、よりにもよってエリクサーかよ……ダンジョンの地下四○階より深い層で、時々見つかるとは聞くけどな」

「わかった、それじゃわたし取ってくる！」

「待て待て、お前魔法薬を鑑定するスキルなんて持ってないだろ」

〔強運フオーチユン〕持ちのリウナなら、適当に手に取った薬がエリクサーだったりする可能性もあるが、絶対にそうだという保証もない。

　と、それまで黙っていたナーがおずおずと口を開いた。

「あ、あの、私が何とか……エリクサーのある場所を予知しても……」

「ありがとう。でも、お前の予知は任意にはできないだろう？　ここは違う奴やつに任せよう」

《危険予知リスクプロフエシー》の神獣スキルを持つアードだからわかるのだが、ナーが持つ予知能力はいつも都合よく発動するとは限らない。任意に使える能力ではないのだ。

　だからこそ彼はナーをとどめたのだが、ナーはふと暗い顔をしてうつむいた。

　そこに、廊下からユニがひょっこり顔を出す。

「どうかしましたか、父上。リウナが何やらわめいてうるさいようですが」

「……ユニちゃん、何か口く調ちようにとげがあるんだけど」

「ちょうどいいところにきたユニ。お前、薬って作れるか？」

「機械ほどではありませんが、簡単なものならなんとか」

「なら、リウマチに効きそうなのを作ってくれ。エリクサーなんか渡さなくても、それで充分だろ」

　後半はリウナに向けたものである。彼女は不承不承ながらうなずいた。

　ユニは肩をすくめると、くるりと踵きびすを返す。

「では、早速とりかかるとしますか。いや、本当にリウナは勇者なのに役に立ちませんね」

「……やっぱりユニちゃんが微妙に辛しん辣らつだよぉ」

「前まであんな感じじゃなかったのにな」

　すっかり研究室兼アイテム制作室になった私室へと向かうユニの背を眺めながら、アードは首を傾かしげた。

　そちらに気を取られているあまり、膝ひざの上のナーの様子に気付いてない。

　幼き娘はこっそりため息を吐ついて、憂ゆう鬱うつそうに首を振るのだった。




　そして、それから一時間後。

「あ……」

　ユニの間の抜けた声と共に、大きな爆発音が響き渡り、リウナの屋敷の中はすっかり煙と煤すすに覆われてしまった。





　　　　○






「びっくりしたよ、家中煙だらけになるんだもん」

　フェニが歩きながら、ナーとユニの服をぱしぱしと払ってやっていた。

　もっともそれくらいでは、顔や服についた煤は落ちたりはしない。きちんと洗う必要があるだろう。

「面目ありません……書物に記されている通りにやれば、何となくできると思ったのですが」

「……初挑戦だったのか」

　とぼとぼと歩くユニに、同じく煤だらけのアードがうめいた。

「試してみるのはいいことだが、他に迷惑はかけないようにしないとな。お前が薬の調合に失敗したせいで、家中汚れたんだから。ほら、家主であるリウナに謝っておけ」

「申し訳ありません、あくまで家主であるリウナ殿」

「何か、言葉に含みを感じるけど……わたしは気にしてないよ。こうやって、皆で温泉に行けるんだしね」

　そう言いながら笑う彼女の顔も真っ黒だ。

（しかしまさか、温泉に入れるとは思わなかったな）

　アードは心中でつぶやきながら、彼女たちとともに歩く街道の先、以前訪れた『魔性の森』のある方角をぼんやり眺めた。

　ユニの薬剤調合失敗により生じた家の汚れは、あまりにもしつこく範囲も広く、業者に頼んで徹底的にハウスクリーニングしてもらうことになった。

　その間自分たちの汚れをどこかで落とそうということになり、その時にリウナが温泉に行こうと提案したのである。

「『魔性の森』の外れで、偶然温泉を見つけたの。ちょっと時間がかかるけど、空気が美お味いしいし、いいところだよ」

　ちょうど岩や茂みに囲まれている場所で、誰かに見られる心配もなく、のびのびと裸になれるらしい。そんな穴場を見つけられるのも、〔強運フオーチユン〕あってのことだろう。

　どのみち掃除に時間もかかるだろうと、アードはそれを承諾し、〈神獣〉たち＋リウナとともに、手て桶おけと手ぬぐいを持って出かけることにした。

　道を歩き歩き、リウナが楽しそうにアードの隣によってくる。

「温泉温泉♪　ねぇ、アード。一緒にお風呂入るの久しぶりだね♪」

「……いや、一緒には入らないぞ。入れるわけないだろ、この歳としで」

「え…………あ、うん、そうだね。あはは、わかってるってば」

　何な故ぜか顔を赤くして、慌てて手を振るリウナ。

　と、そこにフェニがやってきて、何やら得意げに言った。

「ふふーん、あたしたちは一緒に入るよね、アード」

「え、いや、リウナと一緒に入れよ。俺おれは後から一人で入るし」

「でも、ユニとかどうせ髪洗ってもらいたがるし、ナーも一緒に入りたいと思うよ」

「うーん」

　実のところ、それらの理由で〈神獣〉たちと一緒に風呂に入るのは、アードの日課にはなっていた。

　ユニやナーはもちろん、フェニと一緒に入るのすらもう慣れてしまっている。

　だから、彼は何となしに答えた。

「まぁ、いいか。一緒に入ろう、家族だしな」

「やたっ！　一緒にお風呂！」

　そしてフェニはアードの腕にまとわりつくようにして、引っ張り歩き出す。

「ふふ、楽しみです」

「シャンプーはお願いします、父上」

　ナーとユニもそれに混ざり、アードも満更でもなさそうな顔を見せ、楽しそうなファミリーは固まって歩いて行く。

　リウナは足を止め、ぽつねんとたたずんでいたが、やがて意を決したように声を上げた。

「あ、あのっ！」




　リウナの言う通り、温泉は秘境ともいうべき木々や岩などの自然に隠された場所にあり、ぽこぽこと沸き立っている源泉と、近くの川から流れ出た水が混ざりあって、実にいい温度を保っていた。

　木陰で服を脱ぎながら、しかし温泉の方に意識を向けるアードは、どことなくばつの悪そうな顔をしていた。

「なぜ、こうなったんだ」

　憮ぶ然ぜんとつぶやき、きゃっきゃとお湯をかけあう〈神獣〉たちの横をすり抜けた。

　温泉は広いとはいえ、数人詰め込めば座って浸つかれる場所は自然と限られてくる。

　だから、あくまで仕方なく──そう自分に言い聞かせながら──アードは『そこ』に腰掛けた。

　すでにリウナが浸かっている、その隣に。なるべく彼女の方を見ないようにしながら。

「なぁ」

「うん？」

「恥ずかしくないのか？」

「……正直言うと、ちょっと恥ずかしいかも」

「じゃぁ、何で『一緒に入る』なんて言い出したんだよ！」

「だって、仲間はずれはイヤだったんだもん。皆楽しそうだったし……」

　リウナは口を尖とがらせた。たぶん。アードはそちらを見ていないので、想像しかできない。

　さっき瞬間的に確認した限りでは、タオルを頭の上に載せていた。つまり、首から下は生まれたままということだ。

（落ち着け、リウナと風呂なんて小さい頃に経験済みじゃないか。何を照れることが……あるよなぁ、やっぱり）

　幼おさな馴な染じみ特有の思い出で自分を誤ご魔ま化かそうとしたが、やはり年頃の男として、年頃の女性が裸でいるというシチュエーションに、耐えられそうになかった。

　顔を真っ赤にして湯に半分沈み込んでいると、リウナが声をかけてくる。

「そ、それにしてもアード、ななな、何か暑いねぇ」

「そりゃ温泉だからな……お前さては、すごく恥ずかしいんだろ」

「うー、だってぇ」

「安心しろ、そっちは向いてないから……気を紛らわせるために、何か話でもするか」

　そう提案すると、リウナは何か思い出したかのように「あ」とつぶやいた。

「そういえばアード、『宝のない宝の部屋』って知ってる？」

「あ、宝がないのに、宝の部屋？　何だそりゃ」

「ダンジョンの地下三三階に、隠し部屋が見つかったんだよ。宝箱どころか、棚一つない部屋が」

　その部屋はごく最近になって発見されたと、噂うわさでは聞く。

　相当巧妙に隠されていたので、宝がある気配が濃厚だ。だが、誰一人としてその宝らしいものを見かけていない。本当に空っぽなのだ。

「ふーん。それじゃやっぱり空き部屋か、もしくは、誰かがこっそり宝を持っていったんじゃないのか？」

「そういう意見も出てるんだけどね。勘の鋭い冒険者がそろって『絶対に宝が残ってる』って断言してるの。それに、部屋には結構手て強ごわいガーディアンが現れて、侵入者を追い返そうとするらしいよ」

「ガーディアンか……確かにそれなら、宝が残っている可能性はあるな」

　ダンジョンに出現するガーディアンは、魔法で動く石像、もしくは機械で作られた魔導兵器であることが多く、彼らの目的はその名の通り特定の部屋の守護だ。

　守護するからには、その部屋には何か大切なものが存在していることが多く、ダンジョンで大切なものといえば財宝の可能性が高い。

　いつの間にか話への興味から、アードはまっすぐにリウナの顔を見つめていた。リウナも照れることなく、真剣にうなずいてくる。

「そういうわけで皆必死に探してるけど、地下三三階だから、滅めつ多たに行ける場所じゃないし、隠し部屋がどこにあるか今一はっきりしないから、たどり着ける人も少ないの」

「それで、未いまだにその部屋は、『宝のない宝の部屋』のままなわけか。ふむ」

　すっかり興味を持ったアードは、宙を見据えながらつぶやく。

「地下三三階……俺おれでもぎりぎり行けないこともないな」

　最近のアードは、二時間という限られた時間で、なるべく階下に潜るよう挑戦している。

　それは下に行けば行くほど貴重な宝と遭遇する可能性が高いという理由の他に、自分を鍛えるためなのだが──ともあれ、地下三三階は数回たどりつけるようになっていた。

「よし、機会があったら挑戦してみよう。リウナはいいのか？」

「わたしはいいよ。わたしの力は、あくまで困ってる人を助けるために使いたいから。そういう宝探しは、アードに任せる……あ、でも、『魔導研究室』の試練が終わったら一緒に冒険しようね。楽しみにしてるから」

「へいへい……何で俺と一緒だと、行く気になるのかね」

　アードのつぶやきに、リウナは軽くふくれてみせる。何でわかってくれないんだろう、といわんばかりに。

　と、そんなおり。二人のそばにフェニが近づいてきて、アードに向かって告げた。

「ねぇ、アード。ちょっと、お話があるんだけど」

「何だよ、いつになく真剣な声出して。何か気になることでもあるのか？」

「……うん、あのね。ナーが何となく変なんだよ」

　そう言って眉まゆを寄せたフェニは、のぼせたのか温泉のほとりでゆだっているユニ──の側そばで、ぼんやりとうつむいているナーを見た。

　確かに表情が暗い。

「そういえば、最近何か元気がない気もするな」

「うん、言われてみればそうだね」

　訝いぶかしがるアードに、リウナも少し心配げにうなずく。

　ナーは元から大人しく目立たない方だが、これでも〈神獣〉の中では、姉二人を差し置いて一番家事をこなしてくれる、貴重な存在だ。

　最近ではリウナから料理も習い、めきめきと腕を上げてきて、アードにエビフライまで作ってくれたくらいだ。アードが感涙したのは言うまでもあるまい。

　そのナーの様子がおかしければ、皆はやはり気にかける。

　実のところ、アードは彼女の表情が優れないことに、前から気付いてはいた。具体的に言えば、冒険者ギルドで冒険者たちに声を荒げた日辺りから。

　一度その辺の理由を尋ねようともしたのだが、ナーが察して適当に誤ご魔ま化かすので、聞くことができなかった。

　誤魔化すくらいなら大したことないのか、とその時は思ったのだが──。

（さすがに気になる。もう一度、何があったのか訊きいてみるか……あくまで優しく、な）

　ことはデリケートな問題かもしれない。相手が家族である以上、それにずかずかと踏み込むのは、ナーを娘として大事に扱えていないことになるだろう。

　そう考えながら、アードはとりあえず声をかけるべく、湯の中を進もうとした。

　次の瞬間。




「…………っ！」




　彼は何かに気付いたか、用心のために両足につけていたホルスターから短剣を抜き出すと、湯から地面へと一気に飛び上がった。

　腰のタオルすら取れ、あまりにもあまりな姿だが、恥ずかしがっている場合ではない。

　微かすかな、それでいて確かな危険の信号が、彼の首筋を刺激したのである。

「どうしたの、アード!?」

　彼の心理を読み取ったか、近くにおいてあったもう一枚のタオルを咄とつ嗟さに体に巻き付けると、リウナも温泉から出た。

　ピンク色の突起や金色の茂みなど、体の色彩が濡ぬれた布を透かして見えるが、これも照れている状況でないと理解しているのか、表情はいたって真面目まじめである。

　長槍バルデイツシユの『バルちゃん』を召喚して構え、アードと背中合わせに立つ。

「リウナ、気をつけろ！　魔物が来るぞ、しかもこの感覚は……多勢だ！」

　アードは叫ぶと、短剣のスイッチを押して双剣へと変えた。

　すでに凶気をはらむ気配は周囲に充満し、草むらからわずかに動く音がした。

「え、魔物……？」

　呆ぼう然ぜんとつぶやく影がある。一番幼い〈神獣〉が。

　次の瞬間、茂みから大量のトカゲが姿を現し、にじりよってきた。

　その全身は、赤く色づく炎に包まれている。

「火ひ蜥蜴とかげ──『サラマンダー』だ。温泉がわいていたのは、こいつがいたからか」

　火を司つかさどる魔獣とも呼ばれるサラマンダーは、地底に巣を作り、時々周囲にある地下水を自らの熱で温水に変えてしまう。ここにある温泉も、それが原因で生まれたのだろう。

「フェニ、こいつらに炎は通用しない、下がってろ！　リウナ、来るぞ！」

「「了解！」」

　アードの指示にリウナとフェニが答えたと同時に、炎をまとうトカゲたちは一斉に襲いかかってきた。

　幸い、サラマンダーはさほど強い敵ではない。こちらにはリウナもいる。戦いは苦にはならないはずとアードは踏んでいた。

　実際にその通りで、数分後には二人は魔物を全滅させるのだが──アードは、彼らが戦っているうちに流れた、ある言葉には気付かずにいた。

　それは、とても暗く、脆もろく、湿った声でつぶやかれたのである。

「……魔物近くにいたのに……私、何で……」





　　　　○






　それから数日、ナーはますます落ち込んだ表情で日を過ごしていた。

　ほとんど無言で、誰かと言葉を交わすことも少なくなっている。

　アードにリウナ、それにフェニにユニも、そんな彼女のことを心配し、何かと原因を探りだそうとするのだが、彼女の言動からはそれを察することはできなかった。

　なら、直接聞くしかない。

　アードは意を決して、彼女を自分の部屋に呼び出した。

「皆も心配している。何か困っていることがあるなら、教えてほしいんだ」

　なるべく優しい声でそう尋ねたところ、ナーは少し逡しゆん巡じゆんしてから、落ち込んでいる理由を語ってくれたのである。

　それによると──。




「能力にガタがきてる？」

「……はい」

　ナーは申し訳なさそうにつぶやいて、そっと目を伏せた。

　今にも泣き出しそうだが、それを精一杯我慢している。そんな空気がにじみ出ている。

「最近、予知がまったくうまくできていません……この間の温泉の時も、敵の出現にお父さんは気づいたのに……わたしは全然わかりませんでした」

「そんな、たまたまだろ……どんな人間や生物にも、調子がいい時、悪い時ってものがあるんだからさ。一回や二回の不調で、ガタがきたと決めつけるのは……」

「でも、その後も、頭の上に石を投げたりして、色々と試してみたんですけど……やっぱり、うまく危険に対する勘が働かないです……私、どうしたらいいかわからなくて……」

　声に湿っぽいものが混ざってきて、アードはまずいと思った。

　どうやらナーの能力が低下しているのは、本当らしい。いわゆるスランプというものだろう。これが人間の能力とかなら、放ほうっておくか気分転換でもすれば治ることが多いが、相手が〈神獣〉だと、そのありきたりな方法で解決するかどうか疑問であった。

　だが他に妥当な励まし方が見つからない。仕方なく、そのありきたりを口にする。

「まぁ、その何だ、あまり気き負おわないことだ。うまくいかない時はうまくいかないし、焦ったところでそれが治るわけじゃないからな」

　だが、ナーはその言葉にかたくなに首を横に振る。

「でも、それだと……私、お父さんの役に立ててない……」

「え？」

「フェニお姉ちゃんは戦闘で、ユニお姉ちゃんはアイテムの制作で、お父さんをサポートしています。でも、私は〈神獣〉なのに……それができない……悔しいです」

　その言葉に、アードはようやく理解した。

　ナーは自分のために、自分の能力の低下を憂えているのではない。

　アードのことを思い、慕うからこそ、役に立てていない自分を不ふ甲が斐いなく思うのだろう。

　心優しい彼女らしい見解だ。アードは微笑ほほえましく、そして嬉うれしく思うと同時に、彼女をなんとしてでも慰めてやりたいと思った。

　ナーの小さな頭に手を置いて、声に優しさを込める。

「大丈夫だ、ナー」

「……お父さん？」

「お前はいるだけで俺おれの役に立っている。能力なんて二の次だよ。存在だけでありがたいんだ」

「お父さん……」

「俺おれが、ダンジョンに一生懸命潜るのは、お前らがいるからなんだ。お前らのためなら、どこまでだって頑張ろうって思える……俺は、お前たちがここにいるだけで、充分に力をもらっているんだよ」

「……………………」

　ナーはうつむき、黙りこくっている。

　どこか湿っぽい空気は霧散していて、自分の言葉が伝わったのだと、アードは思った。

（これで、ナーも元気を取り戻してくれるはずだろう）

　──それが大いなる勘違いと気付かずに。




「……です」

「え？」

「……そんなの噓うそです。いるだけで役に立つなんて……」




　ぽつりとつぶやくナーに、アードは目を丸くする。

　彼女の言葉もそうだが、声に強い拒否の意志を感じ、慌てたのだ。

「お、おい、何を言ってるんだ。誰も噓なんかついてない……」

　しかし、ナーはにらむようにして彼を見つめてくると、悲ひ愴そうとも言える声で尋ねた。

「じゃあ、どうしてこの間の冒険者の人は、お父さんのことをからかったんですか」

「え？」

「お父さんがちゃんと実力のある冒険者として、周囲に認められていたら、からかわれることはなかったじゃないですか！」

「…………！」

　その悲痛な訴えに、路地でナーが叫んだ言葉をアードは思い出す。

『誰がインチキですか！　お父さんはそんなことしません！』

『何も、何もわかってないくせに……適当なことを言わないで、このバカぁ！』

　思えばあの頃から、ナーは自分の無力を痛感していたのだろう。

　だからこそ、冒険者たちがアードをなじった時、悔しくて、でも他にできることがなくて、叫び声を上げたのだ。

　アードの中でその時のナーと、今顔を伏せているナーが重なり、彼女は顔を上げた。

「……私がちゃんと役に立ってれば、あんなこと言われずに済んだのに……なのに！」

　その目を大きく潤ませる雫しずくが、つーと頰ほおを伝っていく。悔しさの涙と知って、アードは頭を殴られるような衝撃を受けた。

「ナー、お前……」

「フェニお姉ちゃんもユニお姉ちゃんも自分のやるべきことはちゃんとできています……でも、私は何にもできていない……私、私……やっぱり役立たずだ！」

　悲痛な声を上げると、ナーは扉を開けて部屋を飛び出した。

　その背中を追いかけることが、アードにはできない。かける言葉が見つからないのだ。

　ただただ、自分がナーとの、幼い娘とのコミュニケーションに失敗したと知って、後悔と自責の念に囚とらわれるのであった。

「俺おれは、どうすれば良かったんだ……」

　しかし、その問いに答えるものは、この場にはいなかった。




「なるほど、それで私のところに相談にきたわけね」

「……いや、別に相談しにきたわけじゃないんだけどな」

　むしろ、厄介な相手と遭遇した意識が強い。

　そんなことを考えながら、アードは自分の前に腰掛ける『魔導研究機関』副室長、ラナン＝アルサノイズを半眼で見つめた。

　ここは飲食店が並ぶ通りにある喫茶店、そのオープンスペースだ。

　ナーを慰めることに失敗したアードは、その解決方法を探りたくて、自分についてきたがるフェニやユニに頼み込み、しばらく一人にしてもらった。

　そして、特に目的もなくとぼとぼと町中を歩いていたら、この店の表で、白いテーブル席に座るラナンとばったり出会ったのである。

「あら、何やらお悩みのようね。面白そ……辛つらそうだから、相談に乗ってあげるわ。本当は仕事で忙しいんだけど、特別サービスよ」

　一方的にそう告げるラナンに、最近この街で売り出された椰や子しの実のジュースをすすり、片手には土産物の腕輪をぶら下げている人間のどこが忙しいんだ、などと思いつつも、何かの足しになるかもしれないと考え、アードは彼女に相談することにした。

　そして先刻、すべての事情を語り終えたのである。

「あいつはどうしても俺の役に立ちたいんだ、そんなことしなくてもいいのに」

　アードはそう付け加えると、注文したコーヒーを一口すすった。

　いつもより苦く感じ、顔をしかめる。その表情を崩さず、言葉を続けた。

「確かにあいつらの力は想像以上に凄すごくて、俺は以前とは比べものにならないほど快適にダンジョン探索が進んでいる。〔悪運ハードラツク〕を補ってなお余りあるくらいで、そのことに喜んでいたのは確かだ」

「…………」

「でも、最近はそうじゃない。なんて言うか、あいつらは側そばにいてくれるだけで、それで十分なんだ。それに俺おれはあいつらの父親だ、子供が役に立たないからって、そんなことで落ち込んでいてほしくないんだよ」

「なるほど、なかなか親らしい意見が出るようになったわね」

　ラナンはうなずくと、意味ありげに片方の眉まゆを上げた。

「でも、ナーちゃんはそうは思ってないと」

「ああ。俺の役にどうしても立ちたいんだろうな。自分の能力にこだわってる……見ていて気の毒なくらいだ。俺はあいつの力になりたい」

　そして、アードはテーブルに突っ伏すと、心の底からため息を吐ついた。

「本当、こういう時家族として、どういうふうに優しく接すればいいんだ。誰かに答えを教えて欲しいよ」

　そんな彼をラナンはじっと見つめていたが、やがて軽く目を閉じると、若干冷ややかな声でつぶやくのだった。

「なんて言うか、可哀かわい想そうなくらいに必死ね」

「そうだな。ナーの奴やつ、そこまで思い詰めなくても……」

「娘ナーのことじゃないわ、あなたのことよ。アード＝グラッサムくん」

「え？」

　意外な言葉にアードが驚いて顔を上げると、ラナンは目を細め、彼を見つめてきた。

「あなたは〈神獣〉たちの父親であることに、そして家族として接することに、ずいぶんとこだわってるのね。まぁ、無理もないと思うけど」

「……どういうことだよ」

「実は最近、もう一度あなたのことを調べさせてもらったの。〈神獣〉を貸与するのだから、もっと深く知っておく必要があると思ってね。そうしたら、意外な事実が出てきたわ」

　美しきエルフは一度口を閉じ、言うか言うまいか躊ちゆう躇ちよしているようにも見えたが、やがておもむろに言葉を紡いだ。




「……あなた、孤児なんですってね」

「…………！」

「事情は不明なれど、街角に捨てられていた赤ん坊。それがあなただった。あなたは小さな孤児院に引き取られ、育てられた……合ってるわよね？」

「……その通りだ」




　アードは認めた。ほろ苦い過去を思い出しながら。

　彼には親の記憶がなく、孤児院で暮らしていた彼はそのことが他人と違うことに気付き、ずっと寂さみしい思いをしていた。

　もちろん、育ての親である孤児院の先生は彼に良くしてくれていたが、それでも街に住む他の子供たちと自分を比べると、みじめな気分になるのは仕方なかったであろう。

　だからこそ彼は、〈神獣〉たちがかつての自分と同じ孤独と寂せき寥りようの陰を見せた時、彼女たちとなるべく一緒にいようと思ったのである。

　しかし。

（でも、それが一体何だっていうんだ。俺おれはもう過去のことと割り切ってるし、昔の自分のような思いをさせないために、あいつらにはできる限り優しく接しているつもりだ……俺を育ててくれた先生のようにな）

　そう考えると、孤児だったことはむしろ経験としてプラスに働いているのではないのか。

　その意見をラナンに述べると、彼女は微苦笑を浮かべた。

「確かに、あなたは〈神獣〉たちに家族として接しようと努力しているわ。それは認める……でも、その家族観に問題はないのかしら」

「問題？」

「あなたは言ったわね。家族として優しく接したいと。それはある意味正しい。しかし、優しさだけが家族の、親のあり方ではないと思うのよ」

「…………」

　アードはその言葉に反論しようとして、しかし声が出なかった。

　家族は優しく、そして温かくあるべきだ。自分を育ててくれた孤児院の先生も、そう接してくれたはずだ──だが。

　ふと思い返す。本当に先生は、自分を優しく諭すだけだったか。

　小さい時の記憶が不意に蘇よみがえる。彼が先生に、ある悩みをぶつけたことがあった。

　その時、先生は淡々と口を開き、その表情に優しさはなく──

　気がつけば、アードは我知らずぽつりとつぶやいていた。

「家族は……親は、ただ優しくするだけじゃ、ダメなのか」

　そんな自問自答をする彼に、ラナンは微苦笑を浮かべてみせた。

「正直、何が正解かはわからないわ。私も子供を持ったことがないから……でも、想像以上に親っていうのは大変なものだと思うの」

　そう言ってから、おもむろに席を立つ。

「まぁ、あなたはあなたなりに適当に頑張りなさいな。そして何か面白いことがあったらまた私に報告してちょうだい。期待しているわよ、アードくん」

　わざと混ぜっ返すように言うと、通りを歩き去って行く。

　当然ながら、テーブルの上に硬貨は残されていなかった。

「……ケーキとジュース代、置いてけよ。まったく」

　アードは苦笑しながらも、授業料として払っておくことにした。

　彼女には、一応助言をもらったのだから。

「俺おれは、俺なりにか……よし」

　自分の頰ほおを両手ではたくと、彼はある決意を固めた。





　　　　○






　その日、リウナを手伝って夕飯の支度をしていたナーは、アードに声をかけられて彼の部屋へと赴いた。

　小さな木き椅い子すと、ほんの少しの調度品、そしてベッドくらいしかない部屋は、しかしナーの父たる青年が笑って迎えてくれることが多く、彼女は密ひそかにお気に入りだった。

　そして、今日も。その部屋ではアードが椅子に腰掛けていて、ナーを見て微笑ほほえんだ。

「ナー、一緒に出かけるぞ」

「お出かけ……どこですか……？」

　アードと一緒に外出するのが好きなナーは、少し嬉うれしそうに尋ねる。

　その問いにアードは一つうなずくと、軽い口く調ちようで告げるのだった。

「ダンジョンだよ」

「え？」

「今からダンジョンに潜る。俺とお前の二人でな」

「…………はい？」

　目を点にしながら、末の〈神獣〉は呆ぼう然ぜんとたたずむのであった。




　ダンジョンの入り口は、町外れにある小さな神殿風の建物の中にあった。

　その建物の中央には下へと続く階段があり、その先はもう地下一階の始まりである。

「それじゃ、行ってくる」

「おう、気をつけてな」

　入り口建物の番をしている、全身に鎧よろいをまとった守衛──そのような存在があると、ナーは初めて知った──と挨あい拶さつを交わすと、アードは階段を降りていった。

　薄暗い通路を抜けて、降りた先は、魔法の灯あかりに照らされた石畳の迷宮──ダンジョンだ。階下についた彼は、緊張した表情を見せた。

　背せ負おっている袋を開いて、中の道具や武具の点検をし、手作りらしい地図を広げる。

　そんなアードに、ナーはずっと疑問に思っていたことを口にした。

「あの、お父さん……どうして私と二人でダンジョンに……？」

「お前たちを危険から確実に守るには、連れて行けるのは一人が限度なんだ。《脱出（小）エスケープ・リトル》の対象者が俺ともう一人だけだからな。この制限がなかったら、フェニたちも連れて行ってもいいんだが……」

「そうじゃなくて……！　私はダンジョンでの予知が主な仕事です……後は危険や罠わなの感知もできますけど、それはお父さんが神獣スキルである程度使えるし、連れて行くなら私じゃなくて、いつものようにフェニお姉ちゃんの方が……」

　だが、その言葉は途中で遮られる。

「お前、さっき言ったよな。自分が俺おれの役に立ってないって」

「それは、その……はい」

「じゃあ、今から役に立ってくれないか」

「え？」

　ナーが瞬まばたきをすると、アードはユニ手製のライトを点つけながら──基本的にダンジョンに魔法の灯あかりは灯ともっているが、用心のためだ──彼女の顔を真剣な眼まな差ざしで見つめた。

「今から俺は、ダンジョンの中を適当に歩く。罠に対する注意も払わないし、魔物にも気をつけない。《危険予知リスクプロフエシー》が働いても、それは気にしないことにする。だから、俺の代わりにお前にそれらの危険を察知してほしいんだ」

「……！」

「お前の能力なら、危機を察するのも可能だろう。当てにしてるぞ」

「そんな……！」

　無む茶ちやだ、とナーは思った。

　ダンジョンでは、どこかに潜んでいる管理用ガーディアンや、生息している魔物が、既存の罠を張り直したり、違う罠を仕掛けたりすることが多々ある。

　中には希まれに、高度な魔法や技術、さらには古代魔法文明の装置を使用し、壁や通路、部屋を増築してしまうものもいるのだ。

　ただし、中にはどこからか──ダンジョンの地下一○○階あたりに製造工場があるという説が今のところ有力だ──新しく魔法の品を運んできて、新造した部屋に置くガーディアンもいるので、それを進んで探しだし、倒そうとする冒険者はあまりいなかった。

　ともあれ、ダンジョンでは今までマッピングしていた情報があてにならない可能性は十分にあり、そのため常に気を引き締めなければ危険なのである。

　それなのに、現在不調な自分に危機の判断をゆだねてくるなんて、無謀にもほどがある。

「考え直してください……！　今の私じゃ……危険すぎです」

「大丈夫だ、どんなことがあってもお前は絶対に俺が守る。それだけは約束するから」

「私のことじゃなくて……お父さんのことが……」

　しかしアードはそんなナーに背を向けると、「頼んだぞ」とだけ告げ歩き出した。

　本当に無防備な歩き方だ。町中を適当にぶらついている時と、そう変わりない。

　ナーははらはらしながら、仕方なく彼に及ぶ危険を察知しようと試みた。

　だが、彼女は自分のスランプに、うまく働いてくれない能力に悩んでいるのだ。それが都合良く、こんな時だけ働くとは思えなかった。

　そして、その予想は的中し、アードが地下五階に降りるまでの十数分間、それは多くの災難が彼を襲ったのである。




「はぁ、はぁ」

　荒い息をつきながら、アードはさすがにへばったように、腰を下ろした。

　地下五階にある空き部屋の一室である。

　魔物がいないことを確かめてから、彼は《回復魔法》で傷の手当てを始めた。

「しかしまぁ、我ながら［悪運ハードラツク］が絶好調なことだ……ここに来るまでにサーベルタイガーの群れに襲われ、つり天井に転がる岩、落とし穴に引っかかり、挙げ句の果てに見つけた宝箱はミミックで、もう少しで喰くわれるところだったからな……本当、神獣の鎧よろいがなければ詰んでいたよ」

「ごめんなさい……」

　その横でしょげたようにつぶやくのはナーだ。

　彼女は、今彼が言った災厄すべてを、予知することも、感知することもできなかったのだ。そのくせ自分はアードに的確に守られ、怪け我が一つない。

　だが、アードはそんな彼女の頭を撫なでると、やや優しげな声で告げた。

「それでも、少しは罠わなや魔物の予知に成功している。その調子で、最後まで頼むぜ」

「あの」

　ナーはふと顔を上げると、自分の「父親」と目線を合わせて尋ねた。

「お父さんはどうして、こんな無む茶ちやをするんですか……？　こんなことして、一体何になるんです……？」

　疑問を口にしつつも、彼女は何となく悟っていた。

　アードは、自分の能力を鍛え上げ、そして自信をつけさせるためにこのダンジョンに連れてきたのだと。そのために、危険の察知を一任しているのだ。

　しかし、彼女の力は能動的に使えないものだ。どれだけ回数をこなそうと、無意味である。少なくともナーはそう考えていた。

　そんな彼女をアードはしばらく見つめていたが、やがて苦笑を浮かべて言った。

「本当はな、最初俺おれは、お前のことを放ほうっておこうと思ったんだ」

「え……」

「昔、俺を育ててくれた先生のように……あ、まだお前たちには言ってなかったな。昔、俺は孤児だったんだよ」

「そうだったんですか……」

　呆ぼう然ぜんとつぶやくナーに、アードは、自分を育ててくれた先生は人格者で、彼に育てられたことで自分は幸せだったと付け加えた。

　何も不自由に、そして不幸に感じることなど、なかったはずだと。

「でも、幼い俺おれはどうしても気になることがあったんだ。そして、一度先生にそれを尋ね、困らせたことがある」

「何を、尋ねたんですか……？」

「『俺はどうして、先生の本当の子供じゃないんだ。本当の親子だったら、もっと幸せだったんじゃないか』って」

「…………！」

　その言葉にナーは絶句した。幼いアードが、胸にどんな気持ちを抱いていたのか、何となくわかったからだ。

　寂さみしいという気持ち、その感情からくる不安──それは目覚めたばかりの自分も同じで。

　しかし、現在のアードは何でもないように笑った。

「街で見かける子供たちは、大体親と一緒だった。それが俺にはまぶしく見えたんだな。だから八つ当たり気味にそう聞いた。そうしたら」

　その先生は静かに「自分で考えなさい」と告げ、背を向けたのだという。

　本当は優しい言葉をかけてほしかった。血のつながりなどなくても親子だと保証してほしかった。だから幼い彼はその態度に傷ついたそうだ。

「……でも今思えば、先生は俺自身にその答えを出してほしかったんだろうな。だから、あえて突き放した。それが先生なりの、親としての接し方なんだと思う。そのことを思い出した時、俺は気づいたんだ。優しくするだけが家族のあり方じゃないって」

　たまには厳しく、見捨てるようであっても、それが本人のためと思うならその姿勢を貫く。それもまた家族愛の形なのだ。

「だから、私も放ほうっておこうと……」

「…………最初はそう思ったんだけど、無理だった」

　ナーのおずおずした声に、アードは再び微苦笑を浮かべる。

「お前を突き放すなんて、俺にはできなかった……まだ親として修行が足たりないんだろうな。でも、今までのようにただ優しく接するだけじゃダメだというのもわかる。だから必死に考えて……こんなことしか思いつかなかった」

　それが、ダンジョンでナーを鍛えることなのだろう。アード自身を教材にして。

　彼女だけを辛つらい目に遭わせるのではなく、自分も一緒に辛い目に遭うことで気持ちを分かち合い、共に厳しい環境に立とうとアードは思ったのだ。

　ナーにはその気持ちが、不器用なりのアードの愛情が嬉うれしかった。

「ありがとう、お父さん……でも、私は……まだ調子が……」

「焦らなくていい。とりあえず今回は地下三三階まで行こう。実は、リウナに『宝のない宝の部屋』について聞いてから、一度は行ってみたいと思ってたんだ……お前を連れてな」

「……私を、どうして？」

「決まってる、宝が何かわかるかもしれないじゃないか。お前の予知や感知ならそれができるって、俺おれは信じてるんだ」

「……信じて」

　ドクン。沈んでいた心の中で、何かが動いたのをナーは感じた。

　期待されている、自分が。大好きな父親アードに。

（私、今までお父さんの役に立てていないって、そんなことばかり考えてた……でも、本当は違うんだ……私が考えなくちゃいけないのは）

　役に立ちたい。

　その思いが胸に刻まれた時、ナーの中で何かが膨らんだ。

「お父さん……行こう、地下三三階に」

「ナー？」

「大丈夫……もう絶対に、お父さんを危険な目に遭わせないから……」

「……ああ」

　ナーの表情に強い意志を読み取り、アードは微笑を浮かべて立ち上がった。





　　　　○






　それから地下三三階までは、ナーの予言通りになった。

　あらゆる危険は彼女が察知し、魔物、罠わなの回避はもちろん、新しく作られた階段への近道まで発見、実にスムーズに進行することができたのである。

　おかげでアードとしても自己新記録の、一時間半で地下三三階までやってきた。

「凄すごいな、ナー……フェニが一緒でもここまでスムーズにはいかないぞ」

「えへへ……」

　アードの賛辞に照れながら、ナーは眠そうな目をこすった。

　ここに来るまでに彼女は全神経を、「察知や予知に訪れる前兆」を探るのに集中させていた。危険を察知する時の背中のざわめき、魔物がいると感じる時の粟あわ立だつ皮膚の感覚、それらに意識を向けることで、予知や察知をより効率的に行えるとわかったのだ。

　ただし、その代償は大きく、元々エネルギー量がそんなにない彼女は、眠気に襲われていた。戦闘型ではないフェニに比べての弱点がこれである。

「何ならもう帰るか？　凄く眠そうだ」

「大丈夫です……ここまで来たんです……私も、宝を見つけたい……」

　珍しく主張して、ナーは何とかよたよたとダンジョンを歩いて行った。アードも優しく、しかしナーの自尊心を傷つけない程度にはさりげなく、休憩をはさみながら進んでいく。

　そして二人は、ついに噂うわさの部屋を見つけたのであった。

「へぇ、これが『宝のない宝の部屋』か……本当に何もないな」

　後半はがっかりしたように、アードがつぶやく。

　その部屋は噂通り中が空っぽで、本当に宝があるかどうか疑わしいものだったのだ。

　だが、今やそれなりに自信をつけたナーが、部屋の中央に歩み寄っていく。

「……ううん、あります……宝……そんな気がする」

「……探れるか、予知や感知で？」

「やってみます……」

　そう言って、ナーが全神経を集中し始めた、その時。

　突如、金属音が鳴り響き、アードは慌ててそちらの方──部屋の入り口を見た。危険の察知に対してナーに一任する約束は、彼女が自信を取り戻した時点で破棄している。

　顔を出して、外の様子をうかがう。通路の壁がぽっかりと長方形の口を開け、そこからぞろぞろと、全身鎧よろいをまとった兵士が出てくるのが見えた。

　違った。音の軽さから言って、恐らく中は何も入っていない。魔力で動く鎧型の魔法生物──『リビング・アーマー』だ。

「なっ、こいつが部屋のガーディアンか！　しかしこの数は……」

　恐らく、宝があると確信した今までの盗賊たちや、ナーの直感は正しいのだろう。

　何しろ『リビング・アーマー』は通路にあふれかえり、その数は百を超えようとしているのだから。

　そして今までこの噂を口にした冒険者たちが、再びこの部屋にアタックしない理由もわかった。効率が悪すぎるのだ。

「この部屋をどれだけ大事にしてるんだ！　おかしいだろ！」

　どんな宝があるにしろ、リビング・アーマー百体ぶんを制作する金額より高いとは思えない。そして、こいつらすべてを倒す代償より、高いとも。

　古代魔法文明の、顔も知らない部屋の持ち主を呪のろいながらアードはあたふたと部屋の中へと戻った。

　入り口には扉はなく、従ってガーディアンたちの侵入は拒めない。ならば戸口の大きさを利用し、一体ずつ葬っていく作戦だった。

「でえええいっ！」

　神獣の双剣がうなりを上げ、鈍い音と共に鎧を断ち割っていく。それでも刃こぼれ一つしないのは、さすがの出来だ。

　しかし、いかんせん数が多すぎた。斬きっても斬ってもきりがない。しかもアードにはさらに気になることがあって、それは通路の幅だった。

　優に五メートルはある設計。なら──頭をかすめた予感が、次の瞬間には現実になる。

　こちらを強敵と認めたか、戸口を占領する全身鎧よろいの後ろに、他の数体がずらっと並び始めたのだ。どこから持ってきたのか、手には弓を持っている。

「やばい！」

　アードが叫んだのは、自分はもちろん、ナーの身に危機が及ぶと感じたからだ。

　果たして飛来した矢は、アードの鎧の上で弾はじけ飛び、それ以外の数本が流ながれ弾だまとして部屋の中へと殺到する。

「ナー！」

　焦燥したアードは、接近戦を挑んでいる敵の剣を押し返して何とか振り返り、ナーの様子を見た。幸いなことに矢はすべて外れたのか、ナーは相変わらず神経を集中させている。

　彼女をかばいに行きたいところだが、ここを離れるとリビング・アーマーが部屋になだれ込んでくる。そうなると元も子もない。彼は必死に叫んだ。

「もういい、ナー！　一度《脱出（小）エスケープ・リトル》で帰ろう！　お前まで危険な目に遭う！」

　だが、ナーは閉じていた目を開くと、こちらを見て言った。

「大丈夫です……もうすぐ見つかる気がします……それに」

　とてもリラックスした、満面の笑みで。




「危険なんかありません……私、お父さんを信じてますから」

「……ナー」




　アードはうなずくと、全神経をガーディアンたちに集中させた。

　あんな笑顔を向けられては、頑張るしかない。それに約束したはずだ。どんなことがあっても、ナーのことを守ると。

　アードは奮戦を開始した。戸口のリビング・アーマーを蹴けって後ろの鎧たちに押し込み、体勢が崩れたところで、《不死鳥の炎フエニツクスフレア》で一気に攻撃する。

　鉄をも溶かす炎は、ガーディアンたちを一瞬で消滅させたが、すぐに新手がスタンバイを開始した。その攻撃を受け流し、飛んでくる矢はなるべく剣で弾いていく。

　すべては、ナーを守るために。

　彼女に期待に応こたえてもらい、彼女の期待に応えるために。

（まだか、ナー……早く、この部屋の宝を見つけてくれ！）

　その時だった。

「わかりました、お父さん！」

　ナーの歓声が聞こえた。アードは目を丸くする。












「本当か？」

「はい、でも、その……すぐには取り出せなくて」

　そう言って、ナーはおっかなびっくり近寄ってくると、アードの耳にささやく。

　それを聞いたアードはうなずき、再び《不死鳥の炎フエニツクスフレア》で鎧よろいたちを焼却した。

「なら、一度帰るか。今度はフェニを連れて、宝を取りに行く」

　ナーも不服はないらしく、「はい」と明るい笑顔で答えた。

　そしてアードはナーを素早く抱きかかえると、片手を上げた。

「……《脱出（小）エスケープ・リトル》！」

　次の瞬間、風が渦巻き、彼らの体は白い光に包まれてダンジョンの外へと運び出された。





　　　　○






　数日後、リウナはアードと一緒に、家のリビングで紅茶をすすっていた。

「まさか、部屋自体が宝だったとは思わなかったね」

　ふと口を開いたので、アードは「ああ」と納得する。

　つい先日に、ナーが見つけ、発掘した宝のことを思い出していたのだ。

　宝があるはずなのに、宝の見えない部屋──その壁から削りだした特殊な金属のことを。

「ガブロの角以上の柔軟性と硬度を誇る貴重な金属が、まさか堂々と目の前にそびえているなんて、誰も思わないからな。古代魔法文明人の中には、茶ちや目めっ気けのある奴やつがいたってことだ」

　その人物は、自分が開発した金属をわざわざ部屋の壁にあつらえることで、保存してみせたのだろう。

　もしくは耐久度のテストなどをしていたのかもしれないが──いずれにしろ、現代の冒険者にとっては盲点も盲点な宝の隠し方になっていたわけだ。

　それを看破してのけたナーの功績は、果てしなく大きい。

　もちろん、壁を切削する機械を作ったユニや、ガーディアンの殲せん滅めつに借りたフェニの力も、アードに取って得がたいものであった。

「あの金属は錬金術を極めた人間が作ったものらしく、かなりの価値があると認められた。おかげでなんと、三○万Ｇグレード相当の査定を受けたよ」

　これだけの価値があるなら、リビング・アーマー百体の護衛もうなずける。アードは笑いながらそう付け加えた。

「あれからナーの予知の方も順調だし、こりゃお宝も沢山集まって、本当に三ヶ月以内に一○○○万Ｇ返せるかもな」

　リウナもその笑顔に「良かったね」と嬉うれしそうにうなずくと、ふと茶菓子に手をのばし──器が空なことに気付いた。

「ごめん、もうお菓子がなくなっちゃったみたい」

「え？　それはちょっと残念だな……もっと作ってもらっておけばよかった」

「うん、また焼くよ」

「……大丈夫です、おかわり、あります」

　ふと声がして、入り口の方からナーがてとてとと歩いてきた。

　その腕には大きな籠かごが抱えられていて、中には焼き菓子がどっさりと積んである。

　それを見て、リウナが目を丸くした。

「これ、ナーちゃんが作ったの？　すごく上手じゃない！」

「あの、リウナさんに教わった通りに、頑張りました……食べてみてください」

　後半の言葉はアードにのみ向けられたものである。

　アードはうなずくと、クッキーを手に取って、口の中に放ほうり込んだ。

　咀そ嚼しやくして飲み込み、顔を輝かせる。

「お、こりゃ美う味まいじゃないか！　前よりずいぶんと腕を上げたな！」

「えへへ、頑張ったから……」

　照れくさそうに笑ってから、ナーはふとリウナの方を向くと、深々と頭を下げた。

「これも、リウナさんが教えてくれたおかげです。ありがとうございます……」

「そんな、お礼なんていいよ。誉ほめられて良かったね、ナーちゃん」

「はい……でも」

「「でも？」」

　意味ありげな接続詞に、アードとリウナが目を瞬しばたたくと、ナーはアードの側そばに遠慮がちに近づきながら、はにかむように笑って言った。




「私、リウナさんより上手になりますから……覚悟していてください」

「え……」

「……お父さんの、役に立ちたいから……誰よりも」




　そう言って、自信を取り戻した少女は、自分がもっとも慕う青年の体に抱きついた。

「え、え……えぇえええええっ!?」

　リウナの悲痛な叫び声が響く。ナーもまた、フェニやユニと同じ立ち位置に立ったのだと、理解したからだ。

「おいおい、ナー。あまりくっつくなよ」

「……ダメです、私お父さんの役に立ちたいですから……お菓子食べさせてあげます……はい、あーん」

「あ、あーん？」

　ナーに嬉うれしそうに茶菓子を食べさせてもらいながら、アードは何となくリウナのことが気になっていた。

　案の定、彼女は恨みがましそうにこちらを見てくる。

「アードぉ……」

「お、俺おれをにらんでも仕方ないだろ。俺は一応親なんだからさ」

　そもそもリウナが何に対して嫉しつ妬と深ぶかい声を出しているのか、アードにはそこがわかっていない。

　ただ、一つだけ、直感的に理解していることがある。

（後でリウナの機嫌を取っておかないと……ややこしいことになりそうだな）

　そんなことを考えながら、何となく居心地悪い気持ちで、リウナの冷たい視線とナーの手厚い接待を、交互に受け続けるアードであった。













第五章　地竜の出現、そして──




　四人の冒険者がダンジョンの通路を進んでいた。

　重厚な鎧よろいに身を固めたもの、軽装にとどめ腰に短剣をぶら下げたもの、魔導士用の杖つえとローブをまとったもの、そしてそれらの中間程度のバランス型。

　彼らはそれぞれの役割を『重騎士』『盗賊』『魔導師』『魔法戦士』と位置づけ、釣り合いの取れたパーティとなっていた。

　今、彼らが歩くのは地下四五階。ダンジョンの階層は深ければ深いほど探索が難しくなるので──〈神獣〉の力を借りているアードは例外として──深層に潜り込める彼らは、ほぼ最上級の実力を持つ冒険者ということになる。

　しかも──。

「おい、いい加減右手に持ち替えろよ」

　先頭を歩くリーダー格、重騎士が振り返り、魔法戦士にとがめるように言った。

　彼はずっと抜き身の剣を、利き手とは逆の左手に持っている。

　魔法戦士はどこか軽い口く調ちようで答えた。

「大丈夫大丈夫、この辺の敵なら軽くひねれるって。それより、どうしてもほしいスキルがあるんだ、少しくらい『稼がせて』くれよ」

「まったく、向上心は誉ほめるべきところだが、油断が命取りになることもあるんだぞ」

「平気だって、リーダーは心配性なんだよ」

　そう答えたのは盗賊の方だった。

「俺おれたちは地下五○階まで行ったこともあるんだ。人間が挑めるぎりぎりのラインだぜ。それが地下四五階で何をおたつく必要があるんだよ」

「…………」

　魔導師も無言でうなずいたので、旗色が悪いと見たか、重騎士は黙って肩をすくめた。

　まぁ、そんなに固執しているわけでもない。ちょっと釘くぎを刺したかっただけだ。

　実際にそれ以降、魔法戦士は左手で剣を振るいつつも深層に現れる強力な魔物たちを、苦もなく仕留めていったのである。他の仲間も同様だ。

「へへ、俺たちゃやっぱり強つえぇ。こりゃ『勇者』の称号を戴いただくのも、そう遠くないな」

「ああ、その時の二つ名が何になるか、今から楽しみだぜ」

「……だからお前らは、吞のん気きすぎるというのだ。もう少し、気を張れ」

　後ろの軽い二人にそう忠告した重騎士も、声が弾むのを隠せない。今回はすこぶる調子が良い。前はただ到達するだけだった地下五○階も、この余力ならくまなく探索することができそうなのだ。

　経験値獲得の条件は、特殊な環境＝ダンジョンにどれだけ長居できるかで決まり、そこに環境の危険度＝階層の深さが補正で加わる。

　ペースを保つことができれば、今回の探索でのレベルアップも夢ではないだろう。

　そんなことを考えながら、地下五○階にたどりついた彼らを待ち受けていたのは、しかし別の運命であった。

　いくつか新造された部屋を見つけ出し、宝を発見してよりいっそう興奮していた彼らは、通路の向こう側から聞こえる何かの声に気付いたのである。

　──グオオオオオッ！

「何だ、あの声……」

「さぁ、魔物みたいだが……行ってみるか」

　魔法戦士のつぶやきに、盗賊が楽しそうに言った。

　さすがに、重騎士が慌てて止める。

「待て、こちらから危険に飛び込むことはない！　やめておけ！」

「大丈夫大丈夫、それに先制攻撃を仕掛けた方が後々安全かもしれないだろ」

「今回は俺おれも利き手で戦うしな。魔王でもドラゴンでも現れやがれって感じだぜ」

　そう言って、二人は通路を進んでいく。仕方なく重騎士と魔導師も追いかけた。

　そして曲がり角にたどりつき、そこを右折したところで──ふと前を行く二人の動きが止まる。

「おい、どうした。いきなり立ち止まるな……」

　文句を口にした重騎士も、声が尻つぼみになっていく。

　目の前にそびえる、巨大な魔物の姿を見て。

　一言で言えば、フォルムは蜥蜴とかげに近い。全長一○メートルの蜥蜴がいるなら、だが。

　あまりにも大きく、凶悪なその生物は、鋭い目と眉み間けんにある宝石のような結晶が特徴的だった。

　外皮はすべて硬い殻で覆われ、その殻にはトゲがびっしりと生えている。

　こちらをにらんでくるその魔物の正体を、重騎士はイヤというほど知っていた。

「ど、どど……どら……」

　口をぱくぱくとさせるが、言葉が上う手まく出てこない。他の三人も同様だ。

　それが何とか達成されたのは、その魔物がこちらに向かって突進してきた時だった。

　すなわち。

「……『ドラゴン』だぁあああっ！」




「ドラゴンだって!?」

　アードの魂たま消げるような叫び声に、リウナはあっさりうなずいた。

「うん、ダンジョンに一匹出たらしいよ。遭遇したパーティが命からがら逃げてきて、冒険者ギルドに報告したんだって」

「マジか……どんなドラゴンか、情報はあるのか？」

「えっと確か、地竜──『ガイアドラゴン』ってレアさんは言ってたかな」

「おいおい、よりにもよって『四大元素竜フオー・エレメンタル』の一匹かよ！」

　愕がく然ぜんとうめき、アードはリビングに備え付けてある長なが椅い子すの背にもたれかかる。

　屋敷での昼食後、この椅子の上でくつろいでいたら、リウナがいきなりそんなことを言い出したので、ショックのあまり頭が混乱しそうなのだ。

　と、近くで床に寝そべっていたフェニが口を挟んでくる。

「アード、ドラゴンって、あの本に出てくるドラゴン？」

「大きな蜥蜴とかげみたいな生き物ですよね……サラマンダーとは違うんですか？」

　洗い物を終えたナーも、尋ねてきた。

　アードは一息ため息を吐つくと、説明してやる。

「ドラゴンは幻の獣──『幻獣』とも呼ばれていて、お前らのモデルとなってる『神獣』ほどじゃないが目撃例は極めて少ない。また、外見は確かにサラマンダーなどにも類似しているが、大きさが全然違う。その力も、比べ物にもならないほど強力なんだ」

「へぇ……しかし、それが出てくると、何かまずいんですか？　むしろ滅めつ多たに見られないものが見られるから、幸運なこととも思えますが」

　いつの間にか隣に座り、さりげなく自分の体に寄り添ってきたユニに、アードはゆっくりと首を横に振ってみせる。

「これで人間に友好的なら万々歳なんだがな。むしろ人間に対して敵対的なことが多い。不興を買ったせいで、滅びた国があるくらいだ。そんなもんが街の下にあるダンジョンに現れたと考えたら、誰だって憂ゆう鬱うつになる」

「で、でも……この街には沢山強い冒険者がいますよね。だったら、倒すことも可能なんじゃ……」

「並のドラゴンなら、あるいは、な。だが、『四大元素竜』は普通のドラゴンより数段ランクが上の存在なんだ。炎竜『フレアドラゴン』、氷竜『フリーズドラゴン』、風竜『ストームドラゴン』、そして地竜『ガイアドラゴン』……こいつらは『勇者』の称号を持つ人間が束になって戦っても、倒すのは難しいとされている」

「え、そうなの!?」

　アードがイヤな予感を抱いたのは、驚いた声を出したのがリウナだったからだ。

　彼女の顔をまじまじと見ると、ずずい、と詰め寄って半眼で尋ねる。

「お前、まさか……またドラゴンのことをよく知りもしないくせに、一人で退治を引き受けたとかじゃないだろうな!?」

「ち、違うよ…………その、半分は」

　指をつつき合わせながら、リウナは説明する。

　それによると、『四大元素竜フオー・エレメンタル』が出現したことを冒険者ギルドはかなり重く見たらしい。

　地下深くで目撃されたガイアドラゴンだが、もしもこれが何かの拍子に街にまで出てくるようなことがあれば──実のところ魔物はダンジョンの中に満ちる『魔素デリス』と呼ばれるエネルギーを好むので、そのようなことは滅めつ多たにないのだが──大惨事だ。

　本来なら国が軍隊を動かすのを待つべきだが、ダンジョン地下五〇階まで潜れる人員を集めて部隊を編成するのは時間がかかるだろう。待っている間に被害が出るに違いない。

　そこでガイアドラゴン退治のために、現在『エルツェン』にいる『勇者』の称号を持つ冒険者一四人を集め、討伐隊を編成することにしたのだ。

　そして当然ながら、その中にリウナも含まれていたのである。

「まぁ、ガイアドラゴンがそんなに強いとは知らなかったけど、でも『勇者』が十四人もいるし、何とかなるかなぁって……」

「……いや、ダメだ！」

　リウナの言葉にアードは血相を変えて立ち上がった。

「そんな危なっかしい任務にお前を行かせられるか。そりゃお前は『勇者』だし、戦闘能力も段違いだけど……それでもまだ冒険者になって二ヶ月と経たってないだろ」

「そ、それはそうだけど……」

「とにかく俺おれは反対だ。どうしてもって言うなら、俺も一緒についていく！」

「でも、その、レベルが……」

　リウナの指摘に「うっ」と言葉を詰まらせる。

　確かにレベル13の冒険者が、レベル以上の勇者たちに随伴して何ができるというのだろう。

〈神獣〉たちのおかげで、常識では考えられないくらい効率的にダンジョンの探索を進められるアードだが、それでもその能力は、今のところ中級の冒険者に匹敵する程度にしか過ぎないのだった。

「それにね、アード。アードの言うことが本当なら、わたしは行かなくちゃいけない……この街に住む人を危険な目に遭わせたくないもの。別に勇者になりたかったわたしじゃないけど、それがこういう形で役に立てられるなら、すごく嬉うれしいの」

「……………………」

「だから行かせて、ね」

　リウナの言葉に、アードは逡しゆん巡じゆんの色をその表情に刷はいていた。

　確かに客観的に考えれば、リウナは行った方がいいだろう。勇者の数は一人でも多い方がいいからだ。そして自分は戦力にはならない以上、ついていくわけにはいかない。

　陣地の確保や、雑ざ魚このつゆ払いなど、支援という名目で同行する、という選択肢も頭をよぎったが、そうなると〈神獣〉たちを放ほうっておくことになる。場所は地下五○階だ。いつものようにフェニを連れて二時間で到達というわけにもいくまい。

　なら、やはりリウナにすべてを任せて行かせるしかないのだが──彼女の身を案じる心が、どうしてもその結論に否と叫ぶのだった。

　かくて様々な事情や私情に板挟みになり、アードが深く悩んだその時。

　思いがけないところから、彼とリウナの背中を押す一言が飛び出るのであった。

「……父上、リウナを行かせてあげた方がいいと思います」

「ユニ？」

「あたしも賛成。リウナがいないと、そのガイアドラゴンとかいうの倒せないじゃん」

「フェニちゃん……」

　何かと自分を敵視することが多い〈神獣〉二人に援護されて、リウナは顔を輝かせた。

　そんな彼女の手を優しく取ると、ユニが微笑を浮かべてみせる。

「頑張ってください、リウナ。応援していますよ」

「ありがとう、ユニちゃん……わたし、嬉うれしいよ」

　こうなれば、もう流れは決まったも同然だ。アードはため息を吐つくと、仕方なく彼女たちの結論に賛同することにした。

　と、ユニが目を光らせてリウナに尋ねる。

「……ところで、ガイアドラゴンの位置情報がはっきりしていない以上、しばらくダンジョンに潜ることになるのですよね？」

「え、う、うん……一週間は泊まりがけになると思うけど」

　それを聞いた瞬間、彼女を支持する〈神獣〉二人はうなずきあった。

　一気にテンションを上げて、ハイタッチする。

「よしっ！　それじゃその間アードはあたしたちのものだね！」

「これは願ってもない展開です。邪魔者がいない間、存分に堪たん能のうしましょう」

「……お前らな」

　さすがに呆あきれて、アードがそれ以上の言葉をなくす。

　リウナはがっくりと肩を落とすと、滝のように涙を流した。

「……珍しく応援してくれてると思ったら、そういう魂胆だったんだね……」

「あ、あはは……」

　父親を占拠したい気持ちは同じであれど、姉たちほど打算的にはなれないナーが、隣で複雑な笑みを浮かべるのだった。




　同時刻、冒険者ギルドの酒場では、客がまばらになったカウンターに上機嫌な声が響いていた。

「面白いことになってきたじゃないの」

「……ちっとも面白くありませんよ。あまり不謹慎なことを言わないでください」

　軽く言ってのけたのはラナンで、それをたしなめたのはレアだ。

　二人は一応店の客と店主という立場を取ってはいるが、実際にはそれだけでは済まされない。冒険者ギルドの資料を、ラナンが手繰っているからだ。

　束にされた紙に目を通しつつ──かなりのスピードで──読破している、ラナンは少し遅めの昼食としてパスタをくるくると巻いて口に運んだ。ソースが資料に飛ばないかと、レアは気が気でない。

　しかし奇跡的な気品を保ちながら、パスタを咀そ嚼しやくして飲み込んだ後には、ラナンは口くち許もとを拭ぬぐいつつ言葉を続けた。

「だって、〈神獣〉、ガブロに続いて、今度は四大元素竜フオー・エレメンタルよ。滅めつ多たに見られないもののオンパレードが最近続いているじゃない。この街に遊びに来て、本当に良かったわ」

「もはや視察の仕事としての体裁すら、取り繕うつもりはないんですね」

　レアは肩を軽くすくめてから、ふと真面目まじめな顔つきでラナンを見る。

　彼女が興奮している理由は、理解できなくもない。主に山岳地帯に生息するドラゴンが、ダンジョンに突如として出現するのは──元々配置されていた場合を除いて──ほとんどありえないのだ。

　恐らくはダンジョンのはるか深層に、ドラゴンを呼び寄せる召喚施設があるのだろう。そのような技術があるというだけで、『魔導研究室』の人間としては血が騒ぐに違いない。

「ともかく、あなたにこの資料を見せたのは、現状を把握してもらって国の軍隊を動かしてもらうことが目的なのですから。『魔導研究室』の発言権に期待していますよ」

「期待してもらうのは構わないけど、国もそう簡単には動かないわよ」

　ラナンも表情を真剣なものに変え、眉まゆをよせる。

「予算の編成から、隊の組織まで、まだるっこしく動くのが国ってものだから。ま、なるべくせっつかせるつもりではいるけどね。そっちの『勇者』のチームの方はどうなの？」

「とりあえず、十四人全員の承諾を得ました。ガイアドラゴンが一匹で、かつ伝承通りの戦力であれば、充分に対抗できるとこちらは踏んでいます。ただ、急造のチームだけにチームワークが問題になってくるかと」

「……冒険者なんて、自己顕示欲の塊みたいなものだからね」

　両手を頭の後ろで組んで、ラナンは宙を見据えた。

『勇者』と呼ばれるものが充分な財を得て、それでもまだ前線に立つ理由は、ここにあると言われている。冒険で得た自分の名誉と誇りを、他人に示したいのである。

　要するに、格かつ好こうを付けて目立ちたいわけだ──と身も蓋ふたもなく彼女は考えていた。

　そんな勇者たちが、ほぼぶっつけ本番で強大な敵と力を合わせて戦わなければならない。不安要素は揃そろっていた。

「まぁ、さすがに名誉より自分の命を軽く見るほどの愚か者はいないとは信じたいけどね。でも……うん？」

「どうかしました？」

「あ、いえ……ちょっと気になることがあって」

　そうつぶやきながら、ラナンは資料の一部、目撃されたガイアドラゴンの外見情報について読み返していた。

　全長十メートル。固い甲殻とトゲで全身を覆い、目は鋭く、そして──。

「額に、宝石状の結晶？」

「ええ、目撃した冒険者が語っていましたよ」

「おかしいわね……ガイアドラゴンにそんな特徴あったかしら」

　いやそれ以上に、何かが引っかかる。昔何かの文献で見たことがあるような。

〔完全記憶パーフエクトメモリ〕を持つ彼女ではあったが、意図して覚えていない情報は忘れるようになっている。

　ブレスとて万能ではない、というよりは、無意識に見聞したこともすべて覚えているようでは情報に押しつぶされて精神に変調を来きたすため、その対応策として脳が無意識にそう働いているのだとラナンは考えている。

　だからこそ、この額にあるという結晶が、何を示すのかどうも思い出せないのだが──無性に気になるのは確かだ。

「……ちょっと、この資料借りていくわよ」

「え、あ、いや、困りますよ？」

「いいからいいから、少しの間だけだし」

　そう言うとラナンはカウンターの上に代金を置き、口の中で何やらつぶやいて手を挙げた。

【瞬間移動テレポート】の呪じゆ文もんが発動し、その姿は一瞬にしてかき消える。

「……仕方ない、待つとしますか」

　そうつぶやいたレアは、ウェイトレスにラナンの皿を下げさせながらため息を吐ついた。

　内心は口く調ちようほど怒っておらず、むしろ消えた『魔導研究室』の副室長に、心配の情すら抱いていた。

　理由は明白である。

（ラナンさん、かなり焦っていたみたいだけど）

　普段は割とそんなそぶりを見せない人間が、顔に焦燥の二文字を浮かべていたということは、事態がよほど切迫している可能性があるということだ。

　──何も問題が起きず、『勇者』たちによってガイアドラゴンが退治されればいいのに。

　レアはそんなふうに願いながら、心の底に沸き立つ不安をかき消すことはできなかった。





　　　　○






『勇者』たちによる地竜退治は、ガイアドラゴンの存在を街の住民に知られてパニックになるのを恐れ、密ひそかに行われることになった。

　それでも冒険者ギルドに登録している冒険者には、そのことは開示されていた──勇者たちが失敗した場合、最悪彼らが次に派遣される可能性もあるからだ──ので、ダンジョン前に集まった討伐隊を一目見ようと押しかける者も少なくなかった。

　何しろ『勇者』が個々に活躍する場面は、ダンジョン内で見られることがあっても、勢せい揃ぞろいしている絵はなかなかお目にかかれないのである。

　そうそうたる顔ぶれを見て、未来の勇者を目指す冒険者たちは、一気に色めき立った。

「おお、あそこにいるの〈白鷹の射手ホワイトホーク・ステインガー〉だぜ」

「こっちはデーモンを一掃したという〈邪眼の呪術師イービルアイズ・シヤーマン〉だ」

「〈雷撃の斧使いライトニング・アツクスマスター〉や〈何か凄い戦士フアジー・グレート・フアイター〉……〈槍っていいよねスピア・グツジヨブ〉もいるぞ」

「……おい、後半の二つ名適当すぎないか？」

「いいのが思いつかなかったんだね」

　アードの言葉に、リウナが苦笑した。

　勇者の二つ名は、大体は他人がつけるものだが、それがない場合自分でつけなければならない。別につけなくても良さそうなものだが、何だか慣例になってるのだ。

　ともあれ、フェニ、ユニ、ナーを伴ってリウナを見送りに来たアードは、未いまだに心配そうな顔で幼おさな馴な染じみの少女の顔を見つめた。

「なぁ、本当に考え直さないか？　これだけの面子メンツが揃ってるんだ、一人くらい抜けたって……」

「ダメだよ、相手はドラゴンだもん。総力戦でいかないと、勝てる保証はないよ」

「じゃぁ、やっぱり俺おれだけでもついていくとか……」

「それも却下。その間、フェニちゃんたちはどうするの」

　珍しく、リウナの方が正論でアードを諭していた。

　彼女は苦笑を浮かべながら、それを柔らかいものにしてアードの手を取った。

「アードも覚えているんでしょう、親がいない子供がどれだけ寂さみしい思いをするかって……それを他の子に味わわせたらダメだよ」

「……ああ」

「フェニちゃんたちのこと、大事にしてあげてね」

　少し寂さみしそうな表情を、リウナは浮かべる。

　そんな彼女に、アードは反射的に距離を詰めると、耳元でそっと囁ささやいた。

「俺おれは、フェニやユニやナーも大事だが……お前も同じくらい大事なんだ」

「……アード」

「でも……今はあいつらを大切にする」

「うん、そうだね。ありがとう、わたし嬉うれしいよ」

　リウナはそう言うと、アードの頰ほおにそっと手をあてがった。

　その時、勇者の中でもリーダー格である戦士風の男が、声を張り上げる。

「そろそろ行くぞ！」

　その声に、リウナは体を離すと、アードに「じゃぁ行ってくるね」と告げた。

　背中を向けて、歩いて行ってしまう。

「…………」

　それを見送りながら、アードはほぞをかむ思いをした。

　どうして、自分はあのチームの中にいないのだろう。

　今まで低レベルの冒険者としての立場に、甘んじていたわけでは決してない。しかし、宝を見つけられればそれでいいと、強さに無む頓とん着ちやくだったことは事実だ。

　だが、〈神獣〉たちと出会ってから一ヶ月近くが経たつが、それでも彼のレベルは１しか上がっていない。そのことに、もっとこだわるべきではなかったのか。

　そんな自分のアバウトさに、アードは初めて後悔していた。

（もっと、俺が強ければ……）

　胸中で己の言葉を嚙かみしめていると、後ろからフェニが服のすそを引っ張ってくる。

「ねぇ、アード。行こうよ」

「え？　あ、うん」

　気がつけば、勇者の一団はダンジョンの中にもう消えていた。

　そうだ、結局の所、自分が勇者としてあのチームに組み込まれていれば、〈神獣〉たちを放ほうっておくはめになったじゃないか。そう考えれば、今回のことは、これはこれで良かったかもしれない。

　そう結論づけながらも、アードはふと自らの両手を見つめた。

「強さか……」

「え？」

「いや、何でもない」

　そういえば、『あれ』はどれくらい稼げたのだろう。

　そんなことを考えつつ、アードは〈神獣〉たちを伴って家へと帰った。




　家に帰る前に、アードは冒険者ギルドに寄った。

　少し確かめたいことがあったのである。

　レアを立ち会わせて〈モノリス〉を起動させると、彼は並ぶ数字に目を走らせた。

　すぐに瞬しばたたかせてから、ついてきた〈神獣〉たちと一緒に大きく首を傾かしげる。

「「「「ん～？」」」」

　隣で女支部長が、こうつぶやくのが聞こえた。

「……おかしくない？」





　　　　○






　それから数日が経たった。

　勇者たちは帰ってこない。恐らくはガイアドラゴンを探すのに手間取っているのだろう。

　少なくとも、捜索隊がいきなり壊滅したわけではないと、定期的にダンジョンに潜る伝令隊が伝えてはいるので、その辺は冒険者ギルドも安心はしていた。

　一方、〈神獣〉にとってこの状況は、かなり好ましいこととなっていた。

　アードがダンジョンに潜るのをしばらく中止すると宣言したからである。ガイアドラゴンがいるから当然といえば当然だが、彼は一緒に潜るフェニが万が一の目に遭うことを何よりも危き惧ぐしていたのである。

　そしてそのことを伝えられた時、フェニは喜び、ついでに図に乗った。

　妹たちを誘って、アードとより長く戯れるべく、その方法を統一しようと考えるに至ったのである。

　つまり。

「今日はアードと何して遊ぼうか！」

　なめした獣の皮でできたボールを持ちながら──ユニが作ったものだ──フェニがにこにこと笑う。どうやらこれで遊びたいらしい。

「まったく、フェニはお子様ですね。ボール遊びなど子供のすることですよ。私はそう、もっと大人っぽく人形による人間の動きをシミュレーションする遊びを提言しますね」

「それって人形遊びじゃん。ユニも子供だよ」

　そう言って笑いながら、フェニは「人形遊びもいいね」とうなずいた。

　何しろアードがバイトに行く時間には、彼女たちはお利口にも遊びを切り上げ、彼に同伴して親の働きぶりを見守るのが日課なのである。

　だから、なるべく短時間で遊べるのがいいのだが──ふと、彼女は先ほどから黙りこくっている末の妹を見た。

「ナーは何かないの？　一緒に遊べそうなの」

「え、私はその……おままごとかな。お父さんに旦だん那なさましてもらうの」

　照れたように言ってから、我に返ったように目を瞬しばたたくと、慌てて両手を振った。

「あ、あの、そうじゃなくて……お姉ちゃんたち、お父さんと遊ぶの？」

「当然」

「娘の義務、父親の義務ですね」

「でも、あの……元気なさそうだけど」

　おずおずとした言葉に、フェニとユニは気まずそうに「あー」とつぶやいた。

　そう、ナーの言う通りアードは覇気を欠いている。

　行動はいつも通りだ。きちんと酒場や鍛か冶じ屋やなどでバイトをこなし、ナーの作った料理に手をつけ、〈神獣〉たちの遊びに「仕方ないな」と苦笑しながら付き合ってくれる。

　ただ──時折、目が遠くを見ているのだ。

　窓の外を、何もない宙を、ぼんやりと眺めていることが多い。

　そのたびに〈神獣〉たちは何となく胸が締め付けられる思いをするのである。

「元気のない理由……は、わかりきってますか」

　ユニが抱えた人形を見つめながらつぶやいた。

　ナーが足下を見ながらうなずく。

「リウナさん、だよね……やっぱり」

「……………………」

　フェニにもそれは理解できていた。

　アードはリウナを心配なあまりに、呆ぼう然ぜんとしているのだと。

　本当は、自分もダンジョンに潜り、リウナを手伝いたくて仕方ないのだろう。

　だが。

「関係ないよ」

「え？」

「アードが言わないなら、あたしたちには関係ない……あたしたちはアードをサポートする〈神獣〉なんだから。そうだよね？」

「え、ええ」

　その言葉に、ユニがうなずく。

　声が上擦っているのは、フェニがいつもらしからぬ、沈んだ表情をしているからだ。

　彼女も本当はわかっているに違いない。アードが真に望んでいることが。

　だが──フェニは自分に言い聞かせるように、もう一度つぶやくのだった。

「関係ない、あたしたちには……」

　しかしその声は、先ほどより力を失っていた。




　油断なく目を左右に向けながら、十四人の勇者は周囲を探索していた。

　これで四日目になるが、まだ地竜は姿を現していない。

「これだけ探して見つからないなんて、やっぱりガセなんじゃねーの」

　巨大な剣をかついだ戦士風の青年が、焦じれたようにつぶやく。

　緊張に押しつぶされた──わけではない。単純に退屈してきたのだ。

　それをいさめたのは、隣にいる学者風の女勇者だった。

「それはないわ。入院している戦士たちに事情を聞いてみた時、私も同行して【分析デテイクト】の魔法をかけたもの。噓うそはついていないようだった」

【分析】は本来、魔物や他人のステータスなどを見るのに使われる魔法だ。この勇者は、それを使って相手の感情まで読み取ることができるらしい。

　そして彼女の言葉を疑う者はいないのか、一同はうーんとうなり声を上げた。

　と、巨大な斧おのを肩にかついだ、豪快な巨人族の女戦士が隣を見て言う。

「リウナちゃん、〔強運フオーチユン〕で何とか遭遇できないの？　〈強運の戦乙女フオーチユネイト・ヴアルキリー〉なんでしょう」

「そうそう、それでのし上がってきたんだからさ、何とかしてくれよ」

　揶や揄ゆするように、槍やりをかついだ狼おおかみ型の獣人族の男も言う。

　リウナは苦笑すると、申し訳なさそうに言った。

「そういつも都合よく発動するわけじゃありませんから……それにしても、そろそろ遭遇してもいいと思うんだけど」

　後半は自分に対して言い聞かせたものである。

　仮に発動にムラがあったとしても、彼女の運気は本物だ。四日もすれば目的のものを見つけることなど、造作もないはずである。

　もしも──とリウナは頭の隅で考えた。

　もしも、〔強運〕の効果はもうずっと発動していて、ガイアドラゴンに遭遇しないことこそが、自分たちに取って本当の幸運なのだとしたら？

　その時、妙なゴーグルをかけた勇者が声を上げた。

「いたぞ、この近くだ！」

「え？」

「『千里眼の眼鏡』に反応があった、こちらに向かってるぞ！」

「「「おお！」」」

　一同は声を上げる。驚きではなく、喜びに満ちた声だ。

　すぐに誰かが言った。

「ガイアドラゴンは、俺おれが仕留めてみせるぜ！」

「何を言ってるの、とどめを刺すのは私よ」

「ふふん、そんな暇あるかな？　〈音速の獣戦士ソニツク・ビースト〉の名の由来、見せてやるよ」

「この〈夢幻の魔法使いフアントム・メイジ〉に任せなさい。強力な幻覚魔法で攪こう乱らんして、三秒で終わらせてあげるわ」

　そう言って一同は色めき立ちながら、わいわいと互いを牽けん制せいする。

　チームワークも何もなく、彼らは知らないことだが、ラナンの懸念は当たっていたのである。

　そんな中、リウナは口くち許もとに手を当てて何事かぶつぶつとつぶやいていたが、

「……出会わない方が幸運ってことは……つまり……危ない!?」

　はっ、と何かに思い当たって叫んだ瞬間。

　通路を曲がって、分厚い甲殻を持った竜が、その姿を現した。

　勇者たちは、待ってましたとばかりに「おおおおおおっ！」と雄お叫たけびを上げると、ある者は竜へと突撃を開始し、ある者は呪じゆ文もんの詠唱に入る。

　リウナも何やら迷っていたが、とにかく目の前の危機をどうにかするのが先と考え、右手を掲げて叫んだ。

「来て、バルちゃん！」

　そして現れた長槍バルデイツシユを摑つかむと、ガイアドラゴン目がけて走って行く。

　彼女が地を駆けた後、その場に残っていたゴーグル──『千里眼の眼鏡』をかけた勇者が、眉まゆを寄せてからふとつぶやいた。

「……何だ、これは？」

　彼のかける魔法の眼鏡には予知能力もあるのだが、それはやがてここに不吉な影が訪れることを示していたのであった。




　その日の夜は、アードのバイトが少し早く終わった。

　なので、彼と〈神獣〉の娘たちは、冒険者ギルドに向かい、その酒場で早めの夕食を取ることにした。

「たまには外食もいいだろ」

　というのがアードの言だが、リウナ不在の間料理を取り仕切っている、ナーの負担を減らそうという魂胆があるのは言うまでもない。

　時間が早いということで他に客の姿もなく、酒場はがらがらに空すいていた。

　四人はめいめいに注文した料理を食べ終え、くつろいでいた。

「ふぁあ……それにしても今日もよく働いたなぁ」

　アードが肩に拳こぶしを当てながら、そんなことをうめいた。

　今日のバイトは鍛か冶じ屋やでの助手──と言えば聞こえはいいが、要は雑用係だ。

　重い道具やインゴットなどを運んでいる間に、肩が凝ってしまった。

「……お疲れ様です」

　おずおずとナーが労ねぎらう。

　ユニが「肩でも揉もみましょうか」と尋ね、アードは笑いながら「いい」と辞した。

　光景だけ見れば、普通にほのぼのとした家族の肖像だ。

　だが、ここに時々のため息が交じれば、話は別である。

「……はぁ」

　アードは小さく息を吐き出すと、ふと遠くを見つめた。

　食事の間も、何度も行った行為である。本人は意識していないかもしれないが。

　彼には案じていることがあり、その内容はこの数日間ずっと同じだった。

　その当事者を思い浮かべる前に、しかし、隣から声が響いた。

「……また、リウナのこと考えてるんだ」

　その、どこかすねるような、不安そうな声はフェニのものだった。

　アードが驚いて、どうして考えていることがわかったのか尋ねようとした。

　が、先に当人が答える。

「ずっとぼんやりしてるもん。それくらいわかるよ。考えてることくらいわかる……あたしは、ううん、あたしたちは、アードのこと大好きだから」

　その言葉に、ユニとナーもこっくりとうなずく。

　やがて、フェニはアードの肩に手をかけると、すがりつくように言った。

「教えて、アード……どうしてそこまでリウナのこと大切にするの？　アードの子供じゃないのに。あたし、それが知りたい」

「フェニ……」

「アードがリウナを心配するの、自分には関係ないって見ないふりするのは簡単だけど……やっぱりそれじゃイヤ。アードの気持ちは、ちゃんと知っておきたいよ」

　真まっ直すぐな娘の、真っ直ぐな視線が、若き冒険者に突き刺さる。

　アードはしばらく考え込んでいたが、やがてゆっくりと口を開いた。

「俺おれはあいつに助けられたんだ」

「助けられた……？」

「ああ。小さい時……あいつと初めて会ったのは、孤児院でのことだった。当時四歳だった俺はまだ幼くて、孤児である自分を受け入れるほどの余裕がなかった……ナーには話したと思うが、先生にその苛いら立だちをぶつけたのはちょうどこの頃だ」

　アードがリウナと会った時、彼女は父親と一緒に孤児院を訪ねていた。

　彼女の両親は敬けい虔けんな聖職者で、孤児院に慰問かたがた寄付を届けに来ていたのである。

　リウナが連れてこられた理由は、当時は孤児院で他に預かっている子供がおらず、アードの遊び相手としてどうだろうと父親が提案したからだ。年齢が近いこともあって、二人はすぐに仲良くなる──というのが、大人たちの描いた未来図だった。

　現実は違った。

『実の親がいる子供はいいよな』

　出会って早々、そんな暴言をアードはリウナにぶつけた記憶がある。

『俺おれには本当の親なんていない。捨てられたんだ。立派な両親がいて幸せそうなお前なんかと、仲良くなれるもんか』

　けんもほろろに言い放ち、彼はそっぽを向いてみせた。

　これに対して、リウナはどうしたか。

　どうもしなかった。

　アードを諭すこともなく、怒ることもせず、ただアードの側そばにいた。

　どんなに邪険に扱っても、その姿勢が崩れないので、とうとう業を煮やしてアードは『いい加減離れろ、鬱うつ陶とうしい』と叫んだ。

　すると、彼女は真面目まじめな、そして優しい顔で答えたのである。

『離れないよ、だってわたしはあなたのことを絶対に捨てないもん』

　──だから、泣きそうな顔はもうしなくていいんだよ。

　そう言われて初めて、アードは自分の顔がずっと強こわばっていることに気付いた。

　それをリウナに指摘された時、アードの中で何かが溶け始め──彼は気付けば泣き出していた。

「今思えば、俺は誰かに捨てられることが怖かったんだな」

　回想を終えたアードが、懐かしそうにつぶやく。

「だから周りが信じられず、怖くて、八つ当たりをしていた……でも、リウナがその恐怖から解放してくれたんだ。そして俺は周囲にいる人を信じられるようになったのさ」

　苦笑を浮かべてから、ふと真剣な顔で〈神獣〉たちを見つめる。

「俺はリウナに感謝している。あいつがいなきゃ、自分はもっと人を信じられない、みっともない人間のままでいたかもしれない。あいつは俺の恩人なんだ──だからこそ、ドラゴン退治なんかであいつを失いたくないんだよ」

　実は、アードの言葉はすべてを語っていない。彼自身も、リウナを大切にする自分の心情を把握しきれていないからだ。無意識に、照れと誤ご魔ま化かしが入っている。

　だが、〈神獣〉たちはアードの言葉に、そして何より自分の過去を包み隠さず語ってくれたアードの態度に、納得し、感じ入ったようだった。

　ユニは柔らかい表情でアードを見つめ、ナーは感動に瞳ひとみをうるませている。

　そして、フェニは。

「わかったよ、アードにとってリウナが大切な理由……それじゃぁ」

　彼女が口を開き、何かを言いかけた、その時である。




「レア、いる!?」




　慌ただしい声と共に、酒場の中央に空気が渦を巻いた。

　かと思うとそこには、【瞬間移動テレポート】で飛んできたのだろう、ラナンが立っている。

　その髪はボサボサで、息も絶え絶え、よっぽど何かに慌てていたらしい。

「どうしたんですか、珍しく血相変えて」

　レアがカウンターの奥から顔を覗のぞかせると、ラナンはちょうどアードたちのいるテーブルの近くまで詰め寄って、彼女に向かって叫ぶ。

「ガイアドラゴン退治に行った勇者たちとは、どうやったら連絡が取れるの？」

「え、えっと、連絡部隊が来るのを待たなければなりませんが……」

「一体どうしたんだ？　勇者たちに何か伝えないといけないことでもあるのか？」

　リウナたちの話題を出されれば、アードも心穏やかではいられない。それほどラナンは取り乱していたのである。

　彼女は落ち着くためにか、ゆっくり息を吐き出すと、アードの目を見つめて言った。

「大変なことがわかったの。ガイアドラゴンは、恐らくもう倒されてるわ」

「え？　それっていいことなんじゃ……」

　特に深く考えず、アードはそんなことを答えた。












　ガイアドラゴンが倒されたなら、勇者たちの役目はもう終わりだ。リウナも帰ってこられる、そんな安あん堵どが一瞬だけ思考を奪ったのだ。

　だが、それならラナンが取り乱しているはずがない──そう気付く前に、彼女が腕を組みながら、すわった目つきで付け加える。

「よくないわよ。だってそのガイアドラゴンを倒した存在が、人間を狩ろうとしているんですもの」

「「「「「……はぁ!?」」」」」」

　そのとんでもない発言に、その場にいる一同は思わず素すっ頓とん狂きような声を上げるのだった。




　ラナンの解説によればこうである。

　過去に古代魔法文明が作り上げた機械生命体──金属でできた機械の体に、魔力の『動力炉コア』で命を吹き込んだ禁断の兵士──に、最凶最悪と呼ばれる存在があった。

　名前を『ドゥーム』といい、『伝説の破壊者』の異名を持つその機械兵は、途中で人工知能が暴走し、自らを作り上げた人間を狩るようになったのだ。

　そしてドゥームには自分よりも弱い魔物を倒し、その死体に宝石のような結晶を埋め込むことで、自在に操る力があるのだという。

「……って、ちょっと待てよ！　ガイアドラゴンが操られているっていうなら、そのドゥームって魔物は……」

「ガイアドラゴンより強いということになるわね……過去の文献によれば、ドゥームは時の賢者たちが総力を合わせて研究施設に封印したとあるけど、その施設がまさかここのダンジョンとは思わなかったわ」

「まずいぞ、それは急いで勇者たちに報しらせないと！　あんたの【瞬間移動テレポート】でダンジョンの奥まで移動できないのかよ？」

「無理よ、あの魔法は一度見知った場所でないと行けない上に、距離が短い。おまけに魔力エネルギーが極度に密集した場所では使えないの。ダンジョンではまず使えない魔法ね」

　厳しい顔でうめくラナンに、レアも若干青い顔をしてつぶやく。

「ガイアドラゴンを操るドゥームと戦うということは、戦力は単純に想定の二倍以上……いくら勇者たちでも、これは相当にきついですね……」

　その時、ガタッ、という音がした。

　見ればよろめいたナーが、机の脚に捉つかまって何とか体勢を維持している。

「どうした、ナー？」

「……お父さん大変です」

　顔から血の気を引かせ、金色の目を一層光らせて、幼き〈幻獣〉は告げる。

「今、予知が働きました……勇者たちが竜と交戦……そしてその後に、より強力な何かとぶつかるみたいです！」

「…………！」

『より強力な何か』がドゥームであることは明白だ。

　そう思った時には、アードは席を立って走りだそうとしていた。

「待ちなさい、アードくん！」

　ラナンが叱しつ咤たして止める。

「酷なことを言うようだけど、レベル13のあなたが行ってもどうにもならないわ。いくら神獣の武具を装備していてもね」

「そうでもないさ」

　返ってきた言葉に、「おっ？」と目を瞬しばたたく。

　アードの全身からは気迫がみなぎっていた。まるで、ドゥームと渡り合える自信があるかのように。

　だが、彼は唇を嚙かみしめるようにして椅い子すに座った。

　ダンジョンに行けない理由は、他にある。

「でも、〈神獣〉たちこいつらを置いていくわけにはいかないしな……」

「お父さん……リウナさんのことが心配なんでしょう……」

「ああ、でも俺おれはあいつと約束したんだ。お前らのことも大切にするって。それはつまり、お前たちの側そばにいるってことだ。それに、俺に万が一のことがあったら、お前たちはどうなる……だから、俺は行かない。いや行けないんだ」

　その言葉には、全員が沈黙を保たずにはいられなかった。

　この場にいる全員がアードの気持ちを察している。〈神獣〉たちも、試練を与えたラナンも、冒険者ギルド支部長として事情をそれとなく聞いているレアも。

　だからこそ、彼にかける言葉が見つからないのだ。

　長く続くかと思われる沈黙──しかし、それを破ったのは意外な人物だった。




「アード、一緒に行こう」

「フェニ……？」




　明るく言ってのけた赤毛の少女を、アードは見つめた。

　フェニは明るい声で言葉を続ける。

「アードはリウナを助けたいんだよね。そして、あたしたちはアードと一緒にいたい。それなら答えは簡単なんだよ……一緒にリウナを助けに行こう」

「馬鹿を言うな！　相手はドラゴンより強いんだぞ！　お前らをそんな危険な場所に連れていけるか！」

「……大丈夫です、私たちお父さんを信じてますから」

　ナーも覚悟を決めたように、笑った。

「何があっても、私たちのこと守ってくれますよね？」

「それは……」

「そして、父上。私たちもあなたのことを守りたいのです」

　ユニが得意げに人差し指を立ててみせる。

「あなたをサポートする〈神獣〉として……いえ、あなたの娘として」

「……………………」

「アード、あたしね、ずっと考えてた。リウナがいなければ、アードをあたしたちで独り占めできるのにって……でも、それはあたしたちの好きなアードじゃないんだよね。リウナも一緒にいて、初めてアードは楽しく笑ってられるんだから……だから」

　だから、あたしたちはリウナも守りたい。

　そうフェニが口にした時、アードはかがみ込んで娘たちを抱きしめた。

　厳しく、しかし優しい声で彼女たちに告げる。

「……今まで遭ったどの魔物よりも危険だぞ。それでも信じられるか……俺おれが、お前たちを絶対に守るって」

「「「うん！」」」

　迷いのない返事に、強くうなずくアード。

　そして、彼女たちを伴って酒場を出ようとする。

　レアが慌ててストップをかけてきた。

「ちょっと、アードくん。その娘たちを本当に連れて行くの？　危険よ、何なら私がここで預かっていてもいいけど……」

　だが、その言葉にアードはしっかりと首を振ってみせる。

「俺にとってもこいつらは必要なんだ、今から行おうとしていることを考えれば。だから連れて行く、いや、手伝ってもらう……大丈夫、命に代えてでも守るから」

「いえ、あなたも死んではいけないわよ。その子たちのことを考えるならね」

「ああ、そうだな……絶対に家族全員で帰ってくるよ」

　ラナンの指摘に笑って答え、彼は今度こそフェニたちと共に酒場を飛び出した。

　レアとラナンが見送るその背中には、もはや一片の迷いもなかった。





　　　　○






　どうしてこうなったんだろう、とリウナは重い体を引きずりながら、頭の隅で考えた。

　周囲には同様に、力がつきかけ、それでも何とか立っている勇者たちがいる。

　彼らは「くっ……」「このっ……」とうめき声を上げながら、目の前にそびえる全高十メートルほどの、金属の光沢をまとった巨人を見上げた。

　最初は順調だった。出現したガイアドラゴンに対して勇者たちは果敢に攻撃を開始、連携は取れずとも、己おのが持てる力を存分に発揮し、剣で、槍やりで、魔法で、的確にダメージを与えていった。

　もちろん、ガイアドラゴンも抵抗を示した。そのタフネスは勇者たちの予想をはるかに超えており、戦いは数十分にも及んだが、彼らは勝利を確信して笑っていた。

　ガイアドラゴンは攻撃力は大したことはない。怪力と突進力は他の魔物と比べようもなく高いが、動きが単調だ。じっくりとダメージを蓄積させていけば、必ず倒すことができる。そう踏んだのである。

　その油断が、この結果を招くことになったのだろうか。

　突如、通路の向こうから巨大な閃せん光こうが吐き出されたかと思うと、ガイアドラゴンごと勇者たちを飲み込んだのだ。

　より強い敵が現れたのだと悟るよりも早く、その鉄の巨人ともいうべき機械の兵士は姿を現し、右腕に仕込んである飛び出し式の刃ブレードを振るってきた。

　その大きさに似合わない、俊敏な動きで。

　勇者の何人かはなぎ払われ、口から血を吐き出した。

　残る何人かは距離を取り──〔強運フオーチユン〕の加護を持つリウナもその一人だった──遠距離から攻撃を仕掛けようと試みる。

　しかし、放たれた矢は弾はじかれ、魔法も大したダメージを与えず、お返しとばかりに巨人兵が胴体中央部から放った閃光は、どういう理屈か途中で両手の指を広げるように拡散し、何条もの熱光線となって勇者たちを襲った。

　そして、さしものリウナもその光すべてを避よけることはままならず、胴体に傷を負おった。

　ボディスーツがなければ、穴が空いていただろう。代わりにダンジョンで見つけた魔法の鎧よろいは、ボロボロに崩れ、その威力に彼女は戦せん慄りつする。

　そしてダメージが癒いえないまま、再び巨人は閃光を放とうと胴体部中央の装甲を解放した。中央に光線の発射部であろう、巨大なクリスタルの球体が見える。

「ざけるなっ……」

　勇者の誰かがうめき、特攻を開始した。剣を構えてジグザグに走る。速い。

　だが、それ以上に機械兵の方が速かった。

　頭部に目のような光が灯ともると、次の瞬間、焼け焦げて倒れていたガイアドラゴンが身を起こす。それがとっくの昔に死んでいたものだと、勇者たちは知らない。

　剣を構えた勇者は、ガイアドラゴンの体当たりを受けて弾き飛ばされた。

「ぐあっ！」

　悲鳴を上げて倒れる勇者を見て、リウナは我知らずつぶやいた。

「このままじゃ……もう……」

　その声は絶望の色に彩られていた。




　その頃、薄暗いダンジョンをすさまじいスピードで走る四つの影があった。

　一人の人間、そして三つの異形である。

　彼らを見かけた魔物は、大体がその者たちが持つ迫力に圧おされ、尻込みし隠れたが、中にはテリトリーを守るために戦いを挑むものもいた。

　そのことごとくが焼き尽くされた。巨大な鳥が、くちばしから吐く炎によって。

「邪魔！」

　勇猛な声と共に化鳥は宙を舞い、さらに人間を乗せた大きな四本足の獣が続いた。

「前方に、機械の起動音を二つ確認、恐らくトラップかと」

　獣は白い毛並みと、額の角を揺らしながら告げる。

　その隣で、巨大な蛇と人間の複合体が、目を光らせて叫んだ。

「そのうち右側は……階下へと落ちる落とし穴です！」

「よしきた！」

　人影は叫ぶと獣の背から飛び降り、落とし穴と告げられた罠わなへと向かった。

　影はアードであった。

　一瞬、その罠の場所と回避方法が《危険予知リスクプロフエシー》によって脳裏にひらめくが、わざと無視してその地点へと飛び込む。

　足下から床が消え去る。一瞬の浮遊感の後、彼は階下へと落ちていた。

　何とか身をかがめて着地に成功すると、他の異形たち──〈神獣〉が後に続いてくる。

　フェニは宙を舞い、残り二人は人間の姿に戻ってアードに受け止められた。すぐに獣へと姿を変える。

　そしてたどり着いた床から、ユニとナーは前方を見つめるや否や、再び叫んだ。

「またトラップです、父上。恐らくテレポーターかと！」

「……予知が働きました、これに引っかかれば五階ほど下に飛ばされます！」

「よし、それじゃ『行く』か」

　アードは勢いよく叫ぶと、再び罠の方角へと走り出した。

　前方に角の生えた人間型の魔物が立ちはだかったが、フェニの吐く炎で再び一掃された。




　その人間たちの目の前で、機械の兵士は今や勝利を確信したようだった。

　彼は余裕さえ見えるゆっくりとした足取りで、彼らに近づく。

　散々に攻撃を受け、息も絶え絶えとなった勇者たちに。

「くっ……」

　何人かが抵抗を諦あきらめず、動こうとするが、それもままならない。今までにダメージを蓄積しすぎ、気力体力ともに消耗しつくしたのだ。

　一同が希望を失う中、それでも、立ち上がる影が一つだけあった。

「……リウナ＝ソウルシェア！」

　誰かが彼女の名前を呼んだ。長槍バルデイツシユを構え、目に勇者としての誇りを宿す少女の名を。

　彼女は目線は前を向いたまま、決意をこめた口く調ちようで勇者たちに告げた。

「皆さん、わたしができるだけ相手を引きつけます。その間に脱出魔法でも何でも使って、逃げてください……」

「……無む茶ちやだ！　魔法の使い手はことごとく力尽きている。それに、君一人でなんて危険すぎる！　いいから下がれ！」

「それでも、やるしかないんです……わたしはまだ、比較的元気だから……大丈夫、これでも運は強いんですよ。何とかなります」

　そして最後は笑いながら、リウナは足を引きずりつつ機械兵へと向かった。

　機械兵は無慈悲にも胸の結晶体を輝かせ、今度こそ勇者たちを殲せん滅めつさせるために、焼け付く光を放とうとしている。

　だが、少しでも──少しでも、あの攻撃を妨害してみせる。

　リウナは意志を鉄のように固めて、足に力を入れた。

　少しだけ回復している。これで飛びかかれば、隙すきを突けるはずだ。

　その結果、自分が命を落とすことになっても。

（これでいいんだよね……わたし、勇者として皆を助けたいから）

　脳裏にかすめた青年の顔に、尋ねる。少し勇気がわいてきた。

　そして、機械兵の胸に白光が集約し、リウナはそちらに向かって身をかがめ──




「そこまでだっ！」




　突如、声が響いた。

　リウナが一番聞きたかった声が。

　次の瞬間、彼女の背後から巨大な炎が伸び、機械兵の頭部を舐なめた。

　一応視覚を有するのか、目がくらんだようにたたらを踏み、そして倒れる。

　その間に、声の主はリウナたちの前に立ち、巨兵──ドゥームをにらみつけた。

「間に合ったようだな、リウナ」

「アードっ！」

　喜びと驚きの入り交じった声を、リウナは上げる。他の勇者たちも呆ぼう然ぜんと突然のちん入者を見つめていた。

　しかし、とリウナは首を傾かしげた。アードはどうやって単独でここまで来たのだろうか。ダンジョンの地下五〇階に、彼の実力では単独で来られないと思うのだが。

　その疑問に答えたのは、背後で聞こえた何かが倒れる音だった。

　振り返ると、床に横たわるフェニックスとユニコーンとナーガの姿があった。

「……あれ、まさかフェニちゃんたち？」

「そうだ、ここまで付き合ってもらった……お前ら、ご苦労だったな。もう寝てもいいぞ」

「「「はーい」」」

　くたくたの声で、獣たちは少女の姿に戻ると、その場で横たわった。

　アードはちまちまダンジョンをクリアしていては、地下五○階にたどり着く頃には勇者たちは全滅していると踏んだのである。

　そこで自分の［悪運ハードラツク］を最大限に活いかすことにした。このブレスのために、彼はトラップに遭遇しやすい。そのことを逆手に取り、落とし穴や滑り台ダストシユーター、テレポーターなど、自分が移動させられるタイプの罠わなで、ダンジョンを潜る時間を短縮したのだ。

　もちろん危険すぎる賭かけではあるので、〈神獣〉たちを獣の状態に変化させて万全を期した。フェニには敵の一掃、ユニとナーには罠の看破やショートカットの可能不可能の判断をしてもらったのだ。

　そしてとうとう彼らは、地下五〇階まで一時間でたどりつくという快挙を成し遂げた。

　回復魔法をかけながら、アードはリウナに説明してやる。

　少しは傷が癒いえたか、リウナは顔に生気を戻すと、アードに微笑ほほえんだ。

「そうなんだ、ありがとう……さぁ、アード。早く皆を連れてこのダンジョンを出よう」

「いや、まだみたいだな……」

「え？」

　つぶやくアードの背後で、何かが立ち上がる気配がした。

　振り返れば、《不死鳥の炎フエニツクスフレア》の直撃を受けたはずのドゥームが、ぴんぴんとした姿でそこにいるではないか。

「ちぃっ、やっぱりそんな甘い相手じゃなかったか！」

　アードは叫ぶと、再び双剣を抜いて構えた。

　リウナはそれを制そうと、ふらふらと立ち上がる。

「アード、下がってて。この魔物の相手はわたしが……」

「いや、俺おれがやる」

　そう言うなり、前に向かって歩くアードの姿を、リウナは目を丸くして見つめた。

　無む茶ちやだ、と内心で叫ぶ。不意打ちを食らったとはいえ、レベル以上の勇者ですら苦戦する相手に、レベル13のアードが太刀打ちできるはずがない。

　結果は、火を見るより明らか──なはずだった。

　だが。

「うおおおおっ！」

　アードは雄お叫たけびを上げると、ドゥーム目がけて疾駆する。

　かなり速い。先ほどの勇者よりも、数段上のスピードだった。

「えっ？」

　リウナが目を瞠みはっている間にも、アードはドゥームの装甲に双剣を叩たたきつけた。

　ギンッ、と鈍い音がして、金属の表面にざっくりとした傷がつく。強大な魔力を誇る勇者が放った、最大級の攻撃魔法ですら傷一つつかなかった金属に。

　それは『神獣装備』がそれだけ強力というのもあるが、それ以上にアードの膂りよ力りよくが尋常ならざるものであることを示していた。

「……ちょっと、ソウルシェアさん、どういうことですの」

　ふと、隣でうずくまっていたお嬢様風の女勇者が、目を開いてうめいた。

　彼女の視線は、ずっとアードに注がれている。

「あの動きは、高レベルの勇者そのものですわよ……私たちの知らない勇者が、他にいたということですか？」

「い、いいえ、違います。だってアードはレベルもたったの13で……」

　慌てて手を振りながらも、しかし、リウナも女勇者の意見に賛成だった。

　アードはまるで踊るようにドゥームを翻弄し、双剣で次々と傷を負おわせていく。

　元々回避用のスキルを大量に所持し、動きは良い方だったアードだが、これはそのレベルとは次元が違う。まさに勇者の動きだった。

「どういうことなんだろう……」

「知りたい？」

　ふと隣で声がした。

　見れば、フェニ、ユニ、ナーが立っている。

「皆、大丈夫なの、寝てなくて？」

「お父さんが活躍してるんです……寝ていられません」

　ナーが少し誇らしげに言う。

　ユニがリウナの手に、カードを渡した。アードの冒険者用のカードである。

「これで父上のステータスを見てください」

　言われた通りにしたリウナは、驚きのあまり「え？」と呆ぼう然ぜんとした声を上げた。

　それによると、アードのステータスは以下の通りである。




体力51　魔力22　器用38

敏びん捷しよう41　感覚28




　これは確かに平均的なレベル13の冒険者のステータスだ。特に変わったところはない。

　このステータスだけならば。

「……これ、何？」

　リウナがうめいたのは、そのステータス表記に隣接して書かれた特記事項のようなものを見てのことだった。

　それにはこう書いてあったのだ。




体力51（＋）　魔力22（＋）　器用38（＋）

敏捷41（＋）　感覚28（＋）




「これだと、合計値が……体力、魔力、器用、敏捷、感覚!?」

　なお、レベルのリウナのステータスは「体力、魔力、器用、敏捷、感覚」で、アードはそれに勝るとも劣らないステータスを持っていることになる。

　しかし、どうしてこんな補正がかかってるのか。

　目をぱちくりとさせるリウナに、あっさりとフェニが言った。

「スキルをたくさん取ったんだよ」

「え？」

「アードはスキルポイントがすごく溜たまってたの。『一日二時間』のおかげで！」

　スキルポイントは、レベルのようにダンジョンに長時間いれば沢山たまるというものではない。ある条件を満たさなければ、数多く得られないのだ。

　その条件というのが「限界に挑む形で自らを制約し、その制約を保ち続ける」というものである。この行為により潜在能力が活性化し、スキルポイントを高く取得できるそうだ。

　これを冒険者用語で「縛り」もしくは「稼ぎ」と言う。

　例えば「魔法が得意だが魔法を一切使わずダンジョンをクリアする」。または「片刃の剣の峰だけを使って敵を倒す」。さらに言えば、「利き手ではない方の手だけで敵を倒す」というのもそうだ。

　そしてアードが自らに課していた制約というのが「二時間で自分のレベルでは到底たどりつけない階層に到達する」というものだった。

　元々フェニの活動時間が二時間なのと、神獣のサポートで効率的に探索が行える＝想定レベル以上の階層にたどりつけるため、ついでに思いついた自己トレーニングだったのだが、この荒行は予想以上に覚かく醒せい能力の活性化につながったらしい。

　数週間でアードの獲得したスキルポイントは、常人が同じ日数で獲得する平均的な数値の、何と百倍にもなっていたのだという。

「ひゃ、百倍……!?」

　普通ならあり得ない数字にリウナが口をぱくぱくさせていると、なおも得意そうにユニが説明を続けた。

「ええ、百倍です。スキルほぼ取り放題です。それで父上は、そのスキルポイントを使って、ステータスを上昇させるものを含め、三○○近くのスキルを取得したわけです」

「へ、へぇ」

　今度は言葉を失う。この世界に三○○近いスキルを持つ冒険者がどれ程いるものか。

　短期間で勇者になってしまった自分はもちろん、他の勇者ですら合計しても三○に満たないはずだ。

「他にも、新しい神獣スキルとかも取ったんだから！　今のアードは強いよ！」

　胸を張って、フンスと鼻息も荒く告げてから、ふとフェニは付け加える。

「でも、そんなスキルとかなくても、アードはもともと強いけどね！　あたしたちのお父さんは、世界一強い！」

「うん、そうだね……そうだよ」

　リウナも顔を輝かせて、身構えるアードを見つめながら首肯した。

（いつだって駆けつけてくれて、周りの人を助けてくれる。そんな強さを持つアードだから……わたしはアードのことが好きなんだもの）

　その目は決意を秘めた勇者のそれでなく、一人の恋する少女のものに変わっていた。




「さてと」

　アードは双剣を握りしめると、目の前の無機質の塊たる兵士を見つめた。

　ドゥームはすでに斬ざん撃げきから立ち直り、こちらをにらみ返して──いるかどうかは定かではないが、目のような光はアードの方を向いている。

　その眼光を受けながら、アードはラナンの言葉を思い出していた。

『ドゥームは最初は人間の守護神として、その機能を全うしていたのよ』

　複雑そうな表情でエルフの『魔導研究室』副室長は語る。

『でも、その精神制御装置を作った魔導学者は、完かん璧ぺきすぎたのね。人間の心と同じものを作ってしまった──己の強さに対する傲ごう慢まんさえも。ドゥームは自分より弱い人間の支配下に置かれることをよしとせず、反乱を起こした』

　そして数多あまたの古代魔法文明人を虐殺した後、封印されたのは前述の通りである。

　なぜ破壊ではなく封印を選んだか。これは恐らく後から精神制御装置を修復してまた使うつもりだったのが、その前に古代魔法文明自体が滅びたのだとラナンは推測している。

　だとしたらえらい迷惑だ。どうせなら、ちゃんと直してから滅びてほしい。

　そんなことを胸中で吐き捨てつつ、アードは咄とつ嗟さにその場から飛とび退のいた。

　ほぼ不意打ちと言ってもいいほど素早い刃やいばの一撃が、しかしむなしく床をたたき割るに終わる。が、それも予想のうちだったのか、ドゥームはすぐに開いていた胸部装甲から、極大の閃せん光こうをアードめがけて放った。

　しかし、アードはそれをさらに予想していた。いや、『理解』していた。

　放たれた閃光は、彼の姿を突き抜け、背後の壁を焼き尽くした。

　彼の体はとっくの昔にドゥームの背後に回っている。信じられないスピードで。

「……高速移動系の最高峰スキル、《神速ゴツドギア》だ。見抜けたか？」

　耳元での言葉にドゥームはさぞかし驚いただろう。慌てて振り返ろうとした。

　だが、その図ずう体たいでは緩慢すぎた。

　アードは即座に神獣の剣でドゥームの関節を斬きり飛ばし、右腕を落とす。

　ひるんだ敵へ、猛攻ラツシユのチャンスだ。

　しかし、彼は何を思ったか、その場を一度飛び退いた。

　次の瞬間、ドゥームの顔面が割れ、中から砲塔がせり出したかと思うと、火薬を閉じ込めた金属の球体──『弾丸バレツト』が目にもとまらぬスピードで連射された。

　アードの足下にそれは炸さく裂れつし、床に穴をうがつ。もちろん、飛び退いていなければ胴体が蜂はちの巣すだったろう。アードはぞっとした。

「こいつ、こんな隠し球まで持ってたのか……だが、今の俺おれには通用しないな」

　不敵に笑う彼の瞳ひとみは、いつの間にか金色に染まっている。

《予言の叡智オラクル・ワイズ》。相手の行動を数手先まで読み取る、ナー由来の神獣スキルだ。これが発動している間は、いかなる攻撃もアードには通じない。

　そして。

「くらえっ！」

　何と蹴けり一発で、彼はドゥームの巨体を吹き飛ばした。

　どんな物体にも、重心や、力の拮きつ抗こうのために脆もろくなっている点が存在する。そんな微かすかな点を見破るのが、ユニ由来の神獣スキル──《見極める目デイサーン・アイ》だ。

　アードはこのスキルを、ドゥームの装甲を効率よく斬り裂くためにも使っていた。

（やっぱり凄すごいな、〈神獣〉の力は）

　たとえステータスがいくら高くとも、それだけでは勇者たちを圧倒するこのドゥームに、勝てる保証はアードにはなかっただろう。

　それが今は負ける気がしない。彼を支える力があるから。

〈神獣〉の──娘たちの力が、ここにあるから。

　アードは揺るぎない信念と共に、双剣を握り直す──。

　と、その背後で突如大きな音が立った。

　グオオオオッ、と低い咆ほう哮こうが木霊こだまし、アードは咄とつ嗟さにこの場にいるもう一つの敵のことを思い出した。

　その敵に体当たりを受け、床に弾はじき飛ばされる。

「しまった、ガイアドラゴンか！」

　身を起こしながら焦燥を口に出すアード。体にダメージを受け、それでも眼前のドゥームからは目を離せない。

　気をそらした瞬間に、攻撃が来るのはわかっているからだ。

　前方にドゥーム、後方にガイアドラゴン。挟み撃ちだ。なにげに窮地である。

　アードの額を汗が伝った時、しかし明るい声が響いた。

「アード、ここは任せて！」

　リウナの叫びだ。同時に、何かを斬きり裂くような音と、「グアアアッ」といううめき声。

　どうやらリウナは、ガイアドラゴンを引きつけてくれるらしい。

　彼女だけでなく、弱々しくも気力の漲みなぎった声が、それに続いた。

「あんたが誰かよくわからねぇが、その機械兵は任せたぜ」

「ガイアドラゴンはあたしたちが足止めするわ」

「存分にやってくれ……君だけが頼りだ！」

　まだ動ける勇者たちだ。死力を振り絞って、アードの背中を守ってくれるようだ。

「助かる！」

　アードは叫ぶと、再び双剣を構え直し、ドゥームをにらみつけるのだった。




　一方、ドゥームはこの状況から、自分が勝つための手段を何とか考えようとしていた。

　屈辱であった、自分より弱いはずの人間に圧倒されているのは。頼みの綱のガイアドラゴンですら、他の人間たちに抑えられている。

　そして何より目の前の人間、他の誰よりも弱そうに見えるのに、とてつもない強さで自分を追い詰めてくる人間に、ドゥームは恐怖を抱いた。

　この人間は、危険だ。何としてでも倒さなければならない。

　ドゥームは注意深く人間を観察した。そういった判断能力をも、彼は与えられていた。

　そして気付く。目の前の人間が、時々ちらちらと自分の背後を見ていることに。

　背面についている『目』で──ドゥームは戦闘能力を高めるためにあちこちに機械の眼カメラアイを備えている──彼は人間の視線を追った。

　そこには、眠い目をこするようにして壁にもたれかかる少女たちが三人。

　ドゥームに唇があるなら、ここでニヤリと笑ったであろう。

　人間にはしばしば『情』なるものが存在し、それはその人間にとって弱点となるのだ。大切なものを破壊された時、動けなくなった人間の戦士を彼は何人か見てきた。

　ならば。ドゥームは再び頭部から機関砲を出すと、三人の娘に向けた。

「…………！」

　対たい峙じしていた戦士が、動揺する気配がわかる。いいぞ。

　そして、ドゥームは一斉に弾丸を吐き出した。




　ドゥームが砲塔をせり出させた時、その意図を読み取り、アードの肚はらはすぐに決まった。

「《神速ゴツドギア》！」

　叫ぶや否や、超スピードで砲塔とフェニたちの間に割って入る。

　娘たちを庇かばうために。

　ドゥームにすれば、これも計算のうちに違いない。人質を守るには、アードがこうする以外にないのは明白だからだ。

　果たして、大量の弾丸と、ついでに胸部から放たれた巨大な光が、アードを飲み込んだ。

「うあああああああっ！」

「……アード!?」

　ぼんやりとしていたフェニが、やっとそのことに気付いて悲鳴を上げる。

　ユニとナーも、息を吞のんで仁王立ちに立つアードを見つめた。

『神獣装備』があるとはいえ、それはかなりのダメージを彼に与えただろう。装甲には所々穴が空き、肌や口からは血がにじんでいる。立っているのもやっとに違いない。

　ドゥームは自分の計算が正しかったことに気付き、内心ほくそ笑みながら、とどめを刺すべく敵対する戦士へと近づいた。

　──それが突然、跳躍するとは。

「…………！」

　声を出すことはできず、しかし仕草で充分に驚くドゥームの前で、アードは宙高く舞いながら双剣を抜いた。

　ドゥームの言いたいことはわかる。

　この男は、なぜあれほどの攻撃を食らって動けるのか。

　その身を焦がすほどの傷を受けて、なおも闘志を滾たぎらせることができるのか。

　実のところ、アードにもよくわからなかった。

　皮膚は火傷やけどの痛みにひりつくし、全身のあちこちには打撲と骨折があるらしく、とてもじゃないが動ける状態ではない。

　普通なら気力も萎なえ、この場で倒れ伏し、とどめを刺されるのを待つしかないだろう。

　だが、今ここで自分がくたばってしまえば、後ろにいる〈神獣〉たちがどんな目に遭うかわかったものではない。

　彼女たちを絶対に守ると、アードは約束したのだ。

　だから──アードは双剣をこすりあわせながら、胸中でつぶやいた。

　どうして動けるかって？　それは──




「……俺おれが、あいつらの父親だからだ！」




　言葉が声と化して放たれた時には、双剣に散った火花は炎と化し、その炎はさらに輝きを増して、やがて一条のまばゆい光へと生まれ変わった。

　不死鳥の炎が生み出す光、フェニ由来の新たなる神獣スキル。

　すべてを貫く聖なる閃せん光こう──《不死鳥の閃光フエニツクス・レイ》へと。

　アードはその光を刀身にまとったまま、ドゥームめがけて落ちていく。

「くたばれ……このポンコツ野郎！」

　叫び声と共に、一振りの剣がその光でドゥームを縦に割る。残る一本を着地ざま、アードは水平になぎ払った。

　最凶の巨兵の体が、今、十文字に斬きり裂かれる！

「…………！　…………！」

　ドゥームは己の体が崩れることを恐れるように、四分割となったそれを両腕でかき抱いたが、やがて内部からあふれ出す炎に包まれたかと思うと、轟ごう音おんを上げ、体の各部で爆発を繰り返して沈み込んだ。
















　　　　○






「……もったいないことをしたな」

　戦いを終えたアードの口をついたのは、そんな言葉だった。

　目の前には、黒焦げになったドゥームの残ざん骸がいが散らかっている。

　無理なこととは思うが、無傷で捕獲できればかなりの金になったのにと、彼はそんなことを考えていたのだ。

　と、彼の目の前に〈神獣〉たちが、眠気をこらえてか、よたよたと駆け寄ってきた。

「アード！」「父上！」「お父さん！」

　三者三様の呼びかけに、アードは笑いながら全員の頭を撫なでてやる。

「よく頑張ったな、お前ら」

　照れくさそうに、そして嬉うれしそうに笑う三人の娘に、アードの目もますます細くなる。

　と、それが驚きに開かれた。後ろからリウナが抱きついてきたのだ。

「凄すごいよ、アード！」

「うわっ!?」

「凄い、凄い、本当に凄い！　たったレベル13なのに、レベル以上のみんなを助けるんだもの！　すごく格かつ好こ良かったよ！」

「わ、わかった、わかったから離れろって……」

　感激のあまり首筋にすりすりと頰ほおをこすりつけてくるリウナに、アードは仏頂面で言った。体裁だ、頰は赤い。

　それでも何とか引き離して、背後の様子を見る。

「ところでガイアドラゴンは？」

「アードがあの機械の巨人を倒したら、崩れちゃったよ」

「そうか……操られているだけだったもんな」

『四大元素竜フオー・エレメンタル』とうたわれた地竜の末路がこれかと思うと、アードは少ししみじみした。

　と、そこに勇者たちのリーダー格がやってきて、アードに深々と一礼した。

「いや、助かったよ。君がいなければ、我々は全滅しているところだった……今からダンジョンを脱出するが、その際にはきちんと礼金を支払おう」

「礼金か……」

　アードが残念そうにつぶやく理由は、現金ではラナンが課した試練のクリア条件にはならないからだ。どうせなら、この辺に宝でも転がっていれば嬉しかったが、そんな気配はまったくなかった。

　上の階も強行突破してきたから、そんなもの手に入れる暇なかったし──彼がつくづくと惜しんでいると、ふと背後でユニの声が響いた。

「父上、これまだ生きてますよ」

「え……？」

　アードがそちらを見ると、ドゥームの残ざん骸がいから彼女が何かを掘り出している。

　透き通った結晶体の周囲を、数個の円形のフレームが取り囲んでいるもの。面白いことに結晶体はフレームに触れておらず、つまり独立して浮いているのだった。

「何だ、これ？」

「魔導炉です、ドゥームの動力ですね」

　そう答えてから、興味津々に覗のぞき込こんでくるフェニとナーと共に、魔導炉を見つめつつ付け加えた。

「古代魔法文明でも希少な技術を使って作った、いわゆるオーバーテクノロジーです。現代の価値に直せば、三○○万Ｇグレードはくだらないでしょう」

「さ、さんびゃくまん!?」

　アードは声を裏返したかと思うと、呆ぼう然ぜんとこちらを見てくる勇者一団に向き直った。

　土下座する勢いで、頭を下げる。

「頼む、礼金はいらないからあの魔導炉を俺おれにくれないか！」

「え……まぁ、その巨兵はほとんど君が倒したようなものだから、それに異論はないけど」

　目を瞬しばたたかせてから、勇者のリーダーは問う。

「でも、どうしてそこまでして金を欲しがるんだ？　いや、金はいくらあってもいいのはわかるけど、そんなに切羽詰まって三○○万Ｇも必要なのかと思ってさ」

　必要なのは金そのものではなく、それを説明するのも難しいことではなかった。

　だが、アードには何となくはばかられた。自分の娘たちを『買う』のに必要とは、どうしても言いたくなかったのだ。

　だから、彼は肩をすくめると、こう答えるのだった。

「その……養育費がかさむもんで」













終章




　ドゥームが退治されてから数日後。アードは冒険者ギルドに呼び出された。

　何でも、渡したいものがあるとのことである。

　心当たりがなく、首を傾かしげ訪れたその先では、数多くの冒険者が整列して立ち、冒険者ギルド支部長のレアがにこにこと笑みを浮かべて待っていた。

　困惑とともに、眉み間けんのしわが深くなった。




「……こんなもの渡されてもなぁ」

　リウナの屋敷、そのリビングにて。

　冒険者ギルドから帰ってきたアードは、ソファに腰掛けながら冒険者用カードを掲げ、透かして見るようにして、ぼんやりとつぶやいた。

　その中には、〈モノリス〉を介して書き込まれた、ある情報が入っている。

『アード＝グラッサム』の名の前に、特記事項として単語の羅列が。

〈千の技能サウザンド・スキル〉。

　勇者にしか与えられない二つ名が、アードにも与えられるようになったのだ──三○○近くしかないのに「千」とは、多少盛っているが。

　この二つ名の授与が、ドゥームを倒し、勇者を救った功績を称たたえてのものであることは言うまでもない。

　ついでに、勇者たちから謝礼が──彼らが言うには、ドゥームを退治したから魔導炉をアードが手に入れるのは当然であって、それ以外に礼金をもらう権利があるというのだ──幾ばくか支払われた。

『魔導研究室』の試練には影響しないものの、生活費として役に立つのでこちらの方がアードとしては嬉うれしかった。

　もっとも、二つ名自体もまったく役に立たないわけでもなく。

「あたしは嬉しいけどね！」

　背後からアードの首筋に抱きついて、フェニが言った。

「多くの人がアードのこと認めてくれたんでしょ。この前の、アードの悪口言ってた人たちも、『ぐぬぬ』って顔してたもん」

「それだけではありません。父上はこれで勇者の称号を得たのと同じ扱いを受けるようになったのですから」

　足下で寝そべりながら、難しそうな本を読んでいるユニが付け加えた。

「今後バイトや冒険者としての仕事を受ける時も、報酬はそれ相応のものになるでしょう。生活を維持するだけなら、それほどあくせくしなくても済むかもしれません」

　それを聞いて、ソファの隣でアードに寄り添っていたナーが、目を輝かせた。

「じゃ、じゃぁ……私たち、お父さんともっと一緒に過ごせるんですね」

「ま、まぁ、そうだな」

　アードが言葉を濁したのには理由が二つある。

　一つは、自由時間が増えるならダンジョンに潜る時間を増やしたいと考えたからだ。

　もう一日二時間の縛りは必要ないくらい、自分は強くなった──と思う。なら、ダンジョン探索の時間を増やし、宝を見つける機会を多く得たいではないか。

　現在稼いだ宝の額は三五○万Ｇグレード弱。すでに目標額の三分の一は達成できたことになる。予想以上の達成スピードと言えるが、それでも残り六○○万Ｇ以上。油断はできなかった。

　だが、そのことを告げると、

「ダメ。アードにはもっと遊んでもらいたいもん」

「親の義務と娘の義務ですよ、父上」

「……あの、私も、なるべくそばにいて欲しいです」

　こんな答えが返ってくるのは目に見えていた。

　それに、アードも親としての心情から、なるべく一緒にいてやりたいとは思っていた。

　だから、この理由はあきらめる。

　残る一つは。




「あ、あの……わたしもそっち行っていいかな」

「「「ダメですー」」」

「あうううう」




　戸口からの声に、〈神獣〉たちは嬉うれしそうに声をそろえ、声の主──リウナは泣き崩れてみせた。

　ドゥーム退治の時に、彼女を救いに行くと宣言していたから、娘たちも少しはリウナに心を開いたと思ったのだが、相変わらず邪険に扱っている。アードはため息を吐ついた。

「おい、お前ら。そんなこと言わずに、入れてやれよ」

「えー、でもアード。ここは一家散乱の場所だよ？」

「……『一いつ家か団だん欒らん』だよ、フェニお姉ちゃん」

「どちらにしろ、家族でないリウナはお呼びでないですね」

　だが、アードはそれを無視してリウナを手招きすると、嬉しそうに寄ってくる彼女をナーとは反対側の隣に座らせて言った。

「何を言ってるんだ、リウナも俺おれの家族みたいなものだ。ただしお前らみたいに娘じゃなくて、違う関係だけどな」

「えっ？」

　それって、と顔を赤くして見つめてくる彼女に、アードはうなずいてみせる。

「小さい頃から一緒にいて、大切に思ってきたんだ──『妹』みたいなもんだろっていたたたたたっ、何で膝ひざをつねるんだ！」

　ぷくー、と頰ほおを膨らませるリウナの襲撃に遭い、アードは悲鳴を上げる。

　と、ナーが何かを思いついたように口を開いた。

「リウナさんがお父さんの妹さんだと……叔お母ばにあたりますね……」

「ほほう、『おばさん』ですか」

「リウナ、『おばさん』なんだ！」

「……せめて『叔母さん』って言って～」

　またも涙を流すリウナを見て、アードは再び苦笑した。

　そして、娘たちとリウナ、自分がいるこの空間が、とても温かいことに気付く。

（家族、か）

　ちょっと前まで自分は一人だったのに、いつの間にか娘ができて、リウナとも暮らすようになった。

　これは、幸か不幸かは簡単に判断できないことかもしれない。ただ、アードがとても満足していたことは確かだ。

　だから。

「……あてにならないな、〔悪運ハードラツク〕のブレスも」

「え、何？」

「俺おれは運が良いんだなって、そう思ったんだよ」

　尋ね返すフェニの頭を手で軽くなでてから、アードは立ち上がった。

　せっかく摑つかんだ幸運を、逃すわけにはいかない。気合いを入れなければ。

「さて、今日もダンジョンに潜るんだ。栄養つけておかないとな」

「あ……私がお昼作ります。リウナさん、手伝ってください」

「うん、いいよ」

「あたしも、あたしも何かするよ！」

「仕方ないですね、たまには家族サービスもいいですか……」

　先ほどまでの言い合いもどこへやら、仲良くダイニングに向かう娘たち。

　それを見たアードは、心の底から屈託のない笑みを浮かべると、背中を追いかけるべく自分も歩き出すのだった。












あとがき




　ＭＦ文庫Ｊからは初めまして。

　ライトノベル作家の番ばん棚だな葵あおいと申します。以後お見知りおきを！

　さて、今回の物語、コンセプトは親子ものですが、個人的に「こんなのあったらいいな」と妄想していたゲームを基にしてもいます。

　三人のお助けキャラを成長させていくと、それぞれアイテム制作、情報収集、戦闘などで役に立ってくれ、それらを駆使してダンジョンを攻略するＲＰＧといった感じです。

　それを小説に落とし込むと意外にマッチングが良く、さらにほんわかした日常生活を加えることで、面白いものができあがったと自負しております。

　凶運の剣士と三人の娘（プラスα）の活躍に、今後ともご期待ください。




　今回、すばらしいイラストを描いてくださった米こめ白しろ粕かすさま、担当さま、そのほかこの小説に関かかわったすべての方々──何より読者の皆様に、厚くお礼を申し上げます。

　それでは、また。次の物語にて、お目にかかりましょう！
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　著者

　番棚葵（ばんだな・あおい）

　　関西在住のライトノベル作家。

　　この小説執筆中（夏）にＰＣが二台もぶっ壊れました。

　　どうも冷却用のファンが連続でお釈迦になったらしくどう考えても部屋の温度が問題……節電でエアコン止めといて、パソコンが壊れてれば世話ないよ！！！




　イラストレーター

　米白粕（こめしろ・かす）

　　漫画家・イラストレーター

　　可愛い女の子が大好きです！
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